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			レベル99冒険者によるはじめての領地経営②

			藤崎

		

	
		
			お断り

			　

			　作品の電子書籍化に際し、仕様上の都合により一部の漢字が略字体で、ルビおよび記号等が印刷出版と異なった表記になっている場合があります。

			　また、作品によっては差別的表現と受け取られかねない表現が使用されている場合もありますが、作品の書かれた当時の事情を考慮し、原文のとおり掲出した個所があります。

			　あらかじめご了承ください。

		

	
		
			カバーデザイン・ナカムラナナフシ＋百足屋ユウコ（ムシカゴグラフィクス）

		

	
		
			ＣＯＮＴＥＮＴＳ

			　

			プロローグ

			　

			　第一章

			１・雷の刃

			２・再びドワーフの里へ

			３・玻璃鉄

			４・馬車鉄道構想

			５・視察でデート

			６・王都にて

			７・ユウトの覚え書き

			８・立つ鳥跡を濁さず

			　

			　第二章

			１・再会

			２・二人の時

			３・警告の神託

			４・凶報

			５・決断

			６・前哨

			７・決戦

			８・終わり、そして新たなる始まり

			　

			Interlude

			　

			外伝・妖樹の御子の後始末

		

	
		
			プロローグ

			　

			「体に異常はないわね」

			　真紅の眼帯を身につけたアルシアは、レジーナの寝(しん)衣(い)を元に戻してやりながら、診断結果を告げた。

			　ユウトたちが、妖樹の御子ニーケンララムを滅ぼした翌日。

			　アルシアから伝えられた診断結果に、ベッドで半身を起こしていたレジーナは胸を撫(な)で下ろした。

			　だが、この場に事情を知らない者がいたならば、そんな言葉を訝(いぶか)しんだかもしれない。

			　なにしろ、見た目だけなら、レジーナは健康そのもの。寝起きのためか、やや赤くなった頬(ほほ)にほつれ毛がくっついているのも、逆に可愛(かわい)らしく見える。

			　実際、彼女自身も体の不調は感じていない。

			　けれど、妖魔諸侯(デーモンロード)に誘(ゆう)拐(かい)されたのだ。表面上は普通であっても、油断はできない。

			「ありがとうございます」

			　そんな不安は、死と魔術を司(つかさど)る女神トラス＝シンクの大司教(パトリアーチ)により払(ふつ)拭(しよく)された。

			　見えはしないと知っていても、レジーナは心からの笑顔を浮かべて頭を下げる。その動きに合わせて、カールした金色の髪と豊かな胸が揺れた。

			「お礼なんて。むしろ、お詫びをしなくては」

			　念のため、疲労を除去する《精気回復(リキユペレーシヨン)》の呪文をもう一度使用してから、アルシアは申し訳なさそうに言う。

			「巻き込んでしまって、本当に申し訳なく思っているわ」

			「悪いのは、ユウトさん……皆様ではなく、あの妖魔(デーモン)のほうですから」

			　レジーナは目鼻立ちのはっきりした顔に、少しの困惑と、それを上回る覚悟を浮かべ断言した。それは正論だが、被害者側が簡単に言えることでもない。

			「そう。でも、なにか困ったことがあったら言ってね。できる限りのことはするわ」

			「いえ、呪文まで使っていただいたうえに、この服までお借りして……」

			　ベッドのなかのレジーナは、ユウトが《物品修理(リペア)》した緑色のワンピースではなく、綿(めん)の寝衣を身にまとっていた。肌触りのいいそれは、アルシアの私物だ。

			「そう。じゃあ、そろそろ良いかしら」

			　このままでは平行線だろうと、この話を打ち切った。先送りと言えばそれまでだが、ユウトたちも交えて話し合ったほうが良いだろう。

			　レジーナの肩にケープをかけてから、トラス＝シンクの愛(まな)娘(むすめ)との異名を持つ彼女は、部屋の出入り口へとゆっくりと移動する。

			「どうぞ」

			「お嬢様！」

			　部屋へ招き入れた黒髪の大司教(パトリアーチ)を押しのけるようにして、老人がベッドまで駆け寄ってくる。

			「セスク」

			「ご無事でなによりです……」

			　ニエベス商会の老支配人は細い枯れ木のような指でレジーナの手を包み込むと、涙をこらえるかのように顔を歪(ゆが)める。

			「大げさなのだから。アルシア様も、なにもないと仰(おつしや)っていましたよ」

			　親代わりとなってくれていた老人を安心させるように笑顔を作ると、その手を握り返した。そうしてから、ベッドの外へ出て健在ぶりをアピールする。

			「ほら、大丈夫でしょう？　今すぐにでも、帰れます」

			　そう、帰らなければならない。

			　留守にしたのはわずかの間だが、商会の仕事もある。

			　ファルヴから、ハーデントゥルムへ帰らねばならない。

			「あっ……」

			　その瞬間、レジーナは膝(ひざ)から崩れ落ちた。

			「お嬢様っ」

			　セスク老人は彼女を受け止めると、慌てて助けに入ったアルシアとともに、ベッドへ座らせる。幸いにも怪(け)我(が)などなかったが、事態はより深刻だった。

			「おかしいわね……」

			　レジーナが、困ったような笑顔を浮かべる。普段は情熱的な輝(かがや)きを宿す瞳(ひとみ)も、今は心細げに揺れていた。

			「いきなり無理をしてはいけないわ」

			　アルシアは努めて笑顔を浮かべ、子供にそうするようにニエベス商会の会頭を寝かしつける。

			「食事を用意するわ。それまで休んでいて」

			「ご迷惑を――」

			「気を遣わずに、心を休めること。申し訳ないと思うのであれば、そうしてちょうだい」

			　見るものを安心させる笑顔を浮かべ諭(さと)すように言うと、レジーナもそれ以上はわがままを言わず、素直にベッドへ体を横たえる。

			　それを確認すると、アルシアはセスク老人を促(うなが)して部屋の外へと出ていった。

			　ファルヴの城(じよう)塞(さい)。その無(ぶ)骨(こつ)だが、用の美を感じさせる廊下を歩きながら、アルシアはためらいがちに口を開く。

			「体は、なんの問題もない。でも、精神は別かも知れません」

			「確かに、そのような感じがしますな」

			　セスク老人も、レジーナが妖魔諸侯(デーモンロード)に囚(とら)われた件に関して――半信半疑だったが――ユウトから説明を受けている。

			　そのため、レジーナがどういう状況にあるのかも、なんとなく理解できていた。

			　今の彼女は、庇(ひ)護(ご)者であるユウトたちと離ればなれになるのを嫌がる子供のようなものなのだ。ならば、話は簡単。

			「私に、ひとつ妙案があります」

			　老(ろう)獪(かい)な笑みを浮かべたセスク老人は、アルシアへユウトへの面会を求めた。

			　

			「ファルヴ支店の開設許可……ですか？」

			　レジーナを迎えに来た――というよりは、ユウトが連れて来たのだが――セスク老人からの思わぬ言葉に、イスタス伯爵家の家(か)宰(さい)は首をかしげる。

			　ヴァルトルーデを伴ってモノリスの様子を見に行ったあと、昨日滅ぼした妖樹の御子ニーケンララムに関する報告書を書いている途中だったが、報告書を即座に後回しにした。

			　疑問点はふたつ。

			　なぜ、そんな話になったのかというのがひとつ。もうひとつは、わざわざユウトに許可を取る必要もない書類ひとつで済む話を、なぜ伝えに来たのか。

			　彼を連れて来たアルシアからは、補足もない。口出しをしないということは、変な話でもないということのはずだが……。

			「はい。そして、その責任者にはレジーナ様が就任する予定です」

			「大丈夫なんですか？　いや、大丈夫なんでしょうけど……」

			　本店を既存のスタッフに任せ、社長自ら新店舗の立ち上げに携わる。

			　地球にいた頃はアルバイト経験もないユウトだったが、そういう事例もありえるのかなという想像はできる。

			　しかし、そのことがそこまで重要なのだろうか？

			「まあ、どちらにしろ俺に話を通す必要は――」

			「そして、レジーナ様をそちらとの連絡役としてお使いいただきたいのです。よろしければ、書記官としてお側においていただいても」

			「愛人どうこうって話の続きなら、断りますよ？」

			「とんでもありません。そこは、家(か)宰(さい)様のお心のままに」

			　どうやら別の話のようだ。それにしても、セスク老人は忠実なレジーナの老(ろう)臣(しん)だとばかり思っていたが、それだけではなかったらしい。

			「ユウトくん、私からもお願いするわ」

			「……分かりましたよ」

			　アルシアがそう言い、そして、理由を説明しないということは、なにか事情があるのだろう。それくらいは察し、受け入れる程度の信頼はある。

			「ただし、期間は限定で」

			　帰還の日まで、もう一年を切っている。ユウトの後任がどうなるのかは分からないが、迷惑をかけたくはない。

			　その真意をアルシアだけは理解し、微妙に唇を歪(ゆが)めた。

			　それに気づかない振りをして、ユウトは仕事に戻る。

			　こうして、天(あま)草(くさ)勇(ゆう)人(と)が地球へと帰還するカウントダウンが、静かに始まった。

		

	
		
			第１章

		

	
		
			１・雷の刃

			　

			「雷の刃？」

			「聞いたことはないか？」

			　自らの執務室で書類の山に埋もれていたユウトが、胡(う)乱(ろん)な瞳(ひとみ)で聞き返した。今日も輝(かがや)くような美(び)貌(ぼう)を惜しげもなく晒(さら)しているヴァルトルーデとは、あまりにも対照的すぎる。

			　しかし、ユウトにも事情がある。

			　本格的に領地経営を始めて数ヶ月。その順調さに比例して増え続ける羊(よう)皮(ひ)紙(し)の書類の山は、ついに机上から床上に進出した。

			　ただサインをすればいいというだけであれば、巻物(スクロール)を自動生産する魔道具(マジツクアイテム)、踊る筆記具に任せていただろう。

			　それもこれも、発展が順調すぎるがゆえのオーバーワークなのだが、あと少しの話だ。

			　すでにヴァルトルーデの面接を通過した書記官がファルヴへ赴任しており、今は引き継ぎの準備中。

			　なんとか、レジーナの手を借りずに済んだ。あと、数日の我慢だとユウトはひとつ伸びをする。

			「それで、雷の刃ってのはヘレノニア神に関係があるの？」

			「知っているのではないか」

			　アルシアではなくヴァルトルーデがやって来たということを加味しての推測だったが、彼女は別の意味に解釈したようだった。

			「雷の刃って……ああ、ヘレノニア神殿の組織か」

			　執務机に放置していた多元大全を書類の山から掘り出し、情報を検索するユウト。

			「まったく……。書類が落ちているぞ」

			　ヴァルトルーデが呆れながらも甲(か)斐(い)甲(が)斐(い)しく書類を拾っては、整理していく。そんな些(さ)細(さい)な親切が気恥ずかしく、そして嬉(うれ)しい。

			　それを気取られないように、意識以外は多元大全へと集中させる。

			「雷の刃……ヘレノニア神殿の最大会派。目的は悪神ダクストゥム及びその信者との闘争に、神殿が設置された街の治安維持。なんだよ、刑事裁判権まで持ってるのか」

			　ロートシルト王国は、代々の国王が聖堂騎士(パラデイン)の資格を有しているように、ヘレノニア神殿との結びつきが強い。

			　そうした背景もあってのことだろうし、地方領主程度では警察業務や裁判が重荷になる場合もあるだろう。だが、日本生まれのユウトからすると、特定の神殿が持つには大きすぎる権力ではないかと思える。

			「んで、その雷の刃がなんだって？」

			「来ているのだ」

			　とんとんと机の上で書類の高さを合わせながら、ヴァルトルーデが言う。

			「はぁ？」

			「王都セジュールの大神殿からの使者が、来ているのだ。応接室に待たせてある」

			「それを先に言え」

			　とはいえ、本当に先に言われていたら下調べをする暇もなかったので、それはそれで困る。

			　着ていた制服は、そのまま。無造作に椅子にかけていた純白のローブを羽(は)織(お)って、早足に執務室を後にする。

			「その使者は、アルシア姐さんが相手を？」

			「ああ。まだ私も会っていない。アルシアから、ユウトを呼びに行くように言われたからな」

			「ナイス判断だ、アルシア姐さん」

			「むう……。それでは私が……」

			「どうかしたか？」

			　ヴァルトルーデからの返答はなかった。

			　答えなかったのではなく、応接室へ到着したからだ。

			　一応、ユウトがノックをしてから、先にヴァルトルーデを入らせる。面倒だが、必要な手順だ。

			「お待たせした」

			　ヴァルトルーデが入室すると同時に、ヘレノニアの城(じよう)塞(さい)にしつらえられた応接室内のソファから、ひとりの少女が勢いよく立ち上がった。

			「アレイナ・ノースティンであります！」

			　小柄だが、聖堂騎士(パラデイン)の訓練を積んでいるためか、しなやかで瑞(みず)々(みず)しい肢(し)体(たい)。

			　金髪を肩口で切り揃えており、年齢のせいか、美人というよりは可愛(かわい)いという感想が先に立つ。元気が良く、目上の人間にも好かれそうな少女だった。

			（量産型ヴァルトルーデだ）

			　この比(ひ)喩(ゆ)は、なかなか分かりやすく面白いのではないか。そう自画自賛するユウトだったが、惜しむらくは、このブルーワーズ広しといえども、ニュアンスを正確に理解できるのは彼一人だけという点か。

			「英雄ヴァルトルーデ様に、お会いできて光栄であります」

			「あ、ああ。ヴァルトルーデ・イスタスだ。こちらは、家(か)宰(さい)のユウト・アマクサ」

			「よろしく」

			「よろしくお願いするであります」

			　その語尾は固定なのだろうか……。

			　ヴァルトルーデに比べてあっさりとした挨(あい)拶(さつ)に気分を害した様子もなく、ユウトはそんな感想を抱く。

			　見れば、先ほどから対応していたアルシアも苦笑気味だ。

			「それで、ヘレノニア神殿――雷の刃からの使者ということだが」

			　アレイナに着席を勧めながら、ヴァルトルーデも対面に当たる位置に腰を下ろした。そのソファの後ろに、アルシアとユウトが移動する。

			「はっ、具体的にはそちらの書状に認められておりますが、イスタス伯爵領内の巡(じゆん)察(さつ)を行わせていただきたいのであります」

			「巡(じゆん)察(さつ)？」

			　普通に考えれば、山賊や悪のモンスターを駆(く)逐(ちく)するか、あるいは神殿の敵が領内に入り込んだため捜(そう)索(さく)をしたいのか。

			〝ヘレノニアの聖女〟との異名を持つヴァルトルーデとしては、拒否する理由などない。

			　けれど、彼女はその秀(しゆう)麗(れい)な赤い唇を閉じて考え込む。その理由は、ユウトから警戒の意識を感じたからだった。

			　書状を――読めないのだから仕方ない――ユウトへそのまま回しながら、ヴァルトルーデもその警戒感を共有する。

			　冒険者時代からの積み重ねだ。それが恋人同士も羨(うらや)む以(い)心(しん)伝(でん)心(しん)だとは、残念ながら当事者は気づいていない。残念なことに。

			「巡(じゆん)察(さつ)というよりは、駐(ちゆう)留(りゆう)だな。妖樹の御子が現れた以上、他のどんな邪悪がいるか分からないってさ」

			「むう……」

			　書状の内容をかいつまんで説明するユウトへ、アレイナが不満の視線を向ける。

			　恐らく、ヘレノニアの聖女へのぞんざいな口の利き方や、要約の仕方が気にくわないのだろう。

			　だが、ユウトは気づかないふりをした。

			「そうか。言い分はもっともだな」

			「そうですね……」

			　ニーケンララム討(とう)伐(ばつ)に関しては、アルサス王子を通してロートシルト王国へは伝えてある。その上で、大事にしないことで意見の一致を見た。

			　けれど、完全に隠しきれるものでもなかったようだ。

			　正義を奉じるヘレノニア神殿が嗅(か)ぎつけ、監視をすると言い出した。

			　アルシアの神(しん)託(たく)により危機は察知できるのだから、こちらとしては不要だ。けれど、教義上も面(めん)子(つ)の上でも看(かん)過(か)できぬのだろう。

			　アレイナという少女の思惑は別にして、先触(さき　ぶ)れも立てず不意打ちのように使者を出したヘレノニア神殿のそんな思惑が、ユウトには透けて見える気がした。

			「では、アレイナ……」

			「はっ、アレイナ・ノースティンであります！」

			「返答は後日する。それまでは、この城(じよう)塞(さい)で過ごして欲しい」

			「本当で、ありますか！　って、ああ、それは駄目であります……」

			　ヘレノニア神が奇跡を用い、一夜にして生み出した城(じよう)塞(さい)。

			　そこに逗(とう)留(りゆう)できると目を輝(かがや)かすアレイナだったが、すぐに意(い)気(き)消(しよう)沈(ちん)したかのように肩を落とす。

			「恐れながら、同じ神に身を捧(ささ)げるものとして、この場で許可をいただいて来るようにとの指示を受けておりまして」

			　書状にも、遠回しな言い方ではあるが、同じことが書いてあった。

			（これは、マズい……）

			　ユウトは、天を仰ぎそうになるのを必死に我慢した。

			　断れば、痛くもない腹を探られるだけ。受け入れれば、領主とは命令系統の異なる軍事勢力が領内に居座ることになる。

			　未だ、ろくな衛兵も揃えていないファルヴにとって、雷の刃による周辺の治安維持は実に都合が良い。だが、同じヘレノニアの聖堂騎士(パラデイン)であり、英雄でもあるヴァルトルーデが背後にいるこのイスタス伯爵領で行動の自由を与えれば、どうなるか。

			　善を奉じる雷の刃とはいえ、いや、だからこそだ。暴走したときに抑(おさ)さえられなかったら、致(ち)命(めい)的(てき)な事態が発生しかねない。

			　雷の刃の背後には更に、王都セジュールの大神殿があるのだ。冒険者として、簡単にどうこうできるものでもない。

			（ヴァル子……）

			　ユウトがヴァルトルーデへ助言し、思う方向に誘(ゆう)導(どう)するのは簡単だ。

			　だが、〝同じ神に身を捧(ささ)げるものとして〟ということは、交渉相手を明確にヴァルトルーデに限定している。だから、それはできない。

			　そんなことをやろうものなら、やたらとクチバシを入れようとする魔術師(ウイザード)に、傀(かい)儡(らい)の領主という図式ができ上がってしまう。

			　それは、今後のためにも避けねばならなかった。

			「了承したと、伝えておいて欲しい」

			「ありがとうございます！」

			（ヴァル子ッ！）

			　思わず声を上げそうになるユウトだったが、次の瞬間、風向きが変わる。

			「ただし、条件がある」

			「はい……？」

			「その巡(じゆん)察(さつ)部隊の本拠地として、このファルヴに神殿を建立(こんりゆう)して欲しい」

			「それはむしろ……」

			　相手としては願ったり叶(かな)ったりだろう。

			「そして、その神殿の責任者はこの私だ。名目上で構わないし、問題が起きなければ口出しするつもりもないぞ」

			　つまり、王都の本神殿から派遣される司祭(プリースト)や聖堂騎士(パラデイン)は、建前とはいえ、ヴァルトルーデの指揮下に置かれるということだ。

			　ユウトは快(かい)哉(さい)を叫ぶのを、必死に我慢した。

			「それは私の、一存では、その……」

			「私は、司祭(プリースト)の資格も持っているのだから、問題ないはずだ。済まないが、同じ神に身を捧(ささ)げるものとして、この場で決定して欲しい」

			「そのような些(さ)事(じ)にお手を……」

			「些(さ)事(じ)か？」

			「うぐ……」

			　王都の本神殿なのか雷の刃なのかは分からないが、結局、この提案を呑まざるを得ないだろう。断る理由がない、実に妥当な話だからだ。

			　恐らく、ヴァルトルーデは、ユウトがどこに危機感を抱いたのか、深いところまで理解はしていないはずだ。

			　それでも、ユウトの意思をくみ取った優れた判断力と的確な交渉力。今回は、それに救われた。

			（そうだよな。知識とか計算とかが絡まなければ、ヴァル子も結構できるやつなんだよな）

			　改めて、ヴァルトルーデのことを見直すユウト。

			「ファルヴに神殿を置くのであれば、その治安維持も任せて良いかも知れませんね」

			「そうなれば、渡りに船だな」

			「ヴァルトルーデ様、よろしければ使者殿とご一緒に、王都セジュールへ赴(おもむ)かれますか？　《瞬間移動(テレポート)》の準備は問題ございません」

			　慇(いん)懃(ぎん)な口調で、ユウトがヴァルトルーデに問う。言われた彼女は、ユウトの「ヴァルトルーデ様」という呼びかけに目を白黒させたが、それが身内以外に悟られることはなかった。

			「そ、相談してくるであります！」

			　そう宣言したアレイナ・ノースティンがバタバタと退場したのを確認して、数秒後。

			「よくやった、ヴァル子！」

			　ユウトが背後からヴァルトルーデの頭をぐしゃぐしゃと撫(な)で、珍しく感情を爆発させる。
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			「お、おい。やめろ、やめないか」

			　内容以外はまったく説得力のないヴァルトルーデの抗議をもろともせず、ユウトは後ろから抱きつかんばかりの勢いだった。

			　実際にそうしていたなら、嬉(うれ)しさにとろけそうなヴァルトルーデの表情は、どうなっていたことか。

			「しかし、さっきのヴァルトルーデ様というのは、なんだ。寒気がしたぞ」

			「俺もだ」

			「……まあ、良かったですね」

			　無邪気に笑い合う二人を見ながら、他人事のようにアルシアがつぶやいた。

			　二人の世界を作るのは良い。望むところ。

			　しかし、以前ヴァルトルーデにアピールをすれば良いとは言ったものの、こういう意味ではなかったはずだ。

			　それでも、心底嬉(うれ)しそうな親友の姿に、アルシアは無(ぶ)粋(すい)な指摘をする気にはなれなかった。

		

	
		
			２・再びドワーフの里へ

			　

			「メインツへ視察へ行こうと思う」

			「しひゃつ？」

			「うん。ヴァル子は、まず飲み込もうか」

			　本来はどんな用途で使用するのか不明だが、手頃な広さなのでダイニングとして使っている城(じよう)塞(さい)の一室。

			　いつもの四人――ヴァルトルーデ、アルシア、ヨナ、そしてユウト――が一堂に会して朝食を摂っているなか、ヴァルトルーデは口いっぱいに頬(ほお)張(ば)ったパンを飲み込もうとしながら美少女らしからぬ声を上げた。

			　いや、これはこれで可愛(かわい)いかと、ユウトはジャッジを下す。

			　今までの習慣からか、朝食だけは揃って摂ることが多い。

			　そのため、イスタス伯爵領の重要な方針が、この席で決まることも多かった。

			　なるほど。朝(ちよう)政(せい)とか朝(ちよう)議(ぎ)は、こういうことだったのかと、ブルーワーズ人には分からないところで感心するユウト。

			「そう言えば、そろそろ約束の三ヶ月でしたか」

			「三ヶ月……？」

			　ようやく食べ物を飲み込んだヴァルトルーデが首をひねる。味がおかしかったわけではない。心当たりがなかっただけだ。

			「知ってる。なんか、ドワーフに無理難題をふっかけて土地を奪おうとしていたはず」

			　スープからニンジンを取り分けながら、ヨナが物(ぶつ)騒(そう)な指摘をする。

			「うん。違うからな？　新しい鉱石の研究開発期間だからね？」

			　普段はあまり飲まないユウトも、これだけは別と、透明な杯に満たされた赤ワインで舌を湿らせながら、必死に訂正する。

			「ああ、その件か。憶えていたぞ、もちろん」

			「絶対、忘れてた」

			「そんなことはないぞ？」

			　ヨナの指摘にヴァルトルーデが目をそらしながら、次のパンへ手を伸ばす。

			　卓上には、アルシアが用意した豪華なメニューが所狭しと並んでいた。

			　焼きたてのパンは、ブルーワーズで主に食べられている堅い黒パンではなく、バターをたっぷりと使った白パンだ。

			　ふっくらとしていながらもちもちした食感は、王侯貴族でも味わったことがないに違いない。

			　滋(じ)養(よう)がたっぷりと染み出したポトフのようなスープは食欲を刺激する芳(ほう)香(こう)を漂わせ、脂の乗った大ぶりなマスのポワレは、素材も複雑な味わいのソースも、メインの一皿としてふさわしい貫(かん)禄(ろく)を放っている。

			　その他、簡単なサラダも見るからに新鮮な野菜を使用しており、食前酒として用意されたワインも薫(かお)り高い絶品だった。

			　それらがすべて雪よりも白い白(はく)磁(じ)の皿に盛りつけられており、杯も滅多に目にすることができないようなカットグラスだ。

			　朝食にしては重たいメニューのようにも思えるが、その辺りは元冒険者。体が資本だけあって、健(けん)啖(たん)家(か)が多いというのが、第一の理由。

			　ヴァルトルーデはもちろんとして、この食事を用意したアルシア自身も、苦にすることなく平らげていた。

			　第二の理由は、この料理がただの料理ではないということ。

			　すべて――そう、食器も含めてすべてアルシアの神術呪文《祝宴(セイント・フィースト)》により創造したものなのだ。

			　ネクタルやアムブロジアといった神酒、神(しん)饌(せん)の類にも似た効果を持つ。もちろん、本物の神々の食物には比べるべくもないが、病を癒(い)やし、毒や精神的な攻撃への耐性を授け、活力がみなぎってくる。

			　そんな、大司教(パトリアーチ)でも簡単には使用できない呪文を消費してまで朝食を摂っているのは、やはり、冒険者時代からの習慣からだった。

			　朝、《祝宴(セイント・フィースト)》で英気を養ってから冒険に出るのが、生活様式になって久しい。彼ら以外の誰が見ても驚き呆れるだろうが、習慣なのだから仕方ない。

			　それに、本当に追い詰められたときは、ただの司祭(プリースト)でも使用できる《聖(マ)餐(ナ)》で飢えを凌(しの)いでいたのだ。あの味がしない濡れた段ボールのような食事は、しみじみと不(ま)味(ず)く侘(わ)びしく哀しかった。

			「玻璃鉄(クリスタル・アイアン)のお披露目と、商談。それから、予行演習をやりたいなと」

			　若(じやつ)干(かん)遠回りだったような気がしつつも、ユウトは自らの計画を披露する。

			　もっとも、遠回り自体は特に問題はない。《祝宴(セイント・フィースト)》の呪文は、最低でも一時間程度かけて食事をしなければ、本来の効果は発揮されないのだ。

			「もう、レジーナさんを通してハーデントゥルムには知らせてるから」

			　ユウトが飛んで知らせるのが一番早いのだが、そういうわけにもいかない。時には、効率よりも優先されるべきことがあると、学習しつつあった。

			「そんなわけで、俺はレジーナさんと一緒に評議員を連れてメインツへ行くから」

			　ただし、その際の移動手段が《瞬間移動(テレポート)》であることは言うまでもない。

			「悪いけど、ヴァルは、ヨナが《テレポーテーション》で連れてってくれ。そんで、向こうで一泊か二泊という感じだな」

			「また、ユウトが浮気してる」

			「浮気とかじゃないから。ほんと、憶えたての言葉を使いたがるな、ヨナは。小学生か」

			　確かに、年齢的には小学生だった。

			「えーと。そんなわけで、悪いけどアルシア姐さんは留守番で」

			「なるほど……。予行演習ですか」

			　スプーンを取る手を止めて、アルシアが意味ありげにつぶやく。

			「貧乏くじで悪いけど……」

			「適任でしょう。私でも、そうします」

			　少ない言葉で相互理解するユウトにヴァルトルーデはわずかに頬(ほほ)を膨(ふく)らませ、誤(ご)魔(ま)化(か)すかのように大きく切り分けたマスを口に入れる。

			　しかし、ヨナはアルシアが残ることに不満なようだった。

			「アルシアだけ置いてけぼりは、良くない」

			「仕方がないのよ。ユウトくんがいない間に事務が滞(とどこお)らないか、なにか問題が出ないか確認しなくてはならないのだから」

			「ふうん……」

			　反応としてあったのは、それだけ。

			（あれ？　リアクション薄くない？）

			　ユウトがいない間とはつまり、彼が地球へ帰ってからの話になる。それなのに、あっさり流されてしまった。

			　ヨナに悲しんで欲しいわけでも、大げさに引き留められたいわけでもなかったが、淡(たん)泊(ぱく)な反応だと、それはそれで哀しい。

			　だが、今は仕事の話だ。

			「そんなわけで、行くのは三日後ぐらいになるかな」

			「そうね。その程度の猶(ゆう)予(よ)は必要じゃないかしら」

			　ユウトの方針に、妥当だとアルシアが賛成する。

			「私は問題ないぞ」

			「こっちも大丈夫」

			　ヴァルトルーデとヨナからも異論は出ない。方針は決まった。

			「じゃあ、クロードさんには俺から伝えておくよ」

			　クロード・レイカー。ヴァルトルーデの面接を通過した、総白髪の老人。現在は、イスタス伯爵領の官僚を取り仕切る書記官を任せている。

			「いろいろ、びっくりさせてくれそうね」

			　びっくりしそうではなく、びっくりさせてくれそう。

			　アルシアがそう表現した理由は、その日の午後に判明した。

			　

			「――と、いうわけなんだけど」

			「はっ」

			　ユウトの執務室へとやって来たクロード・レイカーは、視察の話を切り出されると、目を白黒させたあと、ほろほろと涙を流し始めた。

			「お仕えしてわずか二月で、そのように信頼していただけるとは。銃後は、わたくしどもにお任せ下さい。必ず、お守り致します」

			　感極まった様子で、細い体をいっぱいに伸ばして決死の覚悟を伝える書記官の老人。

			　銃が一般的でないブルーワーズで「銃後の守り」などという慣用句が存在するわけもないが、恐らく、ユウトの脳内で日本語へ翻(ほん)訳(やく)された結果だろう。

			　有能でいい人なのだ。

			　ただ、生きるのに向いてないよなぁと、失礼な感想を抱いてしまうユウト。

			　下級貴族の出身で、王都セジュールでは財務を司(つかさど)る部署に長年勤めていた。しかし、よく言えば清(せい)廉(れん)潔(けつ)白(ぱく)、悪く言えば融(ゆう)通(ずう)の利かないその性格のせいで、閑(かん)職(しよく)に追いやられていた。

			　ただ、見る人は見ていたのだ。

			　例えば、石化する前のアルサス王子。

			　ユウトが頼むより先にクロード・レイカーを推(すい)薦(せん)してきたアルサス王子は、確かに為(い)政(せい)者(しや)として、得難い能力を有しているかもしれない。

			　そんな経緯があり、王都セジュールからこんな田舎(いなか)へやって来たクロードだったが、その仕事ぶりは勤勉そのもの。ヴァルトルーデの面接を通過して採用された一〇名ほどの事務官とともに、ユウトの負担をあっという間に軽減してくれた。

			　従来は、多元大全で調べた行政についての資料と、ロートシルト王国の国法をすり合わせ、ハーデントゥルムやメインツの行政担当者の協力を得て、なんとかユウト一人でこなしていた……。

			　限界は目の前だった。

			　というより、破(は)綻(たん)していなかったほうがおかしい。

			　しかし、クロードたちのお陰で、その危機は過ぎ去ったと言っていいだろう。それどころか、世にも珍しい品行方正な官僚団がファルヴの土地に生まれそうだ。

			　なお、彼らの働きを見たユウトが、「俺、一〇人分の仕事をしてたのかよ……」と、天を仰いだこともあった。

			「それって、ユウトが頑張れば、一〇人分のお給料が要らないってこと？」というヨナの心ない一言で、心が折れたのでもあるが。

			「よろしくお願いします。頼りにしていますから」

			「もったいないお言葉でございます……」

			　ユウトとしては祖父とも言えるほど年上で、ヴァイナマリネンと違って尊敬できる人格の彼にはもうちょっと下手に出たいのだが、そうすると相手がもっと下に行ってしまう。

			　クロードにも、ユウトが一年も経たずにいなくなることは、伝えている。その後残るのは、文字も読めない――最近、勉強はしているが絶望的な――ヴァルトルーデと、盲目のアルシアだ。

			　やろうと思えば、不正などやりたい放題。

			　そういう環境だからこそ、忠誠心が燃え上がるのがクロード・レイカーという老人なのだ。

			　実に希(け)有(う)な人材。いや、逸材だった。

		

	
		
			３・玻璃鉄(クリスタル・アイアン)

			　

			「皆さん、大丈夫ですか……？」

			「あ、ああ……」

			　レジーナが心配そうに、ハーデントゥルムの評議員たちへと声をかける。初めての《瞬間移動(テレポート)》によるショックからまだ立ち直れずにいる彼らに対し、ユウトとの連絡役となった彼女は、さすがに、もう慣れていた。

			　といっても、瞬間移動酔いなどというものがあるわけではない。単純に、ハーデントゥルムの会議室から一瞬でメインツの入り口に転移し、腰を抜かすほど驚いたのだ。

			　分かってはいたが、その変化に意識が追いつかず周(しゆう)章(しよう)狼(ろう)狽(ばい)している。

			「アマクサ様、ようこそいらっしゃいました」

			「どうも。ハーデントゥルムの評議員の皆様を連れて来たから、族長を頼みます」

			　そんな商人たちを出迎えたメインツの門番――当然、ドワーフ――は、彼らを同情気味に眺めると、詰め所で休んでも構わない旨を伝えて、街の人間を呼ぶためにその場を離れた。

			「どうします？　ちょっと座って休みますか？」

			「い、いや。それほどでは……」

			　若い女性のレジーナが、平然としているのだ。自分たちだけみっともないことはできないと、評議員たちは辞退する。商人といえども、意地があった。

			　レジーナがユウトへ視線を向けるが、彼にも手立てはない。無限貯蔵のバッグから革の水袋を出して、渡してやるのが精々だった。

			「やはり、初めては驚きますね」

			「空を飛ぶよりは、まだましかなって思ったんですが」

			「それは比較対象として、どうなのでしょうか……」

			　呆れたようにつぶやくレジーナの姿を見て、ユウトは密かに安(あん)堵(ど)していた。普段は平気にしていたが、ニーケンララムとの戦いに巻き込まれたのだ。レジーナにもなにか問題が発生するかも知れないと心配していたのだが、どうやら杞(き)憂(ゆう)に終わったようだ。

			　そんな事情など知らない四人の評議員たちは、仲(なか)睦(むつ)まじく言葉を交わしている二人を、恨めしそうに見ていた。

			　だが、しばらくすると彼らもようやく冷静さを取り戻し、口々に感想を語り出す。

			「噂(うわさ)には聞いておりましたが、本当に一瞬で移動してしまうのですな」

			「ええ、驚きました。しかし、こんな移動手段があれば、盗賊や難破のリスクもありませんな。うらやましい限りです」

			「確かに、それで商売が安定するなら……」

			　いきなり商売の話で盛り上がる。頼もしいが、空気を読んだ行動とは言い難い。

			「盛り上がっているところ申し訳ありませんが、《瞬間移動(テレポート)》の呪文じゃ、商売できるほどの量は運べないですよ」

			　そう苦言を呈するユウト。

			「でしたら、少量で利益の大きな貴金属や香辛料。あるいは、遠方の特産品を運ぶというのは、どうでしょう？」

			「あとは、時間をウリにするのもひとつかな？」

			　レジーナの意見を引き継いで、ユウトもアイディアを提供した。

			「それも良いですわね」

			「ただし、《瞬間移動(テレポート)》が使えるような大魔術師(アーク・メイジ)とコネがあって、さらに報(ほう)酬(しゆう)を支払って利益が出ればですけど」

			「……難しいものですなぁ」

			　評議員の一人がつぶやく。そこに、門番がミランダ族長を連れて戻ってきた。

			「族長自ら出迎えていただいて」

			　ユウトが頭を下げる

			「いやいや、当然じゃよ」

			　挨(あい)拶(さつ)もそこそこに、族長は評議員たちを引き連れて街へと入っていく。

			　初めて来たときは、どこか街自体が意(い)気(き)消(しよう)沈(ちん)しているようで、活気もなかった大通り。

			　それが、今ではそこここから槌(つち)を振るう音が響き、道を歩くドワーフたちの顔には自然な笑顔が浮かんでいる。

			「本当に、領主様たちのお陰じゃよ」

			「きっかけを作っただけですよ。それに、若者をだいぶ引き抜かせてもらいましたし」

			「まったくじゃ。条件が良すぎて、誰も戻って来ぬ」

			　族長は、上機嫌で文句を言った。冗談を言えているあたり、すでに確(かく)執(しつ)はなくなっているようだった。

			「ところで、そのイスタス伯が先に到着しているはずですが」

			「ああ。もうワシの家に案内しておるよ。防具職人のディワンから、説明を受けておる頃じゃろ」

			　ゆっくりとだが意外としっかりとした足取りで、メインツの街を進んでいく。

			「防具ですか……」

			　武具の取り扱いがあるのだろう。商人の一人が、反応を示す。

			（さあ、どうなってるかな……）

			　ドワーフの加工技術に関しては、特に心配していない。もっと厄(やつ)介(かい)な、魔法銀(ミスラル)やアダマンティンを鍛えることができる種族なのだから。

			　問題は、それが売り物になるかどうかだ。

			　程なくして、族長の家へ到着する。

			　案内をされたのは、ユウトが族長を説得し、ヴァルトルーデが並み居るドワーフたちを酔い潰した大広間だった。天窓から、冬の日射しを室内に呼び込んでいる。

			　その中央に、ヴァルトルーデたちはいた。

			　しかし、ハーデントゥルムの商人たちはヴァルトルーデを、ヴァルトルーデだけを見ていた。

			　美しいとは聞いていた。

			　美しいとされるものを見たこともある。

			　だが、そんな物は掃(は)き溜めのなかの鶴に過ぎなかった。他に比べて優れていたと言うだけ。ヴァルトルーデを前にすれば、その鶴すら掃(は)き溜めの塵(じん)芥(かい)に過ぎない。

			　暫(ざん)時(じ)、呼吸を忘れる。

			「ユウト、遅い」

			　そんな粛(しゆく)然(ぜん)とした空気を破壊する、軽快な足音。退屈していたのか、ユウトの姿を認めてヨナが真っ先に駆け寄ってきた。

			「う、おおおい」

			　そのままするすると彼のローブをクライミングし、肩に乗っかる。

			「こら、ヨナ。少しは、自重しろ」

			「疲れたから」

			「まあ、威(い)厳(げん)はないけど仕方ない」

			　ヨナにあれこれ言っても無駄だ。けれど、肩車をするユウトへ物欲しそうな視線を向けるヴァルトルーデには注意をしなければならない。

			「それより、ヴァルはもっと毅(き)然(ぜん)としてたほうがいいぞ」

			「むう……。ヨナ、後でアルシアに言いつけるからな」

			「うっ」

			　お仕置きを想像したのか、ヨナが一瞬怯(ひる)む。しかし、彼女はその場から動くことはなかった。

			「明日のことは、明日考えればいい」

			「無駄に格好良いな、ヨナは」

			　思わず、笑顔を浮かべてしまう。笑ったら負けだ。

			　アルビノの少女を肩車したまま、ユウトは仕事をすることにした。

			「説明済みだと思いますが、もう一度お願いできますか？」

			「お、おう」

			　偉いと聞いていた人間たちが繰り広げる寸劇に呆然としていたドワーフの職人が、我に返る。同時に、商人たちもヴァルトルーデという夢から戻ってきた。

			　ドワーフの職人は、工房の中央に配置されている、いくつかの玻璃鉄(クリスタル・アイアン)製の鎧(よろい)に向き直る。アルビノの少女を背負った偉い人から目を背けた、とも言えるが。

			「まず、さっきも言ったしもう周知の事実なんだが、この玻璃鉄(クリスタル・アイアン)ってのは、ただの鉄に比べて高い温度でねえと溶けねえ。まあ、そいつはそこの兄ちゃんから教えられた、コークスってので解決したわけだが――」

			「コークスとは、なんのことですか？」

			「まあ、より高温が出る石炭だと思ってもらえれば」

			「はぁ……」

			　環境破壊に繋がりそうなので、ユウトはコークスの製法まで広めるつもりはなかった。それに、炉(ろ)も特別製でなくてはならないので短期間での普及は難しいだろう。

			「だが、この玻璃鉄(クリスタル・アイアン)ってのは、使えば使うほど応用が利いておもしれえ」

			　どうやら、ドワーフのお気に召したようだ。にやりと笑うドワーフには、職人特有の格好良さがあった。

			「とはいえ、俺は鎧(よろい)職人だ。鎧に使えなくちゃ、どんなに良い鉱石だろうと意味がないわけだが……」

			　ドワーフの鎧職人が、いくつか並べた試作品のひとつ――俗にハーフプレートと呼ばれる重装鎧の一種へ視線を向ける。

			　まるで水晶を削り出したかのような玻璃鉄(クリスタル・アイアン)の鎧(よろい)は、思わず息を飲むほど美しい。

			　もちろん、それだけではない。急所を覆(おお)う板金とチェインメイルの組み合わせは、前線に立つ戦士たちの命を守るに必要充分。同時に、必要以上に行動を妨げることはない。

			　まさに、名工の手による逸品(マスターワーク)。

			　しかし、それをお披露目しているドワーフの職人は、渋い顔をしていた。

			「ヴァル、どうだったんだ？」

			　ユウトが、すでに説明を受けているだろうヴァルトルーデに感想を聞く。

			「悪くはない。防御性能は鉄製の装備と比較しても、同等かそれ以上だ。見た目も壮(そう)麗(れい)だし、鎧(よろい)にかけた呪文の効果も、普段より長持ちしているように思える」　

			　利点を次々と挙げるヴァルトルーデだが、なぜか渋い表情。

			「しかし、かなり重量がある。理術呪文を使用する際に妨げにならないと言っても、身に着けるのがユウトのような魔術師(ウイザード)では……」

			「まあ、確かにな」

			　魔術師(ウイザード)は鎧(よろい)を装備できない。

			　ゲームではバランスの名の下に設定される法則。だが、現実――少なくともブルーワーズにおける現実では、呪文を行使する際に邪魔になるという単純な理由から忌(き)避(ひ)されていた。

			　加えて、頭脳派の魔術師(ウイザード)では重たい鎧(よろい)を装備していてはまともに動けず、また、通常は訓練に割(さ)く時間もない。

			「魔法騎士(エルドナイト)なら、上手く使いこなせるだろうが……」

			「あとは、チェインシャツぐらいかな」

			　チェインメイルが鎖(くさり)で編まれた鎧(よろい)であるように、チェインシャツはそのまま鎖(くさり)で編まれた上衣だ。防御性能は劣るが、その分、行動の妨げになりにくい。

			「そう言うと思って、そっちも作ってあるぜ」

			　その言葉通り、すでに試作品のチェインシャツも並べられていた。

			「へえ……」

			　ヨナを肩車したままのユウトが、シャツの裾を手に取る。

			　ハーフプレートと同じく、しっかりとした造りの逸品(マスターワーク)。重さも、ユウトでも問題ない程度に収まっているようだ。

			「でもなぁ……」

			　ユウトの反応は芳(かんば)しくない。

			「ああ、どちらにしろ魔法銀(ミスラル)のほうが高性能だ」

			「そいつを言っちゃあ、おしめえよ」

			　ドワーフの鎧職人は苦笑する。だが、自覚はあるのだろう。それ以上、抗議をすることはなかった。

			　確かに魔法銀(ミスラル)よりも安価で供給量も多いが、玻璃鉄(クリスタル・アイアン)の性能で納得してくれるかは未知数だ。

			「あとは、当然武器も作ってみたんだがな」

			　タイミングを計っていたかのように、大広間の扉が開かれ何人かのドワーフが入ってくる。それぞれ木箱を抱えており、鎧(よろい)が飾られている中央へと運んでくる。

			「おお、これは美事な……」

			「刃になると、半透明の水晶のような美しさが際立ちますな」

			　木箱の蓋(ふた)を無言で開くドワーフたち。

			　姿を現したショートソードから身の丈ほどもあるハルバートまで。様々な武器を目にして、商人たちの瞳(ひとみ)が輝(かがや)く。

			　しかし、やはりと言うべきか、ヴァルトルーデやドワーフたちの表情は冴(さ)えない。

			「業(わざ)物(もの)ではあるが、そこまでではないな」

			「そんなもんかな」

			　ユウトは実感できないが、彼女が言うのであればそうなのだろう。

			　ヨナも関心がないのか、黙っている。もしかしたら、肩の上で寝ているのかも知れない。

			「まあ、そういうこったな。鉄と同等でありながら、鉄よりも美しい。だが、それ以上でも以下でもないってぼやいてやがった」

			　説明役を続ける鎧職人に、ユウトは素(そ)朴(ぼく)な疑問をぶつけた。

			「これを打った職人さんは？」

			「拗(す)ねて、引っ込んじまいやがったよ」

			　そろって、乾いた笑いを上げることしかできない。

			「でも、重さが重要な武器ってのもあるんじゃ？」

			「そうだけどよ、やっぱり需要は限られるもんさ」

			　そもそも、重量だけであればわざわざ玻璃鉄(クリスタル・アイアン)を選ぶ理由もない。

			「ただ、これもかなり美しいですな」

			「品質も、悪くはねえんだがな」

			　質(しつ)実(じつ)剛(ごう)健(けん)なドワーフらしく中身をアピールするが、商人たちはもう一枚上手だった。

			「贈答品として紹介するのであれば、悪くないかも知れませんな」

			「今のところ、かなり珍しい製品ですからな」

			　皆が語り合うなか、レジーナは短剣を一振り手に取りながら考え込む。武具としての価値のみで売り出すのは難しい。

			　それなら……。

			「ご本人を前に恐縮ですが、武具であればあのイスタス伯爵領の産というだけで、箔(はく)も付くかと」

			　ふと思いついたアイディアを、深く考えずに口にした。

			「なるほど。レジーナ殿の言う通りですな」

			　他の評議員たちも、妙案だと賛成する。

			　その発想に、ユウトは、さすが商人と感心した。ヴァルトルーデは、自分の虚名が使われるのにいい顔はしなかったが、それが領地の発展に繋がることだけに否定しづらいようだ。

			「どうせなら、ヴァルのサインをどっかに入れて売っちゃえば？」

			「ほう……」

			　ヨナの提案に、誰からともなく感(かん)嘆(たん)の声が漏(も)れる。期待の視線が、ヴァルトルーデに集まった。

			「やらないからな！」

			「まあ、そういうことにしておこう。今は」

			　サインと言うと聞こえが悪いが、ある種のブランド化である。品質管理は徹底しなければならないが、悪い案ではない。

			　いざとなれば、自分が代筆してもいいと、ユウトが結論を出しておく。

			「ユウト、お前というヤツは……」

			「さて、ヴァルトルーデが本格的に拗(す)ねる前に、次へ行きましょうか」

			　今まで成り行きを見守っていた族長へ、ユウトが目配せする。彼女は大きくうなずくと、手を二回叩いた。

			「これが、今回の本命じゃ」

			　先ほどの武器と同じように、木箱が運ばれてくる。ただ、ドワーフたちも、先ほどよりは幾分慎重な手つきだ。

			　さらに、大きめのテーブルも一緒に用意されており、木箱をその上に置く。

			　慎重に開かれた箱のなかには――。

			「ほう……」

			　現れたのは、一メートル弱もあるガラス板。

			「ガラスですな？」

			「ガラスですね」

			　だが、完全に透明とは言えない。その表面は、なかに空気が入った氷のようだった。その曇りも、まだらに入ってしまっている。

			　これほどまでの大きさのガラスとなると、かなりの高級品ではあるものの、やはりガラスの一番の売り物と言えばその透明度。

			　武具であれば見過ごせる程度の曇りでも、ガラス板となれば話は別だ。

			　ハーデントゥルムの代表者たちも最初は驚きを見せたものの、徐々に微妙な表情に変わっていった。

			「百聞は一見にしかず。しかし、見ただけですべてが分かるわけではあるまい」

			　そんな反応を意に返さず、ミランダ族長はガラスを上から一枚取り出すと、無造作に床――当然、石造りの――に放り投げた。

			　ガラス板はバラバラに砕け、破砕音が鳴り響く――ことはなかった。

			「きゃあ」

			「おおー」

			　レジーナの女性らしい甲(かん)高(だか)い悲鳴と、ヨナの緩(ゆる)い反応。

			「おお、これは凄いな」

			　ガラスであれ水晶であれ、床に落として砕けないはずがない。

			　ところが、玻璃鉄(クリスタル・アイアン)の薄板には傷ひとつ付いていなかった。

			　辛うじて反応したのはヴァルトルーデだけ。他の面々は、意外な結果に目と口を丸くしている。ユウトは、事前に知っていたため、分かりきった実験結果を確認したような顔をしていたが。

			「これも、まだ試作品じゃな」

			「では、改良の余地があると？」

			「うむ。まだまだ加工方法や研(けん)磨(ま)剤(ざい)、磨き方に改良の余地はあると意気込んとったぞ」

			　鉄と水晶の特性を合わせ持つという玻璃鉄(クリスタル・アイアン)。ゆえに、鋳(い)溶かして薄く伸ばすことで、鉄の頑(がん)丈(じよう)さを持つガラス板を生み出すことができる。

			　言葉にすれば簡単だが、そもそもそんな性質を持つ鉱石自体がユウトの常識からすると反則同然だし、それをほんの数ヶ月で加工したドワーフたちの技術にも頭が下がる。

			「まさにファンタジーだなぁ」

			「またユウトの〝ファンタジー〟が始まった」

			「くっ、これが越えられないカルチャーギャップか」

			　実際、文化どころか世界が違うわけだが。

			「おっと、そうだ。もうひとつの実験はどうなってます？」

			「順調じゃよ。順調すぎて逆に困ると言われても、ワシも困るぞ」

			　レジーナたちハーデントゥルムの代表者たちは、まだなにかあるのかと期待に瞳(ひとみ)を輝(かがや)かせる。

			「ユウト、いろいろ仕込んでいたのだな」

			「まあ、な。あとは、仕上げをご覧じろってね」

			　今時、時代劇でも言わないような台詞(せりふ)回しでヴァルトルーデを煙(けむ)に巻く。しかし、ヨナやヴァルにはイマイチかもしれないなと、ユウトは急に心配になった。

			　次に運び込まれたのは、一五センチメートル四方の木箱だ。

			「すでに、二ヶ月近くもこのままじゃぞ」

			　族長が蓋(ふた)を開くと、まばゆい光が漏(も)れ出してくる。

			　またしても驚きの空気が大広間を満たすが、それには取り合わず粛(しゆく)々(しゆく)と箱からガラス玉をひとつ取りだした。

			「なんと明るい」

			　言わずもがなの台詞(せりふ)を、商人の一人が代表して口にした。しかし、それに感謝する余裕はレジーナたちにはない。

			　子供の握り拳ほどの大きさのガラス玉。

			　そのなかに封じられた光球により、周囲五メートルほどが明るく照らされていた。

			「ユウト。これは、これは魔法か？」

			「ああ、ただし、ただの《燈火(ライト)》だ」

			《燈火(ライト)》は、第一階(かい)梯(てい)にも含まれない、初級呪文でしかない。

			　見習い魔術師(ウイザード)でも使用できる。というよりは、多くの魔術師(ウイザード)が最初に練習をする呪文だ。

			　触(しよく)媒(ばい)には、洞(どう)窟(くつ)に自生するひかりごけの一種を少量。使い手によって持続時間は異なるが、見習いではせいぜい一〇分。ユウトで三時間といったところか。

			「待て、それが《燈火(ライト)》だとして、二ヶ月近くもそのままだと？」

			　ヴァルトルーデも、聖堂騎士(パラデイン)ではあるが《燈火(ライト)》の様な基礎的な呪文の知識はある。そして、ヴァルトルーデが知っているようなことは、遣り手商人たちも、また知っているのだ。

			　極簡単な呪文ひとつで、数ヶ月の間、光を放ち続ける宝玉。しかも、恐らくはコストも安い。

			　常時光を放ち続けるので、昼間はシャッター付きのランタンに入れるなり厚手の布を被せるなりしなければならないだろうが、そんなものはデメリットですらない。

			「いくらでも引き合いがありますぞ」

			「しかし、どのくらい保つものなのかはっきりせぬと、売りにくいのでは？」

			「それなら……」

			　緩(ゆる)やかにウェーブがかかった髪を指に巻き付けながら、またしてもレジーナがアイディアを披露する。

			「売るのではなく貸し出すという形ではいかがです？　もし効果が切れたら交換すればいいのです。そのとき、新たな商談に繋がるかも知れません」

			「ほう。それは妙案ですな」

			「実は、これをかがり火のように、街路に設置しようかというプランがあるんですが……」

			　盛り上がっていた商人たちが、一斉にユウトのほうを向く。鬼気迫りすぎてちょっと怖い。

			「それは、ファルヴでのお話ですか？　ハーデントゥルムには設置しませんの？」

			「まあ、追(おい)々(おい)」

			　あまりの迫力に、軽い言質を取られてしまった。夜間でも明かりがあれば、犯罪は減る。だから、言質を取られて困るようなことでもないのだが。

			「でも、昼間も光りっぱなしなんだよね？　どうするの？」

			　不便すぎと言外に言う頭上のヨナに、ユウトは簡単に返答した。

			「そりゃもちろん。人を雇うのさ。朝晩、ランタンのシャッターを開け閉めするだけの簡単なお仕事だよ」

			　ユウトの計画通りなら街灯のように設置するので梯(はし)子(ご)に登らなければならないし、数も多い。言うほど楽な仕事ではないだろう。

			「なるほど。それで、また雇用が生まれるというわけだな。雇用があれば、消費が発生し、金が回れば経済が活性化し、収入も税収も増える」

			「その通りだ。ヴァル、成長したなぁ……」

			「誉(ほ)められている気がせぬが、まあ、悪くはないな」

			　ほのぼの主従はさておき。

			　玻璃鉄(クリスタル・アイアン)の様々な可能性を見せつけられた商人たちは色めき立っていた。

			　ドワーフたちとの交渉。ユウトたち、領主との折(せつ)衝(しよう)。販売ルートの確立。商品の開発。

			　やるべきことはいくらでもある。

			　利益そのものよりも新たな商売の予感に色めき立つ商人たちに、街の存続もさることながらやりがいのある素材に好奇心をそそられるドワーフたち。

			（なんとかなりそうで良かった）

			　もうひとつの計画をいつ披露しようか。

			　みんなが知ったら更に驚くような台詞(せりふ)を胸に秘めながら、とりあえず安(あん)堵(ど)するユウトだった。

		

	
		
			４・馬車鉄道構想

			　

			「わざわざ集まってもらって、すみません」

			　丁寧だが空気の読めていないユウトの挨(あい)拶(さつ)で、メインツの商談・夜の部が始まった。

			　空気が読めていないというのは、場に蔓(まん)延(えん)している、自分たちよりも上の立場の人間にへりくだられているという居心地の悪さと、今度はなにを言われるのかという警戒感を、ユウトが考慮していないという意味だ。

			　それは、ハーデントゥルムの評議員とは立場を異にするミランダ族長も、ユウトにはかなり好意的なレジーナさえも同じだった。

			　ただでさえ、日中に行われた玻璃鉄(クリスタル・アイアン)のプレゼンテーションで限界に近づいているというのに。

			　今回、メインツへの客人が泊まるために用意された宿舎。

			　その食堂に集められたのは、ハーデントゥルムの評議員五名に、メインツからはミランダ族長と職人の代表が数名。

			　一方、領主側はユウト一人。

			　遅い時間のためヨナはすでに寝ている。仕方がない。子供は寝るのが仕事だ。ヴァルトルーデも、例の族長の館で他のドワーフたちと酒を酌(く)み交わしている。つまり、仕事中だ。

			「それで、お話というのは？」

			「まあ、新しい事業の提案というか相談というか。そんな感じです」

			《燈火(ライト)》を封じられた玻璃鉄(クリスタル・アイアン)が、辺りを照らす。たったひとつだけだが、ユウトたちが座るテーブルの周囲だけであれば充分な光量を持っている。

			　それに、あまり明るくしては困る事情もあった。

			「まずは、これを見てください」

			　呪文書を五ページ分切り裂き、村長たちをファルヴに集めたときにも使用した第五階(かい)梯(てい)の理術呪文《完全幻影(ミラージユ・フアクト)》を発動する。

			　皆が集まるテーブルの上に展開される映像。

			「馬車……ですかな？」

			　誰かがつぶやいた通り、それは二頭立ての馬車だった。ただし、こちらの世界で一般的に見られる馬車とは違い、客車には鉄の車輪が備え付けられていた。

			　そして、線路の上を走っている。

			　音までは出ていないが、ユウトの記憶を元にした動画に、一同はまた衝撃で言葉もない。

			「これは、俺の世界で昔使われていた、馬車鉄道と呼ばれる輸送手段のひとつです」

			「馬車鉄道……」

			　翻(ほん)訳(やく)は上手く働いてくれたようで、単語が通じないということはなかった。ただし、鉄道は通じていないだろう。

			《完全幻影(ミラージユ・フアクト)》の維持に精神を傾けながら、ユウトが説明を始める。

			「まあ、この線路がコロのような役割を果たして、速く、より多くのものを快適に運ぶことができると思って下さい」

			　馬車鉄道とは、日本では蒸気機関車が普及するまでの間、一部で使用されていた、馬を動力にした鉄道だ。

			　利点はあったのだが、蒸気機関車に勝てるはずもなく、最終的には廃れてしまった。

			　ユウトも、北海道へ修学旅行に行ったときに開拓をテーマにした観光施設へ寄らなければ、絶対に知らなかっただろう。

			　しかし、知ってさえいれば、あとは多元大全で詳細を調べることが可能だ。

			「速さは、そうですね……。人が歩く速さの倍は出ます。馬の力にもよりますが、人間なら二頭立てで三〇人は運べるでしょう。そして、この線路を使用することで、馬車に比べて揺れも少ない」

			　総合すると、馬車に比べて速さは変わらないが、積(せき)載(さい)量や快適性は上。

			　もちろん、蒸気ではなく馬が動力のため餌や水など生物特有の問題を抱えてはいるのだが、それは現行の馬車も一緒だ。

			「といっても、いきなり街道に敷設するつもりはありません。まずは、ハーデントゥルムの山越えに利用できないかと思っているのですが、どうです？」

			「山越えですか……」

			　ユウトたちは《瞬間移動(テレポート)》したので問題は生じなかったのだが、ハーデントゥルムの陸側は、険しい山道になっている。

			　ハーデントゥルムで陸揚げされた荷は、必ずこの山道を通らなければ、各地へ出荷できないのだ。

			　防備としては上々で、ユウトは鎌倉の切り通しのようなものかと思っていたが、海運都市としてはマイナスにしかならない。

			「確かに、あの山越えが楽になるとなったら、喜ばれるでしょうね」

			　レジーナの反応に、ほっと息を吐くユウト。他の評議員たちも、概(おおむ)ねレジーナと同意見のようだった。

			「というわけで、費用はうちが持ちますから、線路と貨車を試作してもらいたいのですが？　あと、枕木はコークスを精製するときに出たタールで腐(ふ)食(しよく)を防げるので、その加工も一緒に」

			　ユウトがミランダ族長に依頼すると、しかし、彼女は渋い顔をしていた。

			「それは、馬でなくちゃならんのかね？」

			　蒸気機関の話をして、通じるだろうか？

			　そう考えた次の瞬間、ユウトはミランダ族長の言わんとするところを理解した。

			「ああ、トロッコか」

			　世界一有名な考古学者が登場する映画でも活躍していた、トロッコ。もちろん、ドワーフたちは、坑(こう)道(どう)内で鉱石の輸送に使いたいのだろうが。

			「大きさにもよりますが、手押しかロープを引っ張っての運(うん)搬(ぱん)も可能でしょう。まあ、短距離に限られますが」

			　その言葉にドワーフたちは顔を見合わせ、商人たちは表情を曇らせた。

			　気持ちは分かるが、こんなところで一番手争いをされても困る。

			「とりあえず、メインツの鉱山で鉄道の実験をしてみましょう。それを受けて、ハーデントゥルムにも敷設するということで」

			「妥当なところじゃな」

			「そうですわね……」

			　ユウトの仲介で、なんとか場は収まった。

			「しかし、この線路とやらは、鋳(ちゆう)造(ぞう)で作ったほうが良さそうじゃが、どの程度の強さが必要になるかの……」

			「長さも、どこまでなら作れるのか。そして、どのくらいの長さが最適なのか、見極めねばならんじゃろう」

			「そうじゃな。じゃが、枕木とやらも重要じゃぞ。あれで、線路と馬車の重みを支えねばあならん」

			「線路とやらの幅に合わせて、車輪も馬車も設計する必要があるな」

			　ユウトが作った幻影を指さしながら、ドワーフたちが侃(かん)々(かん)諤(がく)々(がく)の議論を始める。

			　これには、ユウトも商人たちも苦笑を浮かべるしかなかった。

			　だが、実にドワーフたちらしい。ユウトがこの街へ初めて来たときの陰(いん)鬱(うつ)さが嘘のようで、自然と、苦笑が微(び)笑(しよう)へ変わっていく。

			「それで、アマクサ様。実際のところ、この馬車鉄道をどうするおつもりですの？」

			「まだ実現性は微妙なところだけどね……」

			　そう前置きしてから、ユウトは腹案を口にした。

			「メインツとファルヴ、ファルヴとハーデントゥルムを馬車鉄道で結んで、物流を活性化させたい。将来的には、ファルヴと周辺の村にも繋いでいきたいね」

			　野盗やモンスターが跋(ばつ)扈(こ)するこの世界。当然、安全対策には気を配らなければならないが、それさえクリアできれば、画期的な輸送手段になるはずだ。

			「具体的には、馬車鉄道のキャラバンを作り上げたい」

			　行商人は、馬車で商売経路を巡回していく。

			　しかし、極論すれば物と金のやり取りさえ行われれば、商売は成立する。ユウトがやろうとしているのは、馬車鉄道による代引き通販だ。

			　大型の貨車と、客車。そして、護(ご)衛(えい)からなる護送馬車団を用意し、馬車鉄道の職員が商品と料金のやり取りを代行する。可能なら、伝票のやり取りだけでもいいだろう。

			　需要に応じて本数や規模を決定していくのは大変だろうが、そのうち、自然と需給バランスも取れると目論(もくろ)んでいる。

			「――というのは、まだまだ先の話。まずは、やたら重たい玻璃鉄(クリスタル・アイアン)の輸送が第一かな」

			　そう締めくくったユウトだったが、商人たちの無言の熱意にまでは気づけない。レジーナも、このときばかりは商人としての本能が表に出る。

			　彼が描く風景を想像し、自らが行う商売という怪物が持つ可能性に、改めて身震いする思いだった。

		

	
		
			５・視察でデート

			　

			「実験結果は、上々といったところかしら」

			　メインツでの商談を終えてファルヴへ戻った翌日。ユウトの執務室に、ヴァルトルーデ、アルシア、ヨナ、ユウトの四人が揃っていた。

			　相変わらず、大鏡くらいしか調度品のない殺風景な部屋。だが、集まった元冒険者たちの華やかさだけで、それを補ってあまりある。部屋の主であるユウトを除いて。

			「確かに、いつも通りだったみたいだ」

			　報告書やユウトが不在だった間の処理案件を確認しながら、ユウトがつぶやく。ソファの背もたれに寄っかかりながらの、だらしない姿勢だったが。

			「クロードさんのお陰だな」

			「ええ。新しい事業を展開するなんてことがなければ、もう任せて大丈夫じゃないかしら」

			　留守番役だったアルシアも、太鼓判を押す。

			「でも、それって当たり前のことじゃないのー？」

			　アルシアの膝(ひざ)に頭を載せたままソファに横たわるヨナが、もっとだらしない格好でユウトへ問いかけた。

			　人が一人欠けただけで機能不全に陥るのは、組織として間違っている。

			　ヨナがどこまで意識しているかは分からないが、子供らしい遠慮のない言葉だった。

			「その当たり前ができてなかったからこその、実験なんだよ」

			「そりゃ仕方ないねー」

			「なー」

			　適当に相づちを打ちながら、ユウトは隣に座るヴァルトルーデの様子を窺(うかが)った。

			「ユウト任せの私は、領主失格ではないだろうか……」

			　……見なかったことにしよう。

			　というわけにもいかず、ユウトが冒険者時代のように身振りでアルシアに救援を要求する。

			「私は聖職者だから、嘘はつけないわ」

			「それ、一番残(ざん)酷(こく)だよね？」

			　アルシアのそっけない態度に、ユウトは困り顔だ。

			「それはそれとして、いい機会だからヴァルとユウトくんは、領内を巡ってきてはどうです？」

			　アルシアの唐突な提案に、二人は驚きの表情を見せる。

			「今回留守を守ってくれたアルシアが、行くべきではないのか？」

			「別に、順番なんか気にする必要はありませんよ。というよりも、神殿が完成したら、ヴァルがそうそうファルヴを空けることなんてできなくなりますからね」

			「公務であれば別だけど、まあ、そうだな……」

			　アルシアの言わんとするところに気づき、納得するユウト。だが、自分が一緒なのは足代わりと思っている時点で、分かってはいない。

			「アルシア……」

			「どうしました？」

			　一方、アルシアの真意に気づいたヴァルトルーデは、羞(しゆう)恥(ち)と感謝と余計なお節介を焼かれたと、実に複雑な表情を浮かべていた。

			「そういや、今度はハーデントゥルムの港湾工事が完成するんだったかな。ついでに、村の様子を見ておくのもいいかもしれない」

			　ノリが先生の家庭訪問のようになっているのには気づかない振りをして、ユウトが適当に計画を立て始める。

			「ま、まあ。ユウトがそこまで言うのであれば、視察もやぶさかではないな。うん。仕事だしな」

			「そこまで言うなら、短めに切り上げるか」

			「いやいやいや。待て、待て。私は、そんなふうには言っていない……ぞ？」

			「なぜ疑問形」

			　そんな二人の様子を見て、話は決まったかと安(あん)堵(ど)するアルシア。

			　一方、ヨナはというと――。

			「ユウトの世界だと、こういうのって『リア充爆発しろ』って、言うらしいよ？」

			　軽くアルシアに頭を小突かれていた。

			　

			　その数日後。

			　午前中に始まったハーデントゥルムでの竣(しゆん)工(こう)式に出席したユウトとヴァルトルーデは、式典もそこそこに、カイエ村へとやって来ていた。

			　港湾工事に不満があったわけではない。

			　イスタス伯爵領初の入札制公共事業となった港湾工事は、ユウトに「やっと、金が減った……」と正気を疑われる喜びを与えていたのだから。

			「金が減って喜ぶなど、このブルーワーズでもユウトだけだろうな」

			「金だけあっても、領地は発展しないんだからな」

			　論点がズレているような気がしていたが、二人とも気にしてはいない。こうして話をしているだけで喜びを感じているのだから、当然だ。

			《瞬間移動(テレポート)》でやってきたカイエ村は、ロートシルト王国における典型的な農村だった。

			　今は、二人とも地味な格好に着替えているため、遠目には村人の注意を引くことはない。

			　ヴァルトルーデが身につけているのは、町娘が着ているような綿(めん)でできた萌(もえ)葱(ぎ)色のワンピースに茶色のスカート。

			　ユウトも、いつものローブや制服ではなく、地味なチュニックにズボンと、遠目には旅人に見えなくもない服装だ。

			　村の入り口から少し離れた場所に転移した二人。傍(はた)目(め)には仲(なか)睦(むつ)まじい恋人たちのように見えるだろう。それを意識することなく、あぜ道を進んでいく。
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			　村の外に広がる畑では冬まきの小麦が発芽の時期を迎えており、村人たちが忙しそうに農作業に励んでいた。女性のほうが、比率は高いようだ。

			　カイエ村の規模は、それほど大きくない。人口は、五〇〇人強といったところか。

			「なんだか、オズリック村を思い出すな」

			　オズリック村とは、地球から転移してからしばらく根城にしていた、ヴァルトルーデとアルシアの故郷だ。

			　そこに他意はなかったのだが、傍らの聖堂騎士(パラデイン)は珍しく不愉快そうに唇を尖らせた。

			「オズリック村は、こんなに辺(へん)鄙(ぴ)なところではない。城館や水車小屋に、魔法薬(ポーシヨン)屋もあるのだぞ。一緒にして欲しくないな」

			「そこ、自慢するポイントなんだ……」

			　どちらにしろ、ユウトからすると辺(へん)鄙(ぴ)には違いない。地球に存在していれば、世界遺産クラスだ。

			「というか、領主がそういうことを言っちゃダメだろ」

			「むう。そうだな。私が悪かった」

			　郷土愛が行きすぎてしまったと反省するヴァルトルーデ。

			「それに、あそこまで立派な防衛施設はオズリック村にもないな」

			　彼女の視線の先には、村の居住区をすぽりと包み込む土(ど)塁(るい)に空堀。その背後にそびえる石壁が存在していた。

			　どちらも、ユウトが呪文で作り出したものだ。

			　さすがに畑までは囲めなかったものの、堀の深さは六〇センチメートルほど。それほどの深さはないが、土(ど)塁(るい)も合わせるとかなりの高低差がある。更に、底部は平らではなくＶ字型に掘られており、通行は困難だった。

			　この土(ど)塁(るい)と空堀は、ファルヴの区画整理をしたのと同じ《大地鳴動(アース・ムーヴ)》の呪文を使って、ほんの数時間で作製したものだ。

			　石壁も同様に、《石壁(ストーン・ウオール)》の呪文を何度も何度も唱えて、ぐるりと村を囲んでいる。長さを重視したため高さは二メートル弱しかないものの、厚みは三〇センチメートル近くあり、ゴブリンたち邪悪な亜人や危険な野生動物相手であれば、充分な設備だ。

			「思うのだが、これはちょっとやりすぎだったのではないか？」

			「そうかな？　まだ微妙に物足りないんだけど」

			「魔術師(ウイザード)は、本当に壁を作る呪文が好きだな。実は、壁張り職人だったのか？」

			　ユウトは、これと同じ設備を他の村にも作っているのだ。その貢(こう)献(けん)に、ヴァルトルーデは頭が上がらない。

			　そんなヴァルトルーデだが、ファルヴにも同じように《石壁(ストーン・ウオール)》の呪文で城壁を作るつもりだったと聞いたら、さすがに正気を疑ったことだろう。

			　二人は堀を渡す木製の橋を通って、カイエ村へと入っていった。当然ながら、今は門番などおらず、門も開けっ放しだ。

			　少し離れた広場から、大人たちの声が聴こえる。集まってなにかやっているようだった。

			「ここは、カイエ村だよ」

			「ん？　知っているが？」

			「気にしないでくれ。言ってみたかっただけなんだ」

			　地球でも一部にしか通じないネタを説明する気になれないユウトは、その場にヴァルトルーデを置いて目についた村人のほうへと駆け寄っていった。

			　ちょうど、壁の内側でかけっこをしていた子供たちがいる。

			　彼女を子供たちに近づけたくないわけではない。だが、ユウトならなんとか平静を取り繕(つくろ)うことぐらいはできるようになったものの、免役のない一般人に、いきなり彼女の美(び)貌(ぼう)を晒(さら)すのは危険だ。特に、人間相手には。

			「村長のロシウスさんに、ユウト・アマクサが訪ねてきたと、伝言してもらえるかい？」

			　相手の返事を聞かず、銅貨を人数分握らせる。

			「ユート・アマクサだね」

			「変な名前ー」

			「独り占めしないで、ちゃんとみんなに分けなさいよ！」

			　元気よく駆け出していく子供たち。

			「…………」

			　そんななか、じっとこちらを見ている少女が一人。

			「どうしたのだ？」

			　優しい声と表情で、ヴァルトルーデが腰を落として聞く。目線を子供に合わせるその仕草にユウトは密かに悶(もだ)えていたが、二人には気づかれなかったようだ。

			「おねえちゃんは、おひめさま？」

			「は？」

			　意外なことに、ヴァルトルーデはストレートな賞賛をぶつけられることは少ない。たいていは社交辞令として流しているうえ、自らの美(び)貌(ぼう)に自覚がないこともあり、攻められると弱かった。

			　そんな彼女に、ユウトがフォローを入れる。

			「ヴァルトルーデがもの凄い美人だから、お姫さまみたいだねって言いたいんだろ」

			「馬鹿を言うなっ」

			　照れるヴァルトルーデも世界一かわいい。

			「ヴァル子はかわいいなぁ」

			「ユウトぉ……」

			　声に出ていたようだ。

			「じゃあね、おひめさま！」

			　世界を救った英雄を涙目にした少女は、自分がそんな偉業を成し遂げたと夢にも思わず、先に駆けていった友達を追いかけて走り去っていく。

			　あとには、甘酸っぱい雰囲気を漂わせる男女が一組。

			「…………」

			「…………」

			　言葉を出すのをためらい、おどおどして過ごすこと数分。

			　二人の視界に、転がるようにして駆け寄ってくる老人の姿が入ってきた。駅伝の中継所にふらふらになって入ってきた選手のようで、危なっかしい。

			「これ、こっちから近づいたほうがいいのかな？」

			「……やめておこう。心情的にはそうしたいが、事故を誘発しかねない」

			　ようやくいつも通りの雰囲気に戻ったことに安心と寂しさを感じつつ、二人はその場で村長の到着を待った。

			　そんな配慮の甲斐あってか、村長はなんとか転ばず二人の下にたどり着いた。

			「突然の来訪、申し訳ないな。お忍びで、村の様子を見てみたかったのだ」

			「ぜー。と、でんでもひゅー、はー」

			「お忍びですから、楽にして下さい」

			　さすがに、白髪の老人にこれ以上無茶はさせられない。

			　最優先で息を整えさせ、堅苦しい挨(あい)拶(さつ)も抜きで村の広場へ向かっていった。

			　その道すがら、村長を落ち着かせるために、ユウトは麦の生育状況や困り事がないかなど尋ねていく。

			「作付けのほうは順調ですな。寒すぎもしませんでしたので、ちゃんと芽吹いております」

			「それは良かった」

			「では、自警団はどうだろう？　無理はさせていないか？」

			「いえいえ、装備は貸していただける。そのうえ、税の免除までとあっては、不満など抱きようもありませんわい」

			　村長の率直な言葉に、ヴァルトルーデもユウトも胸をなで下ろした。

			「まあ、若い男どもはあれですな。武器とか戦いには弱いもんですな」

			　思わず、ユウトは苦笑を浮かべる。

			　傘やモップでの剣道ごっこは、小学生のたしなみ。一緒にするわけではないが、本質的には同じだろう。

			「今も、張り切ってやっておりますわ」

			「ああ……」

			　村のなかから聞こえていたのは、訓練の声だったのだ。

			　今はちょうど剣の訓練だったようで、集まった村人たちが気合いの声とともに剣の素振りに励んでいた。

			　戦闘経験のない村人。さらに、被害を出さないことを重視するのであれば、槍(やり)や弓のほうが大事なように思える。

			　訓練内容は村々に派遣した元冒険者たちに一任していたが、考え直したほうが良いのだろうか？

			　そんな言葉を発する前に、ヴァルトルーデがつぶやいた。

			「ほう。まずは、基礎からみっちりやるつもりなのか」

			「さすがですな。息子も、そう言っておりました」

			「どういうことだ？」

			「武器など持たせずに、基礎体力から作ろうとしているんだろう」

			「でも、剣を振ってるじゃん」

			「毎日、走り込みに腕立て伏せでは続かないからな」

			　サッカーもそうだ。

			　ランニングが重要なのは分かる。よく分かるが、やっぱりボールを触りたい。ゲーム形式なら、最高だ。

			「どのくらいのものか、試してみたくなったな」

			「ヴァルが出てって稽(けい)古(こ)になるのか、それ？」

			「ぐぬぬ……」

			「まあ、目隠しをして、相手が五人がかりなら多少は勝負になる……かな？」

			「そんなところだな。もちろん、私は素手だが」

			「それはすでに、稽(けい)古(こ)とは言えないのでは……」

			　村長が困っているようなので、ユウトは少し話を変えてみた。

			「なら、年に一回ぐらい各村から代表者を出し合って剣闘試合でもやってみましょうか。優勝者には、模範試合としてヴァルトルーデと戦う権利をあげたりして」

			「それは、盛り上がるかも知れませんな……」

			「会場は一年ごとの持ち回りで、お祭りみたいにしたら喜ばれるかな？」

			　ユウトの頭のなかで、思いつきが形を為していく。イメージは、町内対抗運動会だ。

			「無闇に白熱して、大事にならなければいいが……」

			「アルシア姉さんに待機してもらえば問題なし」

			「それもそうだな」

			　どんな大規模な大会でも、第九階(かい)梯(てい)の蘇(そ)生(せい)呪文を使用できる神術呪文の使い手がバックアップしているなどということは、まずない。

			　ことごとく常識外れな企画だったが、誰一人それを指摘できず、村長の家まで到着する。

			　出迎えてくれたのは、ゆったりとした服装をした赤毛の女魔術師(ウイザード)、マリアンだった。目立ち始めたお腹を苦にもせず、ユウトたちと義父を迎え入れ、ハーブティなどいれてくれる。

			「急に押しかけて、申し訳ない」

			「お気になさらず。少しぐらい動いたほうが気晴らしになりますから」

			　定番と言えば定番のやりとりをし、暖(だん)炉(ろ)の前に置かれたテーブルへと移動する。

			　村長の家といっても、特別に豪華というわけではない。他の住人の家に比べると広く間取りにも余裕があるが、これはちょっとした集まりに使ったり、外からの来訪者を宿泊させたりするためなど、実務的な要(よう)請(せい)からだ。

			　調度品もほとんどなく、隙間風すら吹いている。

			　これがブルーワーズの〝平均〟だと、ユウトは心に刻む。この平均を、少しでも良くしていかなければならないとも。

			　皆でハーブティを口にし、そこからは和(なご)やかに会話が続けられた。

			　ユウトは村長に、収穫量や現金収入の手段、肥料などについて細かく聞き取りをしていく。他の村でも同様に情報を集め、多元大全で調べた知識を元に、改善が可能であれば提案していくつもりだった。

			　それから、馬や牛などの家畜を買い与えた場合、村で維持が可能かといった、突っ込んだ話もした。特に馬に関しては、馬車鉄道を展開するのであれば、早めに確保しておかなければならない。

			　ヴァルトルーデからは周囲の治安、山賊の類やゴブリンなどについての質問が出た。

			　言うまでもなく、ヴァルトルーデたちが〝虚無の帳(ケイオス・エヴイル)〟を壊滅させてからは何事もないようだ。モンスターもほとんど見かけなくなったと、村長は喜んでいる。

			　それを聞いてヴァルトルーデも安(あん)堵(ど)したが、ユウトはなぜか考え込むように手を顎(あご)に当てていた。

			　朗(ろう)報(ほう)と言って良い情報に、なぜそんな反応をするのか。それを問い質そうとした瞬間、ユウトの前に手のひらサイズのカードが突然、ポップアップした。

			　村長は驚きの表情を浮かべるが、この場では例外。魔術師(ウイザード)のマリアンもヴァルトルーデも、見慣れた呪文だった。

			「ん？　アルシア姐さんからか」

			《伝言(メッセージ)》の理術呪文により届けられたカードに、視線を向けるユウト。ヴァルトルーデに送らなかったのは、単純に読み書きの問題だ。

			　魔術神トラス＝シンクとはいえ、すべての信徒に理術呪文と神術呪文の双方を行使する力を授けることはできない。

			　しかし、すでに呪文が蓄えられている巻物(スクロール)や魔法の杖(つえ)であれば、発動することは可能だ。

			「セジュールから使いが来たってさ」

			「王都から？」

			　従順な飼い犬のように読み終わるのを待っていたヴァルトルーデへ、ユウトが内容を説明する。

			「ああ。アルサス王子からの招待だ。食事でも、一緒にいかがですかって」

			「それだけならば、わざわざ使者を立てる必要もあるまい？」

			「めんどくさい話があるんだろうなぁ……」

			　見方によっては不敬罪にも問われかねない相談をする二人を、今度ばかりは身重のマリアンも口を開けて眺めることしかできない。

			　そういえば、二〇年にわたり行方不明だったアルサス王子を救出したのも、彼らだったのだ。

			　今さらながら、目の前の二人が偉大な英雄であるという事実を思い知らされた。

		

	
		
			６・王都にて

			　

			　鋼が打ち合わされる鋭い音が、王都セジュールの青空に吸い込まれ消えていく。

			「はぁっっ」

			「やあっっ」

			　瞬時に繰り出される、致(ち)命(めい)的(てき)な攻撃。まるであらかじめ打ち合わせをされた殺(た)陣(て)のように、めまぐるしく攻守が入れ替わっていく。

			　視線や足捌(さば)きによるフェイント。

			　力で防御を貫(つらぬ)く一撃。

			　技巧による駆け引き。

			「まだまだっ」

			「こちらも本気で行くぞ」

			　近衛騎士団の訓練場を借り切って行われているヴァルトルーデとアルサス王子による模擬戦は、開始から一〇分が過ぎ、白熱の度合いを増している。

			　二人とも、愛用の鎧(よろい)は身につけていない。

			　装備しているのは、行動は阻害しない代わりに急所を簡単に守っている革鎧のみ。それでいて、二人とも武器には愛剣の討魔神剣(デイヴアイン・サブジユゲイター)とトレイターを使用していた。

			　一応、ヴァルトルーデは大盾を装備しているが、近衛騎士団で訓練に使っているただの木製の盾でしかないし、トレイターは両手に持つ剣のため、アルサス王子に至っては盾も使ってはいない。ユウトからすると、武器もせめて模造刀にしてくれと言いたくなるのだが、まあ、達人二人の試合だ。滅多なことは起こらないだろうと、無理矢理自分を納得させた。

			　最悪の場合、《瞬間移動(テレポート)》でアルシアを連れてくればなんとかなると自分を誤(ご)魔(ま)化(か)しているとも言える。そんな心配を抜きにすれば、二人の闘い――訓練とは言いたくない――は、見応え充分だった。

			　魔法を使わない純粋な戦闘力で言えば、ヴァルトルーデを一〇〇としてユウトも五〇いや、三〇ぐらいはあるつもりだ。しかし、そんなユウトでも、二人がなにをやっているのか辛うじて理解できるといったレベル。

			　ロートシルト王国で最高の剣士による剣(けん)戟(げき)であることは、疑う余地がない。

			（それを見学するのが、たったの二人じゃもったいないな……）

			　そう思いつつ、傍らでともに見守る少女の様子を盗み見る。

			　少女。そう、少女だ。

			　少なくとも少女にしか見えないし、エルフの血が入っているということもない。

			　ユーディット・マレミアス。
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			　マレミアス侯爵家の息女にして、アルサス王子の婚約者でもある彼女は、このロートシルト王国でユウトがもっとも警戒する女性でもあった。

			　砂糖菓子のようなウェーブのハニーブロンドはまるで人形のよう。しかし、ひだまりのように暖かな微笑(ほほえ)みは、人形のような生気のなさとは対極のイメージを与える。

			　ユウトやヴァルトルーデよりもやや年下だろうか。少女から大人の女性へと羽化する狭(はざ)間(ま)にある華(きや)奢(しや)な体つきと幼い顔立ちは、男の庇(ひ)護(ご)欲を刺激する。

			　アルサス王子とは、絵本から抜け出たようなお似合いの王子様とお姫様と言えた。

			　そんな彼女を警戒する理由は多々あるのだが、彼女――ユーディット・マレミアスがアルサス王子と同い年の婚約者であるという事実をあげれば、納得してもらえるだろうか。

			　そう。

			　二十年近くも石化したまま年を取っていないアルサス王子とだ。

			　ユーディット・マレミアスは、アルサス・ロートシルトをただただ、ただただ一途に愛し、愛し続けている。アルサス王子からも愛されていることを知っていたし、彼の性格も熟知していた。

			　ゆえに、どのような姿で彼が帰還してもお互いに引け目を感じぬよう、彼女は成長することを止めた。

			　人の意思でどうにかなることではないが、事実、彼女は年を取らなくなった。少なくとも、外見上は。

			　呪文や魔法薬(ポーシヨン)を用いれば不可能ではないのだが、そのようなものを使用していないことは、事実を把(は)握(あく)した当時のマレミアス侯爵家の大騒ぎを見れば明らかだった。

			　そんな娘を恐れたのか。あるいは、死者を待ち続ける娘を不(ふ)憫(びん)に思ったのか。ユーディットを他家に嫁がせようという動きを感知するや、彼女はマレミアス侯爵家を乗っ取った。

			　その手法は、外部には伝わっていない。ユウトも、あえて知りたいとは思わなかった。

			　今でも、表向きの当主は八〇を越えた彼女の祖父ではある。だが、それが事実とイコールでないことは、ちょっとした事情通なら平民でも知っている。

			　さらに、マレミアス侯爵家の権力を総動員し、アルサス王子を廃(はい)嫡(ちやく)しようとする動きをすべて叩き潰した。

			　花園が似合うこの乙女が――愛のために。

			　異常だ。

			　異常だが、彼女が依頼人となって広く冒険者を集め、アルサス王子捜(そう)索(さく)を長く続けた結果として、〝虚無の帳(ケイオス・エヴイル)〟が隠(いん)然(ぜん)とした勢力を誇っていた現イスタス伯爵領に、ある程度の秩(ちつ)序(じよ)をもたらしたという功績は無視できない。

			　結局のところ、ユウトが今のところ警戒するだけにしているのは、ユーディットのアルサス王子への愛を認めているからだ。アルサス王子を救出したのは、他ならぬ自分たちなのだから。

			　しかし、絶世の美女であるヴァルトルーデに、ユーディットが妬(と)心(しん)を抱かないと思えるほど信用もしていない。

			　つまるところ――。

			（変人と関わりたくねぇ）

			　これに尽きる。

			　一際甲(かん)高(だか)い金属音が鳴り響き、ユウトの意識が練兵場の二人に引き戻された。

			　二人が顔を近づけんばかりに、鍔(つば)迫(ぜ)り合(あ)いを演じる。両者一歩も引かない。

			　石化から回復したばかりのアルサス王子の膂(りよ)力(りよく)を称えるべきか、女の身でありながら、希代の剣士とまともに打ち合えるヴァルトルーデに呆れるべきか。

			　しかし、そんな疑問が些(さ)細(さい)に思えるほど、二人の剣士の姿は美しい。嫉(しつ)妬(と)も感じずに、そう思うしかなかった。

			　ただ、ため息しか出ない。

			　そのまま、しばらく。

			　合図もなにもなく、唐突に二人は離れた。

			　そして、刃を鞘(さや)に戻しながら頭を下げる。

			　終わったようだ。

			　達人にしか分からない呼吸なのか、他になにか理由があったのか。ユウトに理解できるはずもないが、無事に終わって良かったと胸をなで下ろす。

			　同時に、ユーディットはアルサス王子に向かって走り出していた。タオルを持って駆け寄るその様は、あこがれの先輩と女子マネージャーのようにも見える。

			　甲(か)斐(い)甲(が)斐(い)しく世話を焼くその姿は、実に微笑(ほほえ)ましい光景だったが、その好意が転じてこちらに牙(きば)をむかれるかと思うと、気が気ではない。

			　引き分けで終わって良かったと、今さらながら幸運に感謝する。

			「お疲れ様」

			「ああ……」

			　満足そうな顔に疲労の色をにじませて、それでもしっかりとした足取りでヴァルトルーデがユウトの下へ戻ってきた。

			　ユウトも同じようにヴァルトルーデの頭にタオルをかけ、水袋を手渡してやる。

			「む？　甘いな」

			「ああ、運動のあとには良いだろう？」

			　水袋のなかに入っていたのは、ただの水ではなく、ユウト自作のスポーツドリンクだ。

			　といっても、水に塩とハチミツとレモンの絞(しぼ)り汁を混ぜただけ。地球で飲んでいた清涼飲料水には比べるべくもないが、ヴァルトルーデは気に入ってくれたようだ。

			「なかなか美(う)味(ま)いな」

			「それは良かった。ただ水を飲むよりも、スポーツドリンクのほうが体に良いんだ」

			「スポーツドリンクか。ユウトの故郷の飲み物なのだな？　とにかく、体に良いのは、良いことだ」

			　真っ正面からの賞賛に抗しきれず、ユウトは視線を外して頭を掻(か)く。会話の内容に照れるべき要素も青春の甘酸っぱさも存在しないが、その笑顔は反則だ……。

			「さて、このあとはアルサス殿下のお誘いによる昼食会です、伯爵閣(かつ)下(か)」

			　意(い)趣(しゆ)返(がえ)しと言うには八つ当たりの成分の多い口調で、ユウトはこのあとのスケジュールを伝える。

			「分かっているぞ。ただ、ドレスを着るのはな……」

			　昼食会で着るドレスを揶(や)揄(ゆ)されたものだと勘違いしたのか、ヴァルトルーデは遠い目をした。

			　元はただの村娘だった彼女からすると、着飾って王子様との食事など、面倒以外のなにものでもなかった。

			「あと、伯爵閣(かつ)下(か)はやめろ。馬鹿にされているみたいだ」

			「分かったよ、ヴァル子」

			「むうぅ……。そっちのほうがまだマシだが、しかし……」

			「とりあえず、行こうぜ。俺は準備なんてないけど、ヴァルは水浴びぐらいしたいだろ？」

			「結局、そこに戻るのだな」

			　主催者がいる場では、露骨に嫌そうな顔を見せるわけにもいかない。

			　心のうちを見せないようにしながら、ヴァルトルーデは先に練兵場を後にした。

			　

			　一〇メートル四方ほどの狭い室内に、清らかな美女が足を踏(ふ)み入れる。

			　王宮にある晩(ばん)餐(さん)室のひとつ。王族が私的な会食に使用するための一室だ。

			　純白の壁には歴代国王の肖像画がかけられ、各所に配された魔法の光が、部屋全体を淡く上品に照らしている。

			　部屋の中央に置かれた長方形のディナーテーブルには、シルクのテーブルクロスがかけられ、その上には、すでに数々の銀食器が用意されていた。

			　豪(ごう)華(か)絢(けん)爛(らん)で、綺(き)羅(ら)綺(き)羅(ら)とした光景。

			　しかし、ヴァルトルーデの前では、すべてが霞(かす)んでしまう。

			　サファイアブルーのロングドレスを優雅に着こなした少女は、薄く化粧もして普段よりかなり大人びて見えた。

			　いつもの輝(かがや)くような美しさに加え、淡い魔法の光に照らされたヴァルトルーデには、ほのかな色香まで感じられる。

			　けれど、腰に佩(は)いている討魔神剣(デイヴアイン・サブジユゲイター)の存在が、ヴァルトルーデの特異性を際立たせていた。

			　神より賜(たまわ)った剣であるし、アルサス王子も認めているのだから、帯剣は問題ない。

			　しかし、討魔神剣(デイヴアイン・サブジユゲイター)が彼女の美しさを損ねていると、一〇人が見れば九人までが眉(まゆ)をひそめるだろう。

			　もっとも、彼女の後ろに続くユウトは、その例外だったが。

			　そもそも、ヴァルトルーデは着飾る必要などないのだ。

			　そのユウトは、いつものローブは脱いで、詰め襟(えり)の制服で昼食会に臨んでいる。確かにこのブルーワーズではふたつとない衣装だろうが、礼服として押し通すのはいささか無理があるように思える。

			　本人は、学生だからと開き直っているのだが。

			「さっきは、なかなか楽しかった」

			「こちらこそ、最近は鈍り気味でしたので」

			「これは、私も負けてはいられないな」

			　上座でヴァルトルーデを歓迎したアルサス王子は、気さくに笑って来(らい)賓(ひん)に席を勧めた。

			　サテン地のダブレットを身につけ、柔(にゆう)和(わ)に微笑(ほほえ)む彼は、まさに絵に描いたような王子様だ。

			　従者がスツールを引くのを待って、二人ともゆっくりと腰をかけた。この辺りの礼儀作法は、爵(しやく)位(い)を授けられる前から何度かこのような場所への招待があったのですでに身についている。

			「ドレスがよくお似合いですわ」

			　淑(しゆく)女(じよ)の見本のように、慎み深く挨(あい)拶(さつ)をするユーディット。

			　ここまでは先ほど練兵場で一堂に会した顔ぶれだったが、一人新しい人物がいた。

			「久しぶりですな」

			　ロートシルト王国宰(さい)相(しよう)ディーター・シェーケル。

			　髪をすべて後ろになで上げ、精(せい)悍(かん)な顔つきをした壮(そう)年(ねん)の男だ。政治家や官僚というよりは、騎士。いや、軍人のように見える。

			　不惑を越えているはずだが、体は引き締まり、眼光も鋭い。ただし、ヴァルトルーデを直視するのは避けているようだったが。

			　止むを得ないだろう。そうしなければ、まともに話などできない。

			　同席を知らされていなかったユウトとヴァルトルーデは困惑した表情を見せたが、無難に挨(あい)拶(さつ)を交わし下手は打たない。

			　表面上は和(なご)やかな雰囲気で、会食は始まった。

			「クロードは役に立っているかな？」

			　そんなユウトの警戒心も知らず、ワイングラスを片手にしたアルサス王子が世間話のように問う。

			「もう手放せないです」

			　その問いには、一番の当事者であるユウトが答えた。

			　本来であればヴァルトルーデの使用人に過ぎないユウトが返答するなど許されないことだが、大魔術師(アーク・メイジ)であるユウトは別だ。

			　その間に、チーズを使ったキッシュや貝類のグリル。さらに、牛肉のワイン煮込みやデザートの桃のコンポートまで卓上に並べられていく。

			　ブルーワーズには、まだコース料理という概念はない。そのため、最初に料理がどんどん運ばれてくるのだ。

			「今日も、クロードがいなければ、この場にはいられなかったことでしょう」

			「ようございましたね、アルサス様」

			「ああ、私も安心した。ニーケンララムの件は驚いたが、領内の開発も順調だと聞いているよ」

			　婚約者の言葉に笑顔を見せた王子だったが、すぐにその表情を曇らせる。

			「しかし、それも考え物でね。ちょっと、横槍が入りそうなんだ」

			「横槍……ですか？」

			　食事の手を止め、ユウトが聞き返す。

			「ああ。領内が安定するまではと免除する予定だった、軍役を課せという話が出てきているんだ」

			　ロートシルト王国では、貴族たちに税金が課されることはない。もちろん、副業として商売を行っているのであれば、その限りではないが。

			　その代わりに課されるのが、重い軍役だ。

			　北の塔(とう)壁(へき)を挟んでヴェルガ帝国と戦争状態にあるロートシルト王国では、軍役は貴族の重要な義務となっている。

			　それも当然だ。

			　悪神と人の混血である半神ヴェルガが女帝として君臨し、ゴブリンやオーガなどの亜人を尖(せん)兵(ぺい)とするヴェルガ帝国への敗北は、死か、死よりも苦しい隷属という未来しかない。

			「家臣団も存在しない我々に、軍役などと。正気とは思えませんが」

			　ユウトが呆れたように言う。

			「女のわたくしにも、それくらい分かります。どういうおつもりなのでしょう？」

			　ユーディットの言葉は置いておいて、ユウトはアルサス王子に確認をした。

			「金ですかね？」

			「そういうことのようだな……」

			　不機嫌そうに言い捨てるアルサス王子。この、絵本から出てきたような王子様には珍しいことだった。

			　皆、食事の手を止め話に集中する。

			　まず、ユウトは同席している宰(さい)相(しよう)のディーター・シェーケルと目を合わせた。国政の責任者である彼はどう思っているのか？

			「宰(さい)相(しよう)といっても、入り婿(むこ)程度の権力しか持ち合わせていないのでな」

			　不(ふ)遜(そん)と言って良いだろう口調で、ディーター・シェーケルが自(じ)嘲(ちよう)する。

			　ヴァルトルーデを下に見ているわけではない。アルサス王子も同席している場での発言なのだから、これが彼の素なのだろう。

			「貴族からの突き上げは、そんなに大きいのですか？」

			「できれば、王国は関与したくない」

			　イスタス伯爵家が軍役には人を出せないから、代わりに金銭を納める。そうなれば、自分たちの負担も減るのだから、必死になろうというものだ。

			　常識で考えれば、開発中の新領に軍役などかけようものなら、反発は必至。しかも、その反感は王国が受けねばならない。徴(ちよう)税(ぜい)するのは、王国なのだから。

			　とんだ貧乏くじだと、頭を抱えたくなる気持ちは分かる。

			　それに同情したわけではないが、ユウトはこともなげに承(しよう)諾(だく)した。

			「それに関しては、応じる準備があります」

			　誰も彼もが――ユーディットさえも――意外そうにユウトに注目する。

			　例外は、ヴァルトルーデだけだ。

			　もちろん、事前に相談をしていたから……ではない。ユウトができるというのであれば、そうに違いない。ただ、信じているだけだ。

			「年に金貨二万枚相当。ただし、物納で」

			「ほう……」

			「それでは、税収を越えてしまうのではないですか？」

			　ユーディットがたまらず問い詰めるが、ユウトはあっさりとかわした。

			「まあ、来年にはとんとんぐらいに持って行きたいですが」

			「物納とは、どういう意味なのだろう？」

			　思わずといった雰囲気で、アルサス王子は疑問を口にする。

			　恐らくだが、この件にアルサス王子が関わってはならないのだろう。どちらかに肩入れすると見られるのは拙(まず)い。しかし、穏(おん)便(びん)に収めるため、剣の訓練という名目でヴァルトルーデを呼び出した。もしかしたら、宰(さい)相(しよう)からの要(よう)請(せい)があったのかも知れない。

			　少なくともユウトはそう理解しているし、先方からそれを誤解と訂正されてもいなかった。

			「私が魔道具(マジツクアイテム)を作って、お納めします。だから、相当です」

			「なるほど……」

			　ディーター・シェーケルがつぶやく。

			　彼の頭のなかでは、猛烈な勢いで算盤(そろばん)が弾かれていた。

			　王都復旧のための予算も不足している今、現金で納められるのが一番良い。だが、次善の策として、ユウトからの提案は悪くない。

			　報(ほう)償(しよう)として、実質的な戦力強化の道具として、魔道具(マジツクアイテム)は必要不可欠。しかも、種類を指定しなかったということは、ある程度こちらの要望を聞いてもらえると思っていいのだろう。

			　そして、ユウトたちにもメリットはある。

			　魔道具(マジツクアイテム)は高価であるが、実際のコストは実売価格の半額程度だ。

			　最低でも、魔導師(ウオーロツク)級の魔法の使い手が十数日も拘(こう)束(そく)される人件費は別計算なので暴利を貪っているわけではないし、需要と供給の兼ね合いもあるのだから適正価格ではある。

			　しかし、その人件費さえ無視できるなら、税を半額にしているも同然だ。

			「なるほど、相当か」

			　巧(うま)いことを考えるものだと、宰(さい)相(しよう)は素直に賞賛した。

			　だが、すぐに違和感に気づく。

			　これでは、王国側のメリットが大きすぎる。貴族たちの要求は満たされ、望外の収入も得た。イスタス伯爵家としては、実質半額とはいえ、数年は免除されていたはずの軍役を課されているのだから。

			「代わりと言ってはなんですが……要望がひとつ」

			「聞こう」

			　やはり来たかとディーター・シェーケルは身構えた。

			　すでに、彼らの上位者であるはずのアルサス王子もヴァルトルーデもくちばしを挟もうとはしていない。ユーディットだけは油断ならないと、ユウトも宰(さい)相(しよう)も警戒はしているが。

			「クロニカ神王国との貿易を許可してもらいたい」

			「それは、この場では断言できぬ」

			　メインツと神王国は山を隔てているが、山さえ越えてしまえばハーデントゥルムよりも近い。玻璃鉄(クリスタル・アイアン)の輸出ルートを増やしたいという意図もあるが、万が一のときのため食料を確保できるルートを作っておきたい、という意味もあった。

			「ならば、可(か)及(きゆう)的(てき)速(すみ)やかに決定を」

			　それが認められねば御破算だと、言外にヴァルトルーデが言う。

			「……可能な限り善(ぜん)処(しよ)する。ただ困ったことが……」

			　宰(さい)相(しよう)としても、他に言いようがないのだろう。

			　なにしろ、もうひとつ厄(やつ)介(かい)ごとを伝えなければならないのだから。

			「それは、初耳だな」

			　アルサス王子は言葉で、ユーディットは上品に眉(まゆ)をひそめて宰(さい)相(しよう)に続きを促(うなが)した。

			「バルドゥル辺境伯が、イスタス伯爵家の再興に異議を唱えている」

			　ロートシルト王国の西を束ねる大貴族である、バルドゥル辺境伯家。

			　西の国境を抑(おさ)えているからこそ北の戦線に集中できているという意味では、貢(こう)献(けん)は大きい。

			「なぜだ？」

			　ヴァルトルーデが怪訝そうな顔で聞く。

			「七代前のイスタス伯爵家へ、バルドゥル辺境伯家から嫁を出している。ゆえに、再興するのであれば相続する権利がある、と主張している」

			　牽(けん)強(きよう)付(ふ)会(かい)にも程がある。

			　しかし、それが大義名分になってしまうのが、貴族社会というものでもあった。

			「それ、前に伯爵家が断絶したときに言っておくべきなんじゃ？」

			　ユウトが宰相の顔を見て言う。

			「当時は借財もあったようでな……」

			　現金なものだ。

			「領地の割(かつ)譲(じよう)でも求められているのでしょうか？」

			「いや、飛び地になるから土地はいらんそうだ」

			　宰相は口の端を歪(ゆが)めた。

			「その代わり、放(ほう)棄(き)する代償として金貨一〇万枚の支払いを求めている」

			「金貨一〇万枚!?」

			　完全に舐められている。

			　ヴァルトルーデは、聖女である。慈(じ)悲(ひ)深く、気高く、公正だ。

			　しかし、同時に冒険者でもあった。

			「ユウト、帰るぞ」

			「どうするつもりだ？」

			「その金貨一〇万枚で兵を集めよう。エグザイルやラーシアがいないのは残念だが、私たちだけでも片は付けられるだろう」

			「分かった」

			　ヴァルトルーデが言うのであれば、否やはない。どんな状況だろうと戦争などやりたくはないが、まあ、使った分は取り返せばいい。

			「待て！」

			　慌てるのは宰(さい)相(しよう)だ。

			　普段の彼を知る者が呆気にとられるほどの勢いで、イスタス伯爵主従を引き留める。こともなげに開戦を語る主従に、本気を読みとってしまったのだからたまらない。だが、ヴァルトルーデの苛烈さを前にしては、無駄な努力でしかなかった。

			「三ヶ月前であれば別だが、領地を返上する気はないぞ。あの地に住む人々は、私たちの民だ」

			　実際に人々の生活を見て回り、彼女の心境にも変化があった。それに、ヘレノニアの聖女であるヴァルトルーデが理不尽を見過ごすはずがない。

			　ドレス姿も相まって、暴力的な美しさで国政の責任者を圧倒する。

			　内戦。

			　王家に対する反逆ではないが、到底容認できるはずがない。にわかに現実味を帯び始めた危機に、宰(さい)相(しよう)は絶望に囚(とら)われかける。

			「決闘は、いかがでしょう？」

			　そこに、天使のような少女が、悪魔のように甘い言葉でささやきを発した。

			「国法にあったはずです。話し合いでの合意が得られず主張が対立せしときは、神前決闘にて雌(し)雄(ゆう)を決すべし」

			「詳しいな、ユーディット」

			「それはもちろん、アルサス様の妻となるのですから」

			　自分で言っておきながら恥ずかしいのか、ユーディットは顔を真っ赤にして伏せた。

			「丸く収められるのであれば、こちらとしては問題ありません」

			　ユウトはヴァルトルーデの肩を軽くたたき、席へ戻らせた。

			　本来であれば、王国が裁判を開き判決を下すべき案件だ。しかし、双方納得する判決などこの世に存在しない。ユウトたちから見れば、銅貨一枚たりとも払う理由がない。

			　一方、相手はこちらを新参の成り上がりと足元を見ているのだから。

			　ならば、当事者同士で決着をつけろ。ただし、内戦はごめんだ――という理屈も、分からないでもない。

			（ユーディットに、はめられたかな……）

			　ユウトは心のなかでため息を吐いた。

			　だが次の瞬間には、あっさりと前向きすぎる結論を出した。

			　こうなったら、反感もなにもかも封じてしまうほどの力を見せつけてやろう。危険視されたら？　そのときは、王都セジュールに隕(いん)石(せき)の雨でも降らせてやればいい。

			　問題ないだろう。

			　なにせ、こちらには最強の勝利の女神がいるのだから。

			　

			　一週間後。

			　ユウトは再び、王城内の練兵場に立っていた。

			　空は高く、青い。一週間前に、ヴァルトルーデとアルサス王子が模擬戦を繰り広げたときと変わりない。

			　違いは、その中心に立っているのがユウト自身であること。

			　そして、相対しているのが一〇〇名近い軍勢であることか。

			「よく集めたもんだ」

			　珍しく。

			　本当に珍しいことに侮(ぶ)蔑(じよく)を込めて、ユウトは相手――否、敵を睥(へい)睨(げい)する。殺意のこもった瞳(ひとみ)だが、幸運なことに誰もそれに気づいてはいない。

			　練兵場には即席の観客席が設置されていた。

			　サッカースタジアムで言うところのバックスタンド側に設けられた木造の簡素な雛(ひな)壇(だん)は、絹(きぬ)の覆(おお)いと運ぶだけでひと苦労だろう立派な椅子が並べられ、高貴な人間を最低限迎え入れる準備はできていた。

			　すでに、チャールトン国王、アルサス王子、その婚約者であるユーディットがもっとも上の段を占(せん)拠(きよ)している。他にも、宰(さい)相(しよう)をはじめとして、王都セジュールにいる主立った貴族に近衛の責任者などが勢ぞろいしていた。

			　当事者であるバルドゥル辺境伯と、イスタス伯爵であるヴァルトルーデは、観客とは離れた場所に陣取っている。やはりサッカースタジアムで言えば、お互いのゴール裏の位置だ。

			　決闘が開始されるまで、あと数分。

			　審判役の老人が声を張り上げ、ルールを説明する。

			「イスタス伯爵側代表者、イスタス伯爵家家(か)宰(さい)ユウト・アマクサ！　バルドゥル辺境伯側代表者、バルドゥル辺境伯家嫡(ちやく)男(なん)マティアス・バルドゥル他九七名！　この両者の決闘により、両者の諍(いさか)いの決着を付ける！」

			　一拍の間。

			　審判役の老人がユウトのほうを見て、ニヤリと笑う。

			　突然現れて審判役に収まった老人――大賢者ヴァイナマリネンは、厄(やつ)介(かい)ごとを楽しむかのように。いや、実際に楽しんでいる風情で進行を続けた。

			「両者が取る、いかなる戦術も制限されぬ！　決着後の殺人は、これを認めぬ！　遺(い)恨(こん)を場外に持ち出すことは、これを認めぬ！」

			　近くで聞くときはうるさいだけだったヴァイナマリネンの大声も、この広い練兵場ではよく通る。

			　直前になっていきなり現れた老人に不審感を抱いていたユウトだったが、まあ、適任かも知れないなと思い直していた。

			　それに、これで本当に遠慮の必要がなくなった。

			「バルドゥル辺境伯家が勝利した暁には、イスタス伯爵家が金貨一五万枚を支払うものとする！　イスタス伯爵家が勝利した暁には、バルドゥル辺境伯家はイスタス伯爵家への相続権を放(ほう)棄(き)し、イスタス伯爵家は『銀嶺(シルヴアリオ)』を手にするものとする！」

			　一〇〇名からなる敵軍。

			　魔導師(ウオーロツク)を一名含む、四人の魔術師(ウイザード)。二〇名からなる騎兵。残る七〇人以上の歩兵。

			　その奥に、バルドゥル辺境伯家の代表者、マティアスがいる。

			　家宝でもある銀嶺(シルヴアリオ)と呼ばれる装備の一式を身につけ、威(い)風(ふう)堂(どう)々(どう)と全軍を指揮するものの貫(かん)禄(ろく)をも身にまとっていた。

			　だが、その口元は愉(ゆ)悦(えつ)に歪(ゆが)んでいる。

			　これから手に入る物の大きさに、笑いが止まらないのだ。

			「勝敗は、代表者の戦闘不能あるいは降伏により決定するものとする！」

			　最後の宣言により、にわかに緊張感が高まっていく。

			　この決闘に至るまで、一応は王国側の仲(ちゆう)裁(さい)も受け、お互いに顔を合わせて交渉もしたが、予想通り話し合いにもならなかった。

			　相手はこちらが金を差し出して当然と思っているし、こちらは野盗にくれてやる金など銅貨一枚ないのだから当然だ。

			　それでもと、相手の意図を確認するため、ユウトはミラー・オブ・ファーフロムによる《念視(リモート・サイト)》を行ったのだが……。

			　その過程で盗み聞きをした内容に、ユウトは激怒した。

			　バルドゥル辺境伯を対象に《念視(リモート・サイト)》を行うと、姿見に、辺境伯家が王都セジュールに所有する私邸の一室が映し出される。

			　そこで、親子が酒を酌(く)み交わしながら話をしていた。　

			「生意気にも決闘を申し込んできましたぞ、父上」

			「決闘か……。相手は英雄だぞ。勝てるのか？」

			　息子――マティアスの言葉に、当主は心配そうに水を向けた。

			「無論、決闘と言っても一対一とは限りません。私が私兵を率いて粉砕してやりましょう」

			「多勢に無勢というわけか。黄金の夢が見れそうじゃ」

			　心配はなくなったとばかりに、酒をあおる。

			「もし、金が払えなければそうですな。あの女を寝所に呼び出してやりましょう。あの美しい顔が屈(くつ)辱(じよく)に歪(ゆが)む様を、想像するだけで――」

			　即座に呪文を打ち切り、ユウトは床を蹴(け)り上げた。

			　怒りで拳が震え、絶叫を抑(おさ)えるのに理性を総動員せざるを得なかった。

			　もちろん、念視を正当化するわけではないが、悪いことをしているという認識はユウトにはない。むしろ、《瞬間移動(テレポート)》で乗り込み鏖(おう)殺(さつ)しないだけ、感謝して欲しいところだ。

			「ああ、良いだろう。徹底的にやってやる」

			　憐(あわ)れみも慈(じ)悲(ひ)もない。

			　すぐさま戦略を練り上げたユウトは、五割増しの金額で相手を釣り出し、一対一〇〇の決闘を了承させた。条件はただひとつ、お互いの戦闘行為に一切の制限を課さないこと。

			　渡りに船と、相手もすぐに乗っかった。

			　

			「始めよ！」

			　ヴァイナマリネンの号令と同時に、ユウトは呪文書から九ページ分を切り裂いて宙に浮かべる。

			　バルドゥル辺境伯側の魔術師(ウイザード)たちは、ユウトの呪文を警戒して、打ち消しのための呪文詠(えい)唱(しよう)を一斉に開始した。

			　同時に、歩兵たちが弓を引き絞(しぼ)り矢を放つ。

			　数十の矢が雨のようにユウトへ殺到する。

			　終わった。

			　もし多数決でユウトの生死が決まるのであれば、今この瞬間、彼の鼓動は止まっていたに違いない。

			　だが……もちろん、そうはならなかった。

			　ユウトの純白のローブに鏃(やじり)が触れた刹那。

			　事前に付与していた防御呪文《反転の矢(サクリフアイス・アロウズ)》の効果により、矢はすべて射手の下へ戻っていった。

			「ぐぁぁっっ」

			　数十の絶叫。

			　勝利を確信した瞬間の理不尽すぎる反撃に、兵たちは恐(きよう)慌(こう)状態に陥る。

			「怯(ひる)むな！」

			　総大将であるマティアスが、バルドゥル辺境伯家の象徴とも言える銀嶺(シルヴアリオ)の剣を手に、兵を鼓(こ)舞(ぶ)した。

			　銀嶺(シルヴアリオ)の剣は、それを持つ者と周囲から恐怖を打ち払い、高い士気を与える。

			　銀嶺(シルヴアリオ)の盾は、合言葉を唱えると同時に全身を覆(おお)うほどの巨大な姿を現し、使用者の周囲を浮遊して自動的に防御をする。

			　銀嶺(シルヴアリオ)の鎧(よろい)は、敵意を持って攻撃してきたものに、冷気による反撃を与える。

			　銀嶺(シルヴアリオ)の力により危機を脱したバルドゥル辺境伯軍は、まず騎兵隊がユウトへと殺到した。

			　その瞬間、ユウトの呪文が完成した。

			「《魔力解体(アイソレーシヨン)》」

			「《対呪抗魔(カウンター・デイスペル)》」

			　同時に、待機していた魔術師(ウイザード)たちが、ユウトの呪文を打ち消そうと一斉に呪文を唱える。

			　持続している魔術の効果を打ち消し、あるいは発動直前の呪文を霧(む)散(さん)させる第四階(かい)梯(てい)の呪文《対呪抗魔(カウンター・デイスペル)》。

			　ただし、それには呪術者の力量が互角であれば、という但し書きが付く。

			　ユウトに敵うはずないがない。そこには、単純で残(ざん)酷(こく)なまでに力の差があった。

			　魔術師(ウイザード)たちの顔が絶望に染まる。それは、ユウトが放った呪文の意味を理解していたからであり、理解しているが、他に対抗手段がないからでもあった。

			《魔力解体(アイソレーシヨン)》は、一定の範囲内のあらゆる魔術効果を消去する第九階(かい)梯(てい)の大呪文だ。

			　そこに、条件も例外もない。

			　まず、事前に使っていた火炎・冷気・雷撃・音波・強(きよう)酸(さん)への耐性を付与する呪文《源素耐性(レジスト・エレメンツ)》の効果が打ち消された。身体能力を上昇させる各種の呪文も霞のように消える。

			　しかし、ここまでであれば、《対呪抗魔(カウンター・デイスペル)》でもできること。

			　だが、《魔力解体(アイソレーシヨン)》は伝説の大魔術師(アーク・メイジ)が開発したとされる、第九階(かい)梯(てい)の対魔術呪文。

			　即ち、究極の対抗呪文。

			　最大の違いは、そう。《魔力解体(アイソレーシヨン)》の効果は、魔道具(マジツクアイテム)にすら及ぶこと。

			　例外はない。

			　銀嶺(シルヴアリオ)の剣は、それを持つ者と周囲から恐怖を打ち払い、高い士気を与える。

			　例外はない。

			　銀嶺(シルヴアリオ)の盾は、合い言葉を唱えると同時に全身を覆(おお)うほどの巨大な姿を現し、使用者の周囲を浮遊して自動的に防御をする。

			　例外はない。

			　銀嶺(シルヴアリオ)の鎧(よろい)は、敵意を持って攻撃してきたものに、冷気による反撃を与える。

			　例外はない。

			　そのすべてが、永久に。

			　ただの鉄(てつ)屑(くず)となった。

			「馬鹿な……」

			　銀嶺(シルヴアリオ)が欲しかったのではない。鉄(てつ)屑(くず)にしても文句をつけられぬよう、条件を出した。

			　それに気づいた貴族たちは怖(おじ)気(け)をふるった。誰に喧嘩を売ったのか、今さらながら理解したのだ。

			「反則であろう！」

			　たまらず、バルドゥル辺境伯が立ち上がって絶叫する。

			「異議があるなら、要点をまとめてきっちり喋(しやべ)れい！」

			　すぐに、大賢者の一喝で黙らされたが。

			「《刀槍からの防御(ウエポン・イミユニテイ)》」

			　そんな外野の騒動などどこ吹く風。ユウトは次の呪文を完成させるや、散歩でもするかのようにバルドゥル辺境伯軍のただなかへと歩き出していった。

			　相手も弱兵ではない。ロートシルト王国の西方国境を守ってきた矜(きよう)持(じ)と実績もある。

			　再び衝撃から立ち直った騎兵隊が進軍を開始し、槍(やり)や剣をユウトの身に突き立てる。

			　今度は、反転するようなことはない。

			　刃が、穂先がユウトの体に深々と突き刺さり――ただ、そのすべてが素通りしていった。

			《刀槍からの防御(ウエポン・イミユニテイ)》

			　あらゆる武器を受け付けることがなくなる、第七階(かい)梯(てい)の防御呪文。効果時間はほんの数分だが、今のユウトには充分すぎた。

			　一〇〇人からなる敵軍を、無人の野を行くかのようにユウトは進んでいく。

			　もはや、誰も止めようとはしない。

			　魔術師(ウイザード)たちは、あまりの力の差に、完全に心が折れていた。一体、どれだけの修業を積み、修(しゆ)羅(ら)場(ば)をくぐれば、あの若さで理術呪文を極められるのか、見当もつかなかった。

			　兵士たちも、矢傷の痛みを忘れユウトに視線を注ぐことしかできない。

			　銀嶺(シルヴアリオ)を失い、地面にはいつくばることしかできない男の前までやってきたユウトは、冷たく一言で宣告する。

			「降参しろ」

			「認めぬ、認めぬぞ」

			「そうか」

			　その言葉を待っていたと、薄く笑う。

			　だが、その酷(こく)薄(はく)な笑みを見る者はない。

			「なら仕切り直しをしよう。俺と一対一で決闘をしようか」

			　そう言って、練兵場の中央まで戻っていく。

			　その行動に、ユウト自身を除く誰もが目を疑った。ヴァルトルーデすらも、その意図を計りかねている。

			　大賢者だけは、面白そうに笑っていたが。

			　よろよろと、執(しゆう)念(ねん)――あるいは義務感だけで、マティアス・バルドゥルがユウトへと近づいていく。

			　その様子を、感情の宿らぬ瞳(ひとみ)で見据えながら、ユウトは再び呪文書を九ページ天へと放る。

			「《竜身変化(ドラゴン・チエンジ)》」

			　誰もが目をむいた。

			　呪文書がユウトへと吸い込まれていくと、プリズムが体を覆(おお)う。

			　その反射は徐々に強く大きくなり、ひとつの姿を象(かたど)った。

			「ド、ドラゴン……」

			　それは、誰のささやきだっただろうか。

			　光の多面体が収まると、そこには緋(ひ)色(いろ)の怪物がいた。

			　頭頂部から尻尾(しつぽ)の先まで、優に一〇メートルはあるだろう。人間サイズには充分な練兵場も、その体(たい)躯(く)には窮屈に見えた。

			　赤竜(レツド・ドラゴン)。

			　紅玉よりも赤く、鮮(せん)血(けつ)のような鱗(うろこ)。

			　強(きよう)靱(じん)な四(し)肢(し)、強大な爪や牙(きば)。

			　ちろちろと炎が漏(も)れ出ている、巨大な口(こう)腔(こう)。

			　ユウトの変じた姿だと、説明を受けずとも皆が本能で悟っていた。

			　それでも、マティアス・バルドゥルは剣を構え、盾を持ち戦意を失ってはいなかった。

			　そこに、耳をつんざく咆(ほう)哮(こう)。

			「ガアァァッッッアッ」

			　それで、ただそれだけで。

			　バルドゥル辺境伯家の嫡(ちやく)男(なん)は、心が折れた。

			　力なく武器を落として膝(ひざ)を折り、虚(こ)空(くう)を見つめてぶつぶつぶつぶつと意味を成さないつぶやきを漏(も)らしている。

			　いや、心を木(こつ)端(ぱ)微(み)塵(じん)に砕かれた、とでも言うべきか。

			　鋭い爪を振るうこともなく、巨大な牙(きば)と強(きよう)靱(じん)な顎(あご)の力を見せつけることもなく、灼(しやく)熱(ねつ)の吐(と)息(いき)を放つこともなく。

			　ユウトは《竜身変化(ドラゴン・チエンジ)》を解き、人の姿に戻る。

			「勝者、ユウト・アマクサ！」

			　降伏の声はない。だが、どこからもその宣告に異議など出なかった。

			　同時に、勝者を祝福する声が出ることもなかったが。

			　ヴァイナマリネンはユウトへ歩み寄ると、拳と雷を落とした。

			「よくやった！」

			「いってええなぁ、なにすんだジジイ！」

			「まったくバカすぎて最高だな！　好きな女のために戦って、その女をドン引きさせるとはな！」

			「うっせぇ！　火の粉を払っただけだぞ。なにが悪いってんだ！」

			「悪いに決まっているだろう！　なにを考えているんだ、ユウト！」

			　観客席から飛び出したヴァルトルーデも参加し、ユウトを糾(きゆう)弾(だん)する。

			　ユウトも、自分の怒りの根元を説明するわけにもいかないので、お仕置きを受け入れるしかなかった。

			　そんな光景を微笑(ほほえ)ましいと眺めているのは、アルサス王子と、そんなアルサス王子を見つめているユーディットだけ。

			　これが〝虚無の帳(ケイオス・エヴイル)〟を討った英雄の力かと、列席者は驚(きよう)嘆(たん)するほかになかった。

			　否、その英雄たちの一人の力である。

			　では、彼らが集団で相対したならば……？

			　バルドゥル辺境伯家が何の尻尾(しつぽ)を踏(ふ)んだのか同情しながらも、轍(てつ)を踏(ふ)むわけにはいかぬと体を縮こませた。

			 

		

	
		
			７・ユウトの覚え書き

			　

			「ユウト？」

			　執務室の扉を叩きながら、ヴァルトルーデが部屋の主へ呼びかける。

			　しかし、応答はなくノックの音が響くだけ。

			「ユウトーー！」

			　一緒にいたヨナも同じように部屋の外から呼びかけるが、返事がないのは変わらない。自分は無視されて、ヨナにだけ返事をされたら、そのほうが嫌だがな、とヴァルトルーデはちらりと考える。

			「いないのか？」

			「ユウトが部屋にいないわけない」

			　酷すぎる断定とともに、ヨナが扉を開いた。

			　それはあまりにも……と思ったヴァルトルーデだったが、扉の向こうに見つけたのは、執務室の机で突っ伏しているユウト。

			　なんとも、いたたまれない。

			「やっぱり、いた」

			　気にせず入っていくヨナ。彼女についていくヴァルトルーデが、ふと声を漏(も)らした。

			「そう言えば、この部屋は鍵をかけたほうが良いのではないか？」

			　不用心さに眉(まゆ)をひそめつつ、散乱する書類を片づけていく。

			　もっとも、それは杞(き)憂(ゆう)だった。

			　もともと、この部屋は《魔法の鍵(マジツク・ロツク)》の呪文で施(せ)錠(じよう)されており、ユウトの承(しよう)諾(だく)がない限りは入ることができない。

			　ただし例外設定も可能で、それには当然ヴァルトルーデ、アルシア、ヨナが含まれていた。

			　その事実を二人が知らないのは、単純な伝え忘れ。

			　ユウトは伝達済みのつもりだったが、このように説明したつもりでできていない事実が他にも結構ある。

			「ヴァル、ユウト起きない」

			「いや、なにをやってるんだ」

			「起こそうとしてる」

			「それは見れば分かるが……」

			　いつものようにと言ってしまえばそうなのだが、ヨナは机に突っ伏して寝ているユウトの上に乗っかって頬(ほほ)を突っついていた。

			　それで起きないユウトも大したものだが、ヴァルトルーデはとりあえずヨナを引きはがす。

			　今日はブルーワーズでは安息日とされている、地球で言えば日曜日に当たる日だ。

			　地・水・火・風・光・闇の六源素が月・火・水・木・金・土の各曜日に相当し、安息日には神殿へ詣(もう)でる習慣となっている。

			　実務には関わらないヴァルトルーデ――演説や祭儀でも執り行おうものなら、逆に大混乱を招きかねない――と、自由人なヨナが、せっかくだからと、ユウトを誘ってどこかへ出かけようというつもりだったのだ。

			　あの決闘騒ぎから一ヶ月。

			　干(かん)渉(しよう)してくれば痛い目を見るぞと警告をしたつもりが、逆に贈り物や園遊会、自領への招待など、今まで付き合いがなかった貴族たちから交遊を求められる始末。

			　完全に誤算だったとぼやきながら捌(さば)き続けたユウトに訪れた、久々の休日だったのだが……。

			「まあ、このまま寝かせてやろう」

			　ヴァルトルーデがユウトを抱き起こし、いわゆるお姫様抱っこと呼ばれる状態で、隣(りん)接(せつ)する寝室へ運んでいく。

			　彼女の筋力なら、ユウト一人ぐらい荷物にもなりはしない。

			　後に伝え聞いたユウトが、さめざめと涙を流したというお姫様抱っこだ。

			「さて、予定が変わってしまったが、二人でどこかへ……。なにをしているのだ、ヨナ？」

			　執務室へと戻ってきたヴァルトルーデが、勝手に机の上の書類を読みあさっているヨナを見とがめる。

			「ユウトのメモを見てる」

			「堂々としていれば許されるものではないのだからな？」

			「……ユウトはたいてい許してくれる」

			「それは呆れているというのだ」

			　ヴァルトルーデ自身も呆れた口調で、ヨナが持っている数枚のメモを取り上げる。

			「なにするの」

			「勝手に見て良いものではないだろう」

			「仲間なのに？」

			「それはそうだが。そもそも、私たちが見て理解できるものなのか」

			「このバカ」

			「……は？」

			　突然の、しかし感情のこもらない罵(ば)倒(とう)の言葉にヴァルトルーデは思わず呆然とする。

			「そんなだから、ヴァルはだめだめだめだめだめ」

			「それはまあ、確かに私は剣を振るうぐらいしか能のない女だが……」

			「だいじょうぶ、超美人だから。他にも能はある」

			「ヨナは、私をどうしたいんだ？」

			「待っているだけじゃだめだってこと」

			　そう言うと、ヨナは他のメモを集めた。彼女にとっては高かった椅子から勢いを付けて飛び降り、ソファへと移動する。

			　当然のように、ヴァルトルーデに取り上げられた分も回収するのを忘れない。

			「はい、こっち来て」

			「なにをするつもりなんだ……」

			　そうは言いつつも、ちゃんとヨナの対面に座るヴァルトルーデ。

			　末っ子に甘いのか、それとも本質はお人好しということなのか。

			「ヴァル、いい？　このメモには、ユウトの考えが雑に書いてある」

			「雑なのか……」

			「そう。雑ってことは、まだ固まってないってこと。つまり、生のユウト」

			「生のユウトか……」

			　意味は分からないが、蠱(こ)惑(わく)的な響きだった。

			「ユウトの国の軍略家は言っていたらしい、『彼を知り己を知れば百戦して殆(あや)うからず』と」

			「彼とは、つまり敵のことか？　良い言葉だな」

			　冒険者の、情報収集を心がける戦い方に通じるものがある。

			　それは良いのだが、引っかかりを憶えるのも確か。

			「そういう話、私は聞いたことないぞ。いつしているんだ？」

			「ユウトの仕事中とか」

			「邪魔をしているだけではないか……」

			　ユウトはヨナに甘すぎる。どうにかせねば。

			　そう決心するヴァルトルーデだが、アルビノの少女は気にせず話を進めた。

			「ここには、生のユウトを知る手がかりがある」

			「なるほど！」

			「そして、後から相談されるかも知れないアイディアがある」

			「私にも分かってきたぞ。先にそれを知ることで受け身ではなく、こちらから攻めの姿勢に出られるわけだな」

			　その言葉を聞き、ヨナが弟子の成長を喜ぶ老師のような微笑(ほほえ)みとともに大きくうなずく。

			「というわけで、一枚ずつ読んでいく」

			「よろしく頼む」

			　こうして、年(とし)端(は)もいかぬ少女にメモを読み上げてもらう現役伯爵、という図が誕生した。
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			■馬車鉄道

			　メインツから、トロッコの試作品完成の連絡あり。

			　対応早すぎる。ドワーフ脅(きよう)威(い)のメカニズム？　別に良いけど。

			　ブレーキも、自転車のブレーキみたいなのはもともとあったらしいので、助かった。

			　トロッコレベルでは特に問題がないようだが、馬に引かせるサイズとなると、重量やセキュリティの問題がありそう。

			　セキュリティに関しては《大地鳴動(アース・ムーヴ)》でどうにかなる？

			　触(しよく)媒(ばい)でコストがかさむが……まあ、良いか。

			　コストなんて、馬を買う（飼う）時点で気にしても仕方ないし。

			　最後は金で解決しよう。

			　

			「ユウト……」

			「相変わらずだね……」

			　最後の一行をヨナが読み終えた瞬間、二人は頭を抱えた。

			　他に方法がないのは分かる。

			　代案もない。

			「だが、これはどうなのだろうな？」

			「ユウトだから」

			　これはしっかりフォローしないとね、と決意を新たにするヨナ。だが、次のメモは、そんな彼女に驚きをもたらすものだった。

			　

			■メイドさんを雇おう

			　いや、執事でも良いんだけど。

			　とにかく、下働きが必要かも知れない。

			　自分のことは自分で済ますし、城(じよう)塞(さい)の掃除は《従僕(サーヴアント)》の呪文でどうにかなるから放置していたけど、世間体が……。

			　あと、増えてきた文官たちのサポートにも必要かも。

			　でも、どのくらいの人数が必要？

			　クロードさんに投げる？

			　

			「ユウトが、他力本願を憶えた」

			「良い傾向だな」

			　最初、メイドさんと聞いて動揺を隠せなかったヴァルトルーデも、内容を最後まで聞いた今では平静を取り戻している。

			「ヴァルがメイドになる？」

			「一瞬、役に立つのならそれも良いかと思ってしまったぞ」

			「ユウトは喜ぶ。ぜったい、ぜったいに」

			「……ふむ。いや、やらんぞ！」

			「作戦失敗。次に行く」

			　

			■街灯の敷設

			　柱の部分の作製は問題なし。

			　シャッターの開け閉めのつもりだったけど、協議を重ねた結果、竿の先にカップのような物を吊して、それをかぶせることに。

			　ランタンの構造に引っ張られすぎた。反省。

			　

			・盗難対策

			　盗まれても良いんじゃ？

			　警備よりもコストが安くなる可能性もある……けど、割れ窓理論なんかを考えると、そうもいかないか。

			　簡単に取られないようしっかり溶接でもする？

			　→交換もできないじゃん。却下。

			　一番良いのは、扉みたいに開くようにして合言葉解除型の《魔法の鍵(マジツク・ロツク)》を使うことかな。一緒に強度も上がるし。

			　……そんなに呪文使えねえ。

			　手間だけど交換はそんなに発生しないものとして、普通の鍵を複数つけるかな。

			　これがコスパ良さそう。

			　とりあえず、当面は見回りや警備を増やす。アレイナたちには苦労してもらおう。

			　

			「……なんだか、人を使うというよりは、投げやりになっているようにも見えるな」

			「気のせい」

			「まあ、そんな人間が机で眠るはずもない……か」

			　さっきのユウトの寝顔を思いだし、心配そうな表情を見せるヴァルトルーデ。

			　もっとも、同時に、今さらながら彼を抱き上げたときの感触を思いだし、赤面してしまったのだが。

			「あ、これはなんか新しいことやろうとしてる」

			「そ、そうか。それはチェックしなければならないな。ヨナ、頼む」

			　ヴァルトルーデの焦ったような声にも表情ひとつ変えず、アルビノの幼女が五枚目のメモを読み上げ始めた。

			　

			■上下水道の整備

			　整備というか、整備はできてる。《大地鳴動(アース・ムーヴ)》便利すぎ。

			　問題は、下水の処理。今のところ、街から離れた場所にため池を作っておくぐらいしかない。

			　手段をいろいろ調べたけど、正攻法じゃ無理っぽい？　というか、江戸時代凄すぎ。

			　そうなると呪文や魔道具(マジツクアイテム)でどうにかするしかないんだけど、手持ちに良さそうなのがない。

			　アルシア姐さんに要相談。

			　

			「まあ、私に相談されても困るな」

			「全部《ディスインテグレータ》で消滅させちゃう？」

			「それは最後の手段だろうなぁ」

			　最後の手段としてキープしておくところが恐ろしいのだが、それを指摘できる人間は幸か不幸か誰もいなかった。

			「あっ、もうこれで最後だ」

			「そうか。なんだか、生のユウトを知れたとは思えぬのだが……」

			　

			■バブル崩壊の危険性

			　あると思う。

			　でも、農地の増大、北の塔(とう)壁(へき)周辺から移民の受け入れ（現地には、屯(とん)田(でん)兵(へい)の移入もセットで？）と農地の拡大、玻璃鉄(クリスタル・アイアン)を始めとした産業の育成、隣国も含めた貿易の増大と伸びしろはまだまだある。

			　なので、今は心配する必要はない。

			　とりあえず、資産の実態以上の高(こう)騰(とう)には気をつけるよう、ハーデントゥルムの評議会へ注意喚(かん)起(き)する。こういうとき、レジーナさんがこっちにいてくれると便利だ。

			　それから、いざというときのため、ヴァイナマリネンのじいさんにも話を通しておく。

			　

			「いざというときのため……か」

			「ヴァル？」

			「いや、なんでもない」

			　ユウトがなにを危(き)惧(ぐ)しているのか具体的には分からなかったが、その書き方からして、中長期的な問題なのだろう。

			　そして、その頃には――。

			　

			「なんか気づいたらベッドにいたんだけど……って、なにやってんだよ二人で」

			「生のユウトを知ろうと」

			「いや、普通に訳、分かんないんだが。そもそも、俺はなんでベッドで寝ていたのかも分からん」

			「どこかへ出かけようと誘いにきたら寝ていたのでな、このユウトの覚え書きをヨナと読んでいた」

			「ああ……。そう……」

			　寝起きで頭が回っていないからか、ユウトからそれ以上の追及はなかった。

			「まあ、今日は問題ないか。どこに行く予定だったの？」

			「馬！」

			「ああ、牧場。良いよ、行こうか」

			　視察がてら、ファルヴの近くに開設した馬の牧場で遊ぶのも、悪くはない。

			　早速準備を始めるユウトを、ヴァルトルーデとヨナが不思議そうに見つめる。

			「どうした？」

			「いや、ユウトがあっさり出かけると言い出したので、拍子抜けしただけだ。行くのなら問題ない。さあ行くぞ」

			「まだ準備できてないって」

			　そんな抗議も通用しない。ここで躊(ちゆう)躇(ちよ)したら、どうせ仕事を見つけるに決まっているのだ。

			　ラフにローブをまとっただけのユウトを、二人で引きずっていく。

			　両手の花に見えなくもない。

			　執務室は、久方ぶりの沈黙に包まれた。

		

	
		
			８・立つ鳥跡を濁(にご)さず

			　

			「ダメだな、これは」

			「やっぱりかぁ……」

			　ファルヴの城(じよう)塞(さい)。いつもの執務室。

			　来客用のソファに座り、テーブル越しに向かい合っているのは、ブルーワーズを代表する大魔術師(アーク・メイジ)二人。

			「まあ、やりたいことは分かるがな」

			　ユウトが見せているのは、呪文を記した巻物(スクロール)。

			　ただし、既存の呪文ではなくオリジナルのもの。

			「別次元への転移、更に時の巻き戻し。それから、どの次元界でも発動できるよう負荷軽減もか？　ひとつの呪文に、ようもこれだけ詰め込んだもんだと感心はするが」

			「なんだよ」

			「要素が多すぎだわ、馬鹿たれ。こんなもん、まともに発動できん」

			「仕方ねえだろ」

			「行って帰ってこようという、気概は分かる。そっちの世界に魔法――神秘が存在するか不確定だからな」

			　一読でそこまで読み取られては、なにも言えない。恥ずかしさに、頬(ほほ)を染めるだけ。

			「野郎がそんな反応してどうする」

			「うっせぇ」

			　ユウトはひったくるように巻物(スクロール)を奪い取り、ため息を吐く。

			　今後も研究は続けるつもりだが、暗(あん)礁(しよう)に乗り上げてしまった。

			　数ヶ月もかけてなんとか形にした呪文を一(いつ)蹴(しゆう)されては、憂(ゆう)欝(うつ)になるのも仕方ないだろう。

			　地球への転移呪文。

			　そして、地球からブルーワーズへの帰還呪文。

			　地球で理術呪文を使える保証がないため、どうしても要素をつめ込みがちになってしまい、酷(こく)評(ひよう)される結果になってしまったのだ。

			　それは、理術呪文の理論にも関係していた。

			　理術呪文では、世界は曖(あい)昧(まい)模(も)糊(こ)で夢のようなものであると定義する。

			　そこに、引き出した源素の力で、あるいは純粋な計算や理論で干(かん)渉(しよう)し、世界を望む姿に変更する。

			　その手段が呪文である。

			　呪文の様々な構成要素――距離・範囲・効果など――は、呪文書に転写された時点で定義済みであり、呪文名を唱えることで発動する。

			　極端な話をしてしまえば、その内容を理解できれば、誰にでも行使することができる。

			　できるのだが、理解するにはある程度以上の知識や教養、計算力、論理的な思考力――つまり知力が必要となる。

			　であるから、呪文を使えば使うほど理解が深まり、理術呪文そのものの力量が上がるというのは正しいのだ。

			　ただし、呪文は長い間多くの魔術師(ウイザード)が開発し、時代とともに淘(とう)汰(た)された歴史そのもの。

			　そう考えれば、オリジナルの呪文を開発する困難さが分かるだろう。　

			「だが、こっちの呪文は悪くない。それに気づけば、そっちも上手くいくかも知れん。無理かも知れん」

			「どういう意味だよ？」

			「自分で考えい」

			「ちっ。分かってるよ」

			　一応、ヴァイナマリネンから誉(ほ)められたが、嬉(うれ)しくはない。

			　もうひとつの呪文は、既存の呪文のアレンジでしかないからだ。

			「こんなの、移動速度を上げる呪文の対象を個人から線路に切り替えただけだぜ。しかも、道を対象にすることはできなかった」

			「だが、それで永続化しておるだろう」

			「そうだけど」

			「つまり、そういうことだな」

			　説明をするつもりはなさそうな大賢者の態度に不満はあるが、まあ、あのじいさんだしと納得をするユウト。

			　納得はしたが、また一からやり直しかと、暗(あん)澹(たん)たる気分だったが。

			　

			　大賢者ヴァイナマリネンとの邂(かい)逅(こう)から、数日後。

			　ユウトは空の人になっていた。

			　背後には、穏やかな海と港町ハーデントゥルム。

			　眼下には、遙か西へ延びていく線路。

			　しかも、ただ線路が敷かれているだけではない。さすがに単線ではあるが、その両側は綺麗に削られて、二メートルほどの台形の上を線路が走っている形だ。

			　フェンスで進入を防止するのは間に合いそうになかったため、《大地鳴動(アース・ムーヴ)》で整地を繰り返した結果。

			　土手のような形状になっているため、線路がある台形の上まで登るのは難しく、偶然のアクシデントは起きにくい。これで万全とは言わないが、事故は減ることだろう。

			　もちろん、ヨナと協力して領内の山賊や悪の相を持つ亜人種族などの間(ま)引(び)きを行おうとしたが、ほとんど見つからなかった。

			　ヨナは残念そうだったが、馬車鉄道の運行に関しては幸いだった。

			　しかし、それは環境整備に過ぎない。

			　本当の功労者は、メインツのドワーフたちに他ならなかった。

			　線路の素材は、当初の予定から変更され木製のレールとなったが、それでも苦労は変わらない。そんなドワーフの木工職人たちを称えるべきか、それを敷設したトルデクたちの苦労に涙すべきか、迷うところだ。

			　どちらにしろ、玻璃鉄(クリスタル・アイアン)の研究も一段落したとはいえ、この熱意にはユウトも脱帽するしかなかった。

			　そのお陰で、馬車鉄道の開業を迎えられた。

			　開通式典も当然のように行われているが、出席しているのはヴァルトルーデだけ。アルシアはファルヴである仕事の追い込みで、ヨナは、まあ、どこかにはいるだろう。

			　ユウトが参加していないのは、最後の仕上げが必要だから。

			「よし、やろうか」

			　気負いも緊張もなく、呪文書をその手に収めたユウトが、オリジナルの呪文を発動する。

			「《加速器(ラピツド・トラツク)》」

			　ユウトの手から離れた呪文書のページが四枚、ひらひらと落下してレールに吸い込まれた。

			　同時に青い光で包まれ、レールに沿って二本の光が軌(き)跡(せき)を描く。

			　それは遙か彼方へ続き、地平線の向こう、ファルヴの街まで届いていることだろう。

			　神秘的な光景に、足下からどよめきが聞こえたような気がした。

			　そのまま待つこと一〇分ほど。

			　地上を二頭立ての馬車が通過していく。

			　引いている客車や貨車はかなり大型で、とても二頭で引けそうにはない。

			　にもかかわらず、坂道を登っているとは思えないほど軽やかで、空中から見ていてもその速さが分かる。

			「上手くいったな」

			　ユウトが満足そうにうなずく。

			《加速器(ラピツド・トラツク)》は移動速度を上昇させる《増速(アクセル)》を元にした、オリジナル呪文だ。

			　元の《増速(アクセル)》は生物を対象にした呪文であり、迅(じん)速(そく)な野外移動を可能にする。それをアレンジし、対象をレールの上を走る車輪の乗り物にしたのが《加速器(ラピツド・トラツク)》の呪文だった。

			　馬車では山道などの難所を乗り越えられないかも知れないという懸念が浮上してきて、速度上昇の要(よう)請(せい)が出た。

			　馬車を改良する、馬を増やす、動力を変えるなどといった対策を取るのが正攻法だろう。正しい、実に正しい。

			　そして、地球からの来訪者である彼には蒸気機関というアイディアもあった。

			　しかし、彼は大魔術師(アーク・メイジ)である。

			　魔法でどうにかすればいいのだ。

			　そこで開発したのが、《加速器(ラピツド・トラツク)》の呪文。

			　レールの上を走る乗り物限定ではあるが、移動速度を上昇させ、その効果も永続化されている。限定したが、その分、効果も上がっている。

			　例えば、同じ魔法でも車輪に魔化をすることで移動速度を上昇させる方法もあるし、馬自体を強化する手段もある。

			　しかしそれを採用しなかったのは、下手なことをすると馬車自体が狙われるという本末転倒も甚(はなは)だしい事態になるから。

			　遠回りのような気もするが、順調に走り地平線の向こうへと去っていく馬車を見ていると、苦労もすべて忘れてしまう。

			「さ、次に行こう」

			　それに、まだ仕事はあるのだ。

			　馬車を見送ると即座に《瞬間移動(テレポート)》を使用し、ユウトはファルヴの城(じよう)塞(さい)へと戻った。

			　

			「というわけで、そっちはどう？」

			「いきなりなんですか……」

			　ユウトの研究室で、ある魔道具(マジツクアイテム)の魔化を行っていたアルシアが、驚きではなく呆れた表情で部屋の主を迎え入れる。

			「とりあえず、馬車鉄道のほうは上手くいったみたいね」

			「ええ。あっちは成功しましたよ」

			「なら、一緒に参加すれば良かったのでは？」

			「別に、いてもやれることはないですから」

			　ユウトが肩をすくめる。

			　それ以上に、めんどくさいと顔に書いてあった。

			「はぁ……。まあ良いですけど」

			「それで、そっちのほうはどうです？」

			「ちょうど今、完成したところよ」

			　中央の机に置いてあった、金網の様な魔道具(マジツクアイテム)を指し示す。

			　ここのところ、二人で共同開発していた魔道具(マジツクアイテム)。その完成が馬車鉄道の開通と重なったのは、タイミング的に偶然そうなっただけで、別に狙ったわけではない。

			「これがかぁ……」

			「ただの金網よね」

			「それを言っちゃおしまいですよ」

			　苦笑を浮かべながらユウトが言う。

			　まあ、事実なので否定しづらいのも事実だが。

			「《魔力解析(アナライズ)》」

			　アイテムの鑑定を行う理術呪文。

			　それを使用したユウトは、鑑定の結果を目にして安(あん)堵(ど)のため息を吐いた。

			「うん。成功だね」

			「それは良かったわ……。複雑だけど」

			「その感覚、理解し難いんだけどなぁ……」

			　二人で共同開発した魔道具(マジツクアイテム)。

			　二人で協力しなくてはならなかった理由。

			　それは単純明快。

			　今回必要な魔法が、アルシアしか使用できない神術魔法だったから。

			「《食物浄化(ピユアリフアイ)》を魔化しただけじゃん」

			「それは構わないのだけど、食物を浄化する呪文を下水の処理に使用するなんて……」

			　下水がどうこうではなく、本来の用途から外れているように感じるのが良くないらしい。神術魔法は、神から力を借りているという認識だからだそうだが……。

			「その辺の感覚は、やっぱり分からない」

			「まあ、私の気持ちの問題よ。別に、魔術を剥(はく)奪(だつ)されたわけでもないのだしね」

			「それはそれで重要な問題なんだけどさ」

			　しかし、これ以上の議論は無駄か。

			「あとは、実験をしよう。実験」

			「その辺は、ユウトくんに任せるわ」

			「任されましょう。まずは、小規模な実験からかなぁ……」

			　早速検討を始めるユウトに苦笑を浮かべつつ、ハーブティーでもいれようと部屋を出るアルシア。

			　それを見送り、一人になったユウトがふとつぶやく。

			「これで、大丈夫……かな？」

			　馬車鉄道は形になった。下水道も目(め)処(ど)がついた。街灯も、もう大丈夫。

			　ユウトが前面に出なければならない政策は、もうない。

			「変に仕事を増やさなければ」

			　帰っても――いなくなっても、やっていけるはずだ。

			　いや、そうなってくれなくては。

			「帰る……か。そうなんだよな……」

			　懐にしまったままだった巻物(スクロール)に、目をやる。

			　大賢者に、失敗作の烙(らく)印(いん)を押された呪文。

			　結局、一年後のリミットまで、その呪文が完成することはなかった。

		

	
		
			第２章

		

	
		
			１・再会

			　

			　もうすぐ、約束の一年が訪れる。

			　王都セジュールでの決闘騒ぎなどトラブルはあったが、順調な一年だったといえるだろう。その分、ユウトの仕事も順調に増えていった。

			「おかしい……」

			　最初の立ち上げ時期が忙しいのは、分かる。当然だ。しかし、人を雇い、仕事も権限も委(い)譲(じよう)したのに、楽にならない。それどころか、加速度的に仕事が増えているような気さえしていた。

			「どうしてこんなことに……」

			「やることが、いっぱいあるからでしょうね」

			　ある報せを手にしてユウトの執務室にやってきたアルシアが、当たり前のこととつまらなそうに断言した。

			　一年が経った。

			　つまり、ユウトが地球に帰還する日は、すぐそこに迫っている。

			「どこの石川啄木だよ、俺は」

			　働けど働けどなお我が仕事楽にならざり。

			　じっと机の上を見ると、書きかけの引き継ぎ資料が散乱していた。それだけではない。来年からの徴(ちよう)税(ぜい)に備え、役人の採用や教育も必要だ。それに、長期的な開発計画の草案も残しておきたい。軍役代わりの魔道具(マジツクアイテム)製作も、五年分はストックを作っておきたいところ。

			「まあ、好きでやってることだけどさ……」

			　二人とも、分かっている。

			　このまま、この世界に残れば良いだけだと。

			　だけど、決して口にはしない。

			　二人とも、分かっている。

			　それは、ただの未練だと。

			「それで、アルシア姐さん。なにか、用事があったんじゃ？」

			「ああ、そうそう。お客様が来ているのよ？」

			「客？」

			　実のところ、急な来客は珍しくない。たいていヴァルトルーデやアルシアがさばいてくれるのだが、様々な関係からユウトの同席が必要な場合も多い。

			　今回もその類なのだろうと判断し、ユウトは執務室を出ようとする。

			「ここで大丈夫よ。もう、外に待たせているから」

			「そうなんですか？」

			　一応は納得して席に戻ったが、疑問は残る。この執務室はユウトのプライベートスペースに近く、ヴァルトルーデたちのような仲間たちか、クロードのような腹心ぐらいしか通さない。

			　ここで来客を迎えるようなことは稀(まれ)だ。

			「二人とも、入ってきて」

			　そんなユウトの疑問は置き去りに、アルシアが呼び寄せる。

			「やっほー」

			「久しぶりだな、ユウト」

			　なんら物怖じすることなく入ってきたのは、懐かしい顔だった。

			　草原の種族(マグナー)の盗賊(ローグ)でパーティでは斥(せつ)候(こう)役のラーシア。

			　どこから見ても子供のような容姿だが、目の奥には、裏社会に身を置く者のような油断のない光を湛(たた)えている。

			　そして岩巨人(ジヤールート)のエグザイルは、相変わらず周囲を圧倒するような巨体だ。恐るべきことに、体が一回り大きくなったように見える。岩で筋肉だ。

			「アルシア姐さん、こいつらは客じゃないですよ」

			「おお、ボクらは生死をともにした仲間ってことだね？」

			「うるせえ、お前らなんて裏切り者だ。ダブルクロスだ」

			「ひどいなー、ユウト。ボクたちだって、傷つくんだぞー」

			「いや、俺はあまり」

			　ラーシアがエグザイルの足を踏(ふ)んで黙らせる。

			「だって、お前ら字読めるのに、どっか行きやがって……」

			「うん。正直、すまなかった」

			　素直に頭を垂れるラーシアを見て、ユウトは笑った。

			　まだ手にしたままだったペンを放り投げて、一年ぶりに再会した仲間へ歩み寄る。

			「とりあえず、おかえり」

			「おお、ユウトがデレた……」

			　ラーシアは、相変わらずラーシアだった。

			「これが、ヴァルトルーデにもできれば良いのだけど」

			「ということはまだ、なのか。処女と童貞でもあるまいにな！」

			「いや、そうなのよ」

			「うるせー」

			　背景でこそこそと噂話をする大司教(パトリアーチ)と岩巨人(ジヤールート)に抗議の声を上げる。けれど、アルシア姐さんも同類だろうに、とは言わない。この話題を続けるのは危険だからだ。

			　ユウトは執務室内の応接スペースへ移動し、ラーシアとエグザイルの旅の成果を聞くことにする。

			「というわけで、忘(ぼう)却(きやく)の大地に行ってた」

			　ラーシアが事もなげに言う。

			「……ブルーワーズを飛び越えてたかー」

			　別の物質界とは、ユウトも予想していなかった。呆れたように、二人を見る。

			「まあ、あんまり変わりはなかったな。管(かん)轄(かつ)する神々は、また、異なるようだったが」

			　エグザイルはそう言うと、ラーシアの顔を見てうなずく。

			「そうだね。でもさー。あっちは、神様の加護を受けた魔術師(ウイザード)とかが、結構、大威張りなんだよ。善の相ではあるんだけど、なんか良くないよね」

			　チーターに対する悪感情みたいなものかな？　と、ユウトは自分なりに解釈する。まあ、神だからこそ、えこひいきは良くない。

			「んで、神様にお願いまでした女運はどうだったんだよ？」

			「アスカリッドを、完全にまいた！」

			　嬉(うれ)しそうに。

			　心の底から嬉(うれ)しそうに、ラーシアが飛び跳ねた。

			「お、おう」

			　アスカリッドはアルサス王子捜(そう)索(さく)の依頼を受けて動いていた冒険者の一人で、〝虚無の帳(ケイオス・エヴイル)〟に囚(とら)われていたところを偶然助けた、草原の種族(マグナー)の女性なのだが。

			　金に汚い。

			　とにかく、金に汚かった。

			　日本のマンガだったら、確実に関西弁でメガネキャラだなと、ユウトは偏見むき出しで思う。

			　実際には、うざいギャル系だったが。

			　そんな彼女が、同じ種族で、成功した冒険者であるラーシアにアタックをかけるのは当然であり、そんなアスカリッドを、ラーシアは蛇(だ)蝎(かつ)のごとく嫌っていた。

			「我が神、タイロンの加護に感謝だよ」

			「そうか。それは良かったな……」

			　草原の種族(マグナー)の守り神であり、旅人と豊(ほう)穣(じよう)を守護するタイロンに感謝を捧(ささ)げるラーシアに、生暖かい視線を向けるユウト。

			　実は、あまりの嫌がりようを見かねたユウトが、アスカリッドにこっそりと金を握らせて遠ざけたのだが、まあ、本人は幸せそうなので、深く追求することもないだろう。

			　あのままだと、ラーシアがアスカリッドを亡き者にしていた可能性もあることだし。

			「って、そうじゃなくて。忘(ぼう)却(きやく)の大地でなんか出会いはなかったのか？」

			「ああ、そういや。あっちで、大臣に命を狙われてたお姫様を助けたりしたぞ」

			「おお、やるじゃん」

			　ユウトからするとありがちすぎて笑ってしまうようなシチュエーションだが、すれていないこの世界の住人なら、かなり惹(ひ)かれるのでは？

			「それで？」

			「うん。悪い大臣は倒して、お姫様には感謝されたよ」

			「それだけかよ」

			「だって……」

			　しかし、二人の答えは芳(かんば)しいものではなかった。

			「人間なんだもん」

			「人間だからな」

			　種族が違うと友人にはなれても、性的な欲求は湧いてこないものらしい。健全で良いことなのだが、残念な連中だ。

			「もう、おっさんは田舎(いなか)に帰って嫁取りでもしてこいよ。ああ、一族そろって移住でも良いぞ。歓迎する」

			「また、そうやってユウトくんは仕事を増やして……」

			　アルシアの指摘に怯(ひる)みかけるが、ユウトは負けなかった。

			「岩巨人(ジヤールート)なら、やっぱ山のほうに住むんだろ？　うちの領地は、結構山が多いから、ドワーフ以外にも信頼できる相手がいると助かる」

			「あれぇ？　ユウト、おかしくない？　ボクは？　草原の種族(マグナー)は？」

			「草原の種族(マグナー)か……。いくら払ったら追い出せる？」

			　ラーシアが部族単位で増えるなど、正直、想像もしたくない。賑やかになるのは、間違いないだろうが。

			「バカだなぁ。一度払ったら、定期的にもらいに来るだけなのに。ああ、それよりも、ヴァルトルーデとヨナはどうしたのさ」

			「ああ……」

			　話が変わり、ユウトの表情が憂(ゆう)色(しよく)に彩られる。　

			「ヨナは家出中です」

			　アルシアがさらりと言った。

			「家出？　そいつは良いな。原因はなんなのさ？」

			「原因は、俺かなぁ……」

			　ちらりとアルシアを見るが、肯定も否定もしない。

			　それが答えなのだろう。

			　観念したユウトは、約一年ぶりに出会った仲間たちに、ぼそぼそと語り始めた。

			「どうも、ヨナは俺の帰還が一時的なものだと思ってたみたいでさ。ちょっと帰郷したら、すぐに戻ってくるって考えていたらしい」

			　道理で、ユウトが帰ると言っても大騒ぎしなかったわけだ。

			「なるほど。それで、拗(す)ねちゃったわけだ」

			「しかし、家出か。成長したものだな」

			〝虚無の帳(ケイオス・エヴイル)〟の培(ばい)養(よう)槽(そう)から助け出した直後のヨナは、およそ感情というものを持ち合わせていなかった。それを思えば、エグザイルの感慨も分からないでもない。

			　だが、当事者からするとたまったものではなかった。

			「分かった。ヴァルトルーデは、お守りでヨナと一緒に行ったんだ。ユウト、寂しくなかった？」

			　ラーシアがニヤニヤしながら聞く。

			「そんなわけないだろ。むしろ、ヴァル子もいるから、滅多なことはないって安心なぐらいだ」

			「ふむふむ。んで、その二人はどこにいるの？」

			「ラーシア。どうして、居場所を知ってるはずだと分かったんだ？」

			　ユウトとラーシアの会話に割り込んだエグザイルの素(そ)朴(ぼく)な質問に、ラーシアは自信満々に答えた。

			「この過保護なユウトが、《念視(リモート・サイト)》で確認していないわけがないからだよ」

			「甘いのは、俺だけじゃないだろ。ラーシアだってそうだろ？」

			「はいはい。そうだね。それで？」

			「……南西の大砂漠だよ」

			　ラーシアに軽くかわされたユウトが、半分ふてくされたように場所を告げる。

			「俺が見たときは、サンドワームやバカでかいサソリと戦ってたよ」

			「そうなんだ。それは……かわいそうに」

			　八つ当たりをされている蟲(むし)たちが。

			　南西の大砂漠は、完全に国外。感覚的には、別の大陸にいるのに近い。その分、大暴れしても問題はないのだが、心配なことに変わりはない。

			「何日ぐらいいるんだ？」

			「かれこれ、五日というところですね」

			　冷静に、アルシアが答える。

			「ユウトくんが現地に飛んで説得しましたが、聞く耳持たずでした」

			「だから、二人とも良いタイミングで帰ってきてくれたと思うよ、ほんとに」

			　疲れた表情を浮かべるユウトを、励ますように、労るように。心から心配しているという表情と声音で、ラーシアが言う。

			「うんうん。ボクらをダシにして関係修復をはかればいいと思うよ、お父さん」

			「くっ。殴りてぇ」

			　内容は、傷口に塩を塗り込むようなものだったが。けれど、そのつもりでいたので、反論できない。

			「ボクを殴る？　やめたほうが良いよ。ユウトの攻撃なんか、当たるはずないだろ」

			「じゃあ、俺の代わりにエグザイルのおっさんに殴ってもらう」

			「それは、ダメ。絶対」

			「ラーシア、けちなことを言うな、せっかくだから、オレが神から授かった筋力を披露しよう」

			「なんで当てる気満々なのさ、エグは!?」

			「こちらも、治(ち)癒(ゆ)呪文の準備は万端ですよ」

			「アルシアまで？　このパーティ、ユウトに甘すぎる！」

			「ラーシアに辛いだけじゃないかなぁ……」

			「ウソぅっ」

			　久しぶりに再会した仲間たちとのたわいない会話。

			　そんな和(わ)気(き)藹(あい)々(あい)とした雰囲気に水を差す、冷たい声が響く。

			「ずるい……」

			　ユウトの知らぬ間に、天(あまの)岩(いわ)戸(と)が開いていたらしい。扉の陰から、アルビノの少女が恨めしそうにこちらを覗いていた。

			「ヨナ……」

			　呆然とするユウトが、名前をつぶやく。

			「言い忘れていましたが、《伝言(メッセージ)》の巻物(スクロール)で、二人にはラーシアとエグの帰還を知らせていますから」

			「それ、絶対確信犯でしょ」

			「さあ……」

			　アルシアとラーシアの掛け合いなど耳に入らない。ユウトは、思わず駆け出していた。

			　そして、逃げ出さないようにヨナを抱き上げて、しっかりと捕まえる。

			「この馬鹿！」

			「バカはそっちだし！」

			　しかし、どちらも素直ではない。

			「それに、ラーシアやエグに会いに来ただけ」

			「まったく、どれだけ心配したと思ってるんだ」

			「知らない」

			　ぷいと、間近にあるユウトの顔から顔を背けながら、ヨナが唇を尖らせる。

			「どっか行っちゃう人のことなんか、どうでも良い」

			「ヨナ……」

			　むき出しの感情をぶつけられ、ユウトは言葉を失った。

			「俺だって……」

			　その先は、言葉にならない。

			　残るのは簡単だ。仲間もいる、地位もある、仕事もある、力もある。もしかしたら、地球に帰るよりも、幸せになれるかも知れない。

			　じゃあ、親は、友人は、幼なじみはどうでもいい？

			　そんなはずはない。

			　だから、こんなにも悩んでいるのだ。

			　それでも、結論を出したというのに――。

			　思わず、感情に任せた罵(ば)声(せい)を吐き出しそうになる。

			「あー。私も、なかに入れて欲しいのだが……」

			「ヴァル子……」

			　それを押しとどめたのは、ちょっと困った微(び)笑(しよう)を浮かべたヴァルトルーデだった。

			　それは、そうだ。ヴァルトルーデだっているはずだ。

			　自分がいかに余裕のない状態だったのか、ユウトはまざまざと思い知らされる。

			「まあ、ここはボクに任せなよ」

			「ラーシア。しばらく見ないうちに、おっきくなった？」

			「なってないよ!?　ボクはれっきとした成人男性だからね!?」

			　ヨナの冗談か本気か判断が難しい挨(あい)拶(さつ)にツッコミを入れたラーシアが、ユウトからアルビノの少女を解放して執務室から出て行った。

			「ラーシア……」

			「まあ、大船に乗った気でいて良いよ。あ、ヴァル久しぶり。それじゃ、ヨナに用があるから」

			「なんか、私の扱いが軽くないか!?」

			　ヴァルトルーデは、散々だったが。

			「ありがとう、ヴァル。迷惑かけたな」

			　すっかり毒気を抜かれたユウトが、ヴァルトルーデをねぎらう。

			「迷惑などとは思っていない」

			「それもそうだろう。好きな男からの頼みだからな」

			　巨体にもかかわらず気取られることなく、二人の世界に入りかけたユウトとヴァルトルーデに近づくエグザイル。分かりにくいが、満面の笑みだった。

			「……エグザイル。そういえば、一度決着を付けねばならぬと思っていたところだ」

			　ヴァルトルーデがエグザイルを睨みつける。

			「やるか」

			「望むところだ」

			「やめなさい」

			　アルシアが一喝した。

			「む。仕方ないな」

			「ごめんなさい」

			　しゅんとするエグザイルとヴァルトルーデ。このやり取りも久しぶりだなと、ユウトは相好を崩した。

			　とりあえずヴァルトルーデも室内に招き入れ、再びソファに集まった。

			「まあ、ヨナも本気で言ったわけじゃないはずだ」

			「分かってるよ」

			　エグザイルのフォローに、ユウトはうなずく。しかし、次に聞こえてきた言葉に、思わずソファからずり落ちそうになった。

			「初恋の人がいなくなるって言うんだ、そりゃ余裕もなくなるってもんだ」

			「……は？　初恋って？」

			「ヨナが、ユウトのことを好きってことだ」

			　脳の処理が追いつかない。隣に座るヴァルトルーデも似たような状態だが、お互い気づいてはいなかった。

			「いや、でも。まさか、ヨナはまだ子供だぞ？」

			「ヨナも女の子ですよ」

			　アルシアがたしなめるように言う。

			「それはそうだがなぁ、しかし……。そうなのか？」

			　ユウトがすがるような目でエグザイルを見る。

			「俺に聞くなよ」

			「じゃあ、誰に言えというのだ」

			「そう言われると、俺しかいないか……」

			　いないのだが、言われてもどうしようもないというのがエグザイルの本音だ。

			　ヴァルトルーデや地球のことを抜きにしても、ヨナは幼すぎる。近所の小学生に「大きくなったら、お兄ちゃんのお嫁さんになってあげるね」なんて言われているようなものだ。

			　そう考えると……。

			「……どうもする必要はないのか」

			「そうですね」

			　アルシアが冷静に肯定する。

			「ですが、ちゃんと釈明はしてもらいますからね」

			「それは、もちろん」

			　とは言え、どう説明したものか。

			　見慣れた天井を眺めながら、このあとに訪れるだろうヨナとの会話をシミュレートするユウト。

			「よし。なんか、美(う)味(ま)い物でも買ってこよう」

			「いきなり、物で釣ろうとするんじゃない」

			「ダメか……」

			　うな垂れるユウトの耳に、ガチャリと扉の開く音が飛び込んでくる。

			「ヨナ……」

			「ごめんなさい」

			　予想外に早くヨナが現れ、しかも、頭を下げてきた。

			「お、おう。分かってくれたらいいんだ」

			　ユウトは面食らってしまい、それを受け入れることしかできない。ラーシアはなにを言ったんだ？　と疑問だけが深まっていく。

			「よく言えたね、ヨナ。さあ、もうひとつ言うことがあるよね？」

			「うん」

			　後ろにいたラーシアが、勇気づけるかのようにぽんとヨナの背を叩いた。いつもの悪戯っぽい微(び)笑(しよう)は消え、まるでヨナの兄のようにも見える。

			「でも、ユウト約束して」

			「約束？」

			「そう。故郷に帰るのは仕方ない。でも、こっちに帰ってくる方法を全力で探すこと」

			「ヨナ……」

			　それ以上、ユウトはなにも言えなかった。

			　言いたいことも、言うべきこともあったはずだ。ヨナにこの言葉を発せさせるため、ラーシアがなにを言ったのかも気になる。

			　しかし、そのすべてが霧(む)散(さん)してしまう。　

			「俺の故郷には、魔法なんてないんだ。だから、俺が帰っても、魔法が使えるかは分からない。いや、たぶん、使えないんじゃないかと思っている」

			　正直に、思っていることをぶつけた。

			　その真剣さが通じたからか、今度はヨナもなにも言わない。

			「でも、そうだよな。だからって、最初から諦めるのは間違ってるよな」

			　ユウトは、そっと小指を出した。

			「俺の故郷じゃ、こうやって約束するんだ」

			　そう言って、ヨナに指切りの言葉を教える。

			「針千本飲むの？」

			「飲まないで済むように、あっちでも頑張るよ」

			　ユウトの微(び)笑(しよう)につられ、ヨナが笑った。

			　推移を見守っていた仲間たちも、ほっと息を吐く。

			「うんうん。雨降って地固まるだね。良い話だなぁ」

			　ラーシアが微笑(ほほえ)みながら言った。

			「そうだな。なにせ、俺たちの冒険じゃ、ユウトの故郷の地球とやらの情報はまったく得られなかったからな」

			「うわわわわっ。エグ、それを言っちゃダイナシじゃないか！」

			　二人はそのために、忘(ぼう)却(きやく)の大地にまで遠路はるばる行ったわけだ。

			　疑問が氷解すると同時に、ユウトの胸を複雑な感情が満たしていく。

			　帰りたい、という気持ちに変わりはない。

			　だが、帰る手段なんて、見つからなければ良かったのに。　

			　そうも思ってしまうのだ。

			　

			　そこは、光の差さぬ漆(しつ)黒(こく)の空間だった。

			　ここは、ブルーワーズであって、ブルーワーズでない場所。

			　世界と世界の狭(はざ)間(ま)。

			　そこに、一人の男が姿を見せた。前触れもなく、突然に。

			　しかし、この闇のなかだ。

			　当然、気配や雰囲気という朧(おぼろ)気(げ)で不確かな感覚でしか、その出現に気づくことはないだろう。

			　けれども、それは幸いである。

			　もし完全な暗闇を見通す瞳(ひとみ)を持つ者がいたならば、この空間にその男以外の存在がいることに気づいただろう。

			　そう。まるで生物を石化させたかのように、精(せい)緻(ち)で邪悪な悪の相を持つ亜人種族や巨人種族が無数に立ち並んでいることを。

			　そして、最奥に巨人種族よりも巨大でおぞましいなにかが、存在していることに――

			　すでに心が壊れたその男は、なんの躊(ちゆう)躇(ちよ)も迷いもなく最奥へと進み、そのなにかの前で無限貯蔵のバッグの中身をぶちまけた。

			　散乱する、人間ぐらい――否、それは人間そのものにしか見えない。

			　それは、元は人間だったモノ。

			　今は、もう、物だ。

			　野盗の類を狩り、餌とする。

			　復活のための生け贄(にえ)ではない。

			　儀式に必要なわけではない。

			　単純で純粋に餌だ。

			　男――〝虚無の帳(ケイオス・エヴイル)〟の支配者――エレクティオであった己が、野盗の類を狩り出すなど落ちぶれたものだ……などとは思わない。

			　それが必要で、もっとも危険が少ないのだから。

			　充分に餌が積み上がり、紅く妖(あや)しい光が浮かぶ。

			　それは、四対の眼。

			　自然界に存在しうる。しかし、冒(ぼう)涜(とく)的な瞳(ひとみ)。

			　ほんの刹那で、うずたかく積まれた餌が消え去った。

			　四対の眼が満足げな光を放つ。

			　文字通り瞬(またた)く間に――そこは、再び絶対の闇へと閉ざされた。

		

	
		
			２・二人の時

			　

			「デートに行こう」

			「……デート？」

			　ユウトに呼び出されたヴァルトルーデは、突然聞かされた意味の分からない単語に困惑していた。

			「そうか、デートが通じなかったか」

			　ヴァルトルーデの困惑を翻(ほん)訳(やく)の問題と直感したユウトは、しばし目をつぶって語(ご)彙(い)を検索する。

			　ここはいつもの執務室ではなく、工房と自称している、魔道具(マジツクアイテム)を作製するための部屋。この城(じよう)塞(さい)には空き部屋がたくさんあるため使うこと自体は問題ないが、内部の散らかり具合は、秩(ちつ)序(じよ)だった行動を規範とするヴァルトルーデには耐え難いものだった。

			「ユウト、お前は疲れているんだ」

			　この部屋の惨状を見れば一(いち)目(もく)瞭(りよう)然(ぜん)。

			　軍役の代わりに納めるいくつかの魔道具(マジツクアイテム)が乱雑に転がり、ラーシアたちが「ボクらには要らないけど、なにかに使えるかなと思って」と持ち込んだ――彼らにとっては――弱い魔力しか持たない魔法の武器や防具も、片隅に積み上げられている。

			　それ以上に、今のユウトは目の下の隈は濃く、髪もボサボサ。おまけに妙にテンションが高い。寝不足、あるいは疲労状態にあるのは明らかだった。

			「魔道具(マジツクアイテム)を用意してくれるのは嬉(うれ)しいがな、なぜそこまで」

			「そりゃ、ヴァル子とデート……逢い引きするために決まってるだろ」

			「逢い……引きだと……？」

			　聖女の秀(しゆう)麗(れい)な相(そう)貌(ぼう)が、音でもしそうなほど瞬時に赤く染まった。

			　なるほど、デートとは逢い引きのことだったか……とようやく理解し、さらにヴァルトルーデの頭のなかが真っ白になる。

			「や、やはり冷静ではないのではないか？」

			「そのために頑張ったんだ、俺は」

			　くすぶっていた火が風であおられ炎となるかのように、死体のようだったユウトが突然立ち上がって、両手でヴァルトルーデの手を握った。

			　普段なら絶対にしない行動だ。

			　テンションに、状態異常を発症している。

			「わ、分かった。だが、まずは休め」

			　今はまだ早朝と朝の中間程度の時間帯だったが、すぐにデートとはいかない。今のユウトは、絶対におかしい。

			「明日であれば、いくらでも付き合うから」

			「よっし。じゃあ、明日だな、明日。明日、街の入り口で待ち合わせな。雨が降ったら、《天候操作(ウエザー・ブレイク)》でどうにかするからな」

			　そんなとんでもないことを言いながらユウトは目を閉じ夢の世界へ旅立った――立ったままで。

			「おい、ユウト！」

			　糸が切れた人形のように、ユウトはそのままヴァルトルーデのほうへと倒れ込んだ。意識のないまま、慎ましいが柔らかなふくらみに顔を埋める。

			「どうしろと言うのだ……」

			　ユウトを部屋まで運ぶのは容易(たやす)い。だが、誰にも見られずに、それを成し遂げられるのか？

			　結局。

			　ヴァルトルーデは、この混(こん)沌(とん)に満ちた部屋で、ユウトが目覚めるまで膝(ひざ)枕をして過ごすことになった。

		

	
		
			[image: p158.jpg]
		

	
		
			　未だ発展途上だが、活気ある町並み。

			　整備された街道と、それに合わせて延びる線路。　

			　少し離れた場所に広がる牧草地と、そこを自由に駆け回る数十頭の馬群。

			　ヴァルトルーデを待つユウトの目には、そんな光景が広がっている。

			　どうやって口説き落としたのかは覚えていないのだが、目が覚めたユウトは、ヴァルトルーデとのデートの約束をはっきり覚えていた。もちろん、それが妄想でないことは確認済み。

			　一緒に城(じよう)塞(さい)から出ようとしたところで、準備のためアルシアに連れて行かれたヴァルトルーデとは、街の外で待ち合わせをすることになっていたので問題ない。

			「完全に、デートだな」

			　改めてそう認識すると身悶(もだ)えしそうになるが、うろたえない。大魔術師(アーク・メイジ)は常にクールでいなくてはならないと、無理矢理平静を保つ。

			　顔は多少にやけていたが、それは仕方ないだろう。

			　純白の大魔術師(アーク・メイジ)のローブは着ていないものの、いつもの制服姿。もう少し他にないものかと自分でも思うが、制服で放課後デートというのも乙なものじゃないかと思うことにした。

			　浮かれすぎて、思考が意味不明だ。

			　時間は、ちょうど昼前といったところなのだが。

			　ファルヴの街の東門――城壁はないが、正門に当たる場所はある――の近くでたたずんでいるユウトのほうへ、一台の馬車が近づいてきた。

			　金属の車輪と木製のレールがこすれる重厚な音。特別な素材だけあって、木製の線路でも運行に支障はない。

			　馬車自体も、二頭立てだが、普通よりも大型で、迫力が違う。御者台と車(しや)掌(しよう)席の辺りに強(こわ)面(もて)の男たちが待機している。警備を委託している傭(よう)兵(へい)だ。

			　彼らとは月単位の契約で、報(ほう)酬(しゆう)は金貨二〇枚。特筆するほど良い給金ではないが、保険制度は彼らにも評判が良い。通常は怪(け)我(が)をしても自己責任のところ、格安で治療を受けられるのだから当然だ。

			　しかも、申請すれば家族まで同じ保証を受けられる。

			　ユウトとしては日本の制度を取り入れただけなので実感は薄いが、このブルーワーズでは革命的な施策だった。

			　馬車鉄道は徐々にスピードを落としていき、屋根はあるが簡素なホームへ向かっていく。

			　ユウトが提案した馬車鉄道。ハーデントゥルムからの定期便が到着したのだ。

			　これは人を乗せているが、貨物のみの車両も含め、一日に六往復ほどしている。

			　停車すると同時に、タラップから乗客が降りてきた。職員たちは、あわただしく馬の世話や馬車の点検を始める。

			　ユウトは、なんとなしに、その光景を見ていた。何度も視察には訪れているが、自分の提案が形になっているのを見るのは、いつ見ても不思議な光景だった。

			　馬車から降りた一人の男が貨物スペースから荷物を取り出し、ひょいと背負ってファルヴの街へと向かって行く。

			　最近、早朝にハーデントゥルムの漁港で揚がった魚介類を、ファルヴに売りに行く行商人が増えているという。恐らく、彼もその一人なのだろう。

			　安価で、護(ご)衛(えい)もついて安全。しかも、定期便のため利便性が高いと、馬車鉄道は評判になっていた。

			　ユウトとしても一安心だ。

			　しかし、自分は口と金を出しただけ。実際の功績は線路を造り、引いたドワーフたちや、実際に運営をするハーデントゥルムの業者たちのものだと、本気で思っている。

			　ユウト自身、オリジナルの呪文を作って貢(こう)献(けん)しているのだが、大したことはしていないと考えているようだ。

			「待たせたな」

			　振り向くと、そこに美少女がいた。

			　黄金を溶き流したような明るいブロンドの髪。最高級のサファイアをも霞(かす)ませる瞳(ひとみ)。絹(きぬ)よりも滑らかで肌理(き　め)の細かい肌。

			　戦いの邪魔だからと結い上げていた髪は、一年経って、だいぶ伸びていた。

			「ああ……」

			　万言を尽くしても言い表すことのできないヴァルトルーデの美しさに、慣れているはずのユウトでさえ言葉を失う。

			　今来たところだけどと、定番の台詞(せりふ)すら出てこなかった。

			「そんなに見るな、恥ずかしいではないか」

			「お、おう」

			　代わり映えのしない格好のユウトと違い、ヴァルトルーデの服は初めて見るものだ。

			　純白のワンピースに編み上げブーツといった活動的な格好だが、シンプルでよく似合う。目立ちすぎないデザインだが、生地も仕立ても最上級だ。

			　だが、彼女が着るとそれだけで、どんな衣装でもただの引き立て役になってしまう。ある意味、職人泣かせと言えるだろう。

			「馬車鉄道か」

			　ユウトの視線の先にある馬車鉄道の駅を見て、ヴァルトルーデが思い出したように言った。

			「最初に聞いたときはただの馬車で良いと思ったのだが、評判が良いようだな」

			「うちの領土は、結構山がちだからね。それに、特産品の玻璃鉄(クリスタル・アイアン)は重たい」

			　ユウトも、平原ばかりであれば、ヴァルトルーデの言う通り駅馬車の整備で止めていただろう。だが、メインツまで物流網に加えるとなると、そうはいかない。コストはかかったが、行政がやるべき仕事である。

			　実のところまだまだ赤字なのだが、「公共交通機関ってそういうものだね」と笑って受け流すユウトだった。

			「というか、どうやって来たんだ？」

			「あー。アルシアに着せ替え人形にされたあと、ヨナに《テレポーテーション》で飛ばされた」

			「なんて超能力(サイオニツクパワー)の無駄遣いを」

			　しかし、そうなると今日のデートは完全にバレバレだ。

			　これはもう、覚悟を決めて楽しむしかない。後悔がないように。

			「じゃあ、こっちに来てくれ」

			「ああ」

			　ヴァルトルーデが手の届くような距離に近づいたことを確認し、ユウトは巻物(スクロール)を一枚取り出した。

			「《反射変装(リフレクテイブ・デイスガイズ)》」

			　二人を中心として魔力の光が周囲を覆(おお)うが、ただそれだけ。

			「なにも変わらないな」

			「そういう呪文だから」

			　呪文が発動して魔力を失った羊(よう)皮(ひ)紙(し)の巻物(スクロール)をしまいながら、苦笑しつつユウトは答える。

			　実際の姿は変わらないが、彼らを見る者には、特徴のない同族の者と誤解させる幻影術。本来は、冒険者がゴブリンの巣穴などに忍び込む際に使用される。

			「つまり、領主と家(か)宰(さい)ではなく、ただの住民として認識されるわけか」

			「ヴァル子のわりに察しが良いな」

			「ふふん」

			　どうやら、機嫌も良いようだった。

			「じゃあ、行こうか」

			　さりげなく。

			　少なくともそう見えるように、ユウトはヴァルトルーデの手を握った。ひんやりとした感触。握った部分が、すぐに熱を持つような錯覚。

			　一瞬、ヴァルトルーデがユウトの手を払うように動きかけたが、意思の力で押さえつけ、逆にぎゅっと握り返してきた。

			　ユウトは知っている。ヴァルトルーデが自分の手にコンプレックスを抱いていることを。剣ダコのできた手に、引け目を感じていることを。

			　無論ユウトは気にしてはいないし、気にする余裕もない。

			　それでも、ヴァルトルーデが受け入れてくれることが嬉(うれ)しかった。

			「先に、牧場を見て行きたいんだけど」

			「ああ、構わない」

			　まっすぐファルヴの街へは向かわず、寄り道をすると言うユウト。ヴァルトルーデもうなずき、手を繋いだまま歩き出す。

			　最初から、こうするつもりだったわけではない。

			　ただ、白いワンピースを着たヴァルトルーデが、高原にいる深窓の令嬢みたいだったから牧場へ行きたくなった。

			　実は、それだけだった。

			「俺はかなり、恥ずかしい奴だったんだろうか……？」

			「どうした？」

			「いや、なんでもない」

			　程なくして、ファルヴ近郊の牧場へと到着した。

			「おー。馬が走ってる、走ってる」

			　日本で――というよりはテレビで見たことがある馬よりも、背は低いががっちりとした体格。今は運動の時間なのか、何頭かの馬が楽しそうに土(つち)埃(ぼこり)を上げていた。

			　かなりの迫力だ。

			　こうして見ると、動物もモンスターも、脅(きよう)威(い)という意味ではあんまり変わらないよなぁ、と思ってしまう。地球人ならではの思考だろうが。

			　見慣れているヴァルトルーデは、むしろ呆れて言った。

			「馬が走るのは、当たり前だろう。大金を出して買ったのだからな」

			　土地は、いくらでもある。飼料も集められる。

			　だが、馬自体はそうはいかない。野生馬を捕まえても使い物にならないから、買ったのだ。一気に、一〇〇頭ほど。

			「諸々で、金貨一万枚ぐらいかかったっけなぁ」

			　日本円にして約一億円。

			　牧場を立ち上げるのに妥当な金額かは分からないが、この世界の馬の価格としては妥当なところだ。もちろん、馬(ば)丁(てい)への賃金や厩(きゆう)舎(しや)の建築費は別。

			「今さらだが、いきなりここまでする必要があったのか？　馬車鉄道に必要なのは分かるし、何頭かは村にも配っているのだから、無駄ではないのだろうが……」

			「役に立っているのは分かるけど、無駄遣いのようで不安だって？」

			　最初は、もう少し小規模でも良かったのではないかというヴァルトルーデの思いを、ユウトは正確にくみ取った。それでいて、彼には反省した様子はない。

			「そうだ。しかし、分かっているなら、自重……しないのだろうな」

			「金は使うためにあるんだ」

			　ヴァルトルーデの手を握る力を強めながら、断言するユウト。

			　稼ぎのほとんどを、より強力な装備へと費やし続けてきた冒険者らしい台詞(せりふ)だった。ヴァルトルーデも、本質的には同類なので、強くは言えない。

			「それに、ちょっとは回収してるだろう？」

			「ああ、免状制度のことか」

			「遊ばせるのももったいないと思って、運転免許証と似たような物を作ってみたけど、意外と受けたな」

			「運転免許証――前に言っていた、鋼鉄の自走馬車の許可証のことか。確かに、そのような物を庶民も乗り回すのであれば、ルールを定めなくてはならないだろうな」

			　納得というよりは共感した様子で、ヴァルトルーデはうなずいた。

			「しかし、ヴァル子が馬に乗れないことから始まったんだから、これも意外な展開だよな」

			「いや、乗れるぞ。乗れるが、技術的に未熟なだけだ」

			　今度は、ヴァルトルーデが手を握る力を強めて主張する。

			　とてもこのイスタス伯爵領のツートップとは思えない会話だが、《反射変装(リフレクテイブ・デイスガイズ)》呪文の効果で、馬(ば)丁(てい)たちも雇い主がこんなところにいるとは気づかない。

			「俺にはその辺の境界が分からんが、お墨(すみ)付(つ)きは得たわけだしな。自作自演だけど」

			「うう……。地下迷宮の探索専門でなければ……」

			　ユウトからすると、馬に乗れるだけで凄いのだが、ヴァルトルーデの基準だと、ただ走らせるだけでなく易々と障害も乗り越えられないと一人前とは言えないらしい。

			「そうだ。ユウトだって、私よりも下手だっただろうに」

			「馬に乗ったことがなかった異世界人に勝って誇りが守れるのなら、それでも良いけどな」

			「だ、だから練習したのだろう？」

			　聖堂騎士(パラデイン)たるヴァルトルーデが馬術を蔑(ないがし)ろにしてしまったのには理由がある。

			　聖堂騎士(パラデイン)は仕える神から特別に乗騎（たいていは軍馬）を賜(たまわ)るのだが、ヴァルトルーデは代わりに《降魔の突撃》の加護を得ていた。

			　彼女が言う通り、ダンジョンでは軍馬が十全に活躍できるとは限らない。その判断自体はユウトも妥当だと思っている。

			　しかし、格好がつかないのも事実であり。

			　せっかくだからと、馬を大量に買った際、一緒に練習に励んだのだ。

			「そうだな。もともとヴァル子はフィジカルお化けみたいなもんだし、すぐに上達すると思ってたよ」

			　だから、ちょっとした冗談として乗馬免状を贈ったのだ。作ったのはユウトだが、勝手にヴァルトルーデの署名を入れて。

			　ユウトが呪文で生成した洋紙を使い、インクも使用済みの巻物(スクロール)を焼いた灰を混ぜた特別製という凝りよう。そのときは、一枚だけのつもりだったので問題はなかったのだが。

			　しかし、どこから伝わったのか、同じ免状が欲しいという要望が寄せられるようになった。

			　そこで、訓練費用も込みで金貨一〇枚――一〇万円程で受け入れた。

			　暴利である。

			　要するに申し込むなよ――という意味だったのだが、殺到はしなかったものの、コンスタントに希望者が現れてしまった。イスタス伯爵領民だけに限ったにもかかわらずだ。

			　英雄としてのヴァルトルーデのステータス、そして偽造が難しい身分証のような書類を送ってもらえる。そう考えれば、特別に高額でもなかったのだ。

			　それに、大型投資による好景気に沸いているという側面もある。

			「まあ、ヴァル子の文字の勉強にはなるよな」

			「馬鹿にするな。私だって、自分の名前ぐらい書ける」

			「そうだな……」

			「やめろ。そんな生暖かい目で私を見るな」

			　表面上は恋人同士には見えないやりとりだが、手を離すことはない二人だった。

			「そろそろ、行こうか」

			「ああ。構わないが、なにを見たかったんだ？」

			　もちろん、ヴァルトルーデの可愛(かわい)いところ。

			　などとは口が裂けても言えず、ユウトはヴァルトルーデの手を握ってファルヴの街。二人の街へと歩みを進めていった。　

			　

			　ファルヴに城壁はない。

			　ヴァルトルーデとアルシアが儀式を行って、周囲に展開した《悪相排斥の防壁(ウオール・オブ・ヴアーチユー)》により、悪の相を持つクリーチャーは排斥され、街の治安は守られている。

			　とはいえ、門衛がいないわけではない。東西南北の入り口――壁がないので、街から街道への接続口に設置されている――で、形式的なチェックをする程度ではあるが。

			　通行税などもないので、他の土地でかけられた賞金首などあからさまに怪しい人間を取り締まるか、違法な物品が持ち込まれていないかを確認する程度の仕事しかない。

			　しかし、揃いの革鎧と槍(やり)を装備した門衛たちは勤勉だった。

			　入市を待つ一〇人ほどの列に並んだユウトとヴァルトルーデは、その仕事ぶりを観察する。

			　もちろん、手を繋いだまま。

			　高圧的な態度はとらず、申し訳なさそうに聞き取りをし、手早く荷物のチェックをしては笑顔で送り出している。ちょっとした質問にもきちんと答えていた。

			　過去に不審者を捕らえたという報告を何度か受けているし、腕も立つ。

			　さすが、ヴァルトルーデの面接を通過しただけのことはある。

			　にもかかわらず、ユウトは苦笑を浮かべていた。

			「なんか。これって、抜き打ちテストになってないか？」

			「そ、そうだな。だが、お忍びというのは、そういうものではないか？」

			「確かに一理あるけどな……」

			　しかも、デートの途中で意図せずに遭(そう)遇(ぐう)しただけなのだから、いたたまれない。

			　門衛の二人ともが誠実に職務に励んでおり、注意も処分も必要のないのは救いと言えた。なにか理由を考えて、ボーナスでも出すべきかも知れない。

			「ようこそファルヴへ」

			　ゲーム内のＮＰＣのような、しかし、他に言いようもない台詞(せりふ)で迎えられる二人。さすがに手を離してチェックを受ける。

			《魔力感知(センス・マジツク)》までは導入していないので正体が見破られることもなく、荷物もほとんどないため、何事もなく街に入ることができた。

			　再びどちらからともなく手を繋ぎ――しかし、その行為で改めて状況と気持ちを認識してしまい、平常心ではいられなくなる。

			（大丈夫だ、大丈夫なんだ。ヴァル子も、嫌がってないし。少なくとも、拒絶はされていない……はず）

			　シーソーのように強気と弱気を行き来しつつ、やっぱり恥ずかしいのでユウトの視線は揺れる。

			　ふと、足下の砂銀が目に入った。

			「ちゃんと残ってるんだな、これ」

			「当たり前だろう。私たちが儀式を行ったのだぞ」

			　さすがに、小声で語り合う二人。

			　そのまま立ち止まり、改めて溝に描かれた銀のラインを眺めた。似たようなことをしている人間が他にいるので、ことさら目立つことはない。

			「《永続化(エタニテイ)》の呪文がかかっているから、雨でも風でも関係ないしな。そう言えば、知ってるか？　この溝に沿って一周歩くと、願いが叶(かな)うとかいう噂(うわさ)」

			「ああ……。まあ、良いのではないか？　私たちにとってはただの呪文だが、信仰とは元来そういうものでもある」

			「御利益はないのに」

			「信仰の話をしているはずだが」

			　ヴァルトルーデとでは、というよりは、ユウトとブルーワーズの人間とでは信仰に関する見解がかみ合わない。だが、「まあ、今さらか」と深入りは止めた。

			「ただの触(しよく)媒(ばい)なのにな」

			「それが、信仰なのだ」

			　得意げなヴァルトルーデとともに、ユウトはファルヴへと歩みを進める。

			「しかし、ここがつい一年前までなにもない廃(はい)墟(きよ)だったとは、もう想像できないな」

			　ユウトが区画を整えた街は、ドワーフたちの手によりいくつもの建物が建てられ、街路も整備されており、まだまだ建設途上ながら活気に溢れている。

			　いや、成長中だからこその熱気だ。

			　今も、そこかしこで工事が続き、それに従事する者の需要を当て込んだ出店が続き……と好循環を生んでいる。

			「ただ、ほとんど平屋建てなのが、将来的に心配なところだが」

			「仕方ない。さすがに水道を二階以上に上げるのは難しかった」

			　建物の設計はほとんど職人や施工者任せ。区分けもそれ程厳密ではないが、上下水道の整備にはこだわった。

			「確かに、水道が便利なのは分かるが、街を広げるとなると、また《悪相排斥の防壁(ウオール・オブ・ヴアーチユー)》の儀式をする……のは良いが、金がなくなるぞ」

			「稼げばいいさ。俺がいなくてもできるだろ？」

			　明快すぎる解決策に、ヴァルトルーデは苦笑を浮かべた。

			　各建物には原始的な上下水道と、常時流れる形式ではあるが、水洗のトイレが設置されている。

			　水はあらかじめ地下に設置した陶製の上水道から供給され、排水は下水へと流される。陶製なのは《大地鳴動(アース・ムーヴ)》の呪文で同時に準備をしたからで、それ以上の理由はない。

			　工事に関しては、トルデクたちをはじめとするドワーフたちの技術と労力を、総動員した。苦労のすえなんとか形になったのだが、「割の良い仕事だと思っていたのですが……」というトルデクの苦笑いは、今でも簡単に思い出せる。

			　次は、ハーデントゥルムとメインツにも同じ施設を作るからと言った瞬間の顔も忘れられない。

			　上水道は、街の傍らを流れる貴婦人川から。下水はファルヴから数キロメートル離れた溜め池へと送られ、そこで浄化してから川へ流されている。

			　浄化には、神術魔法の《食物浄化(ピユアリフアイ)》を利用した。

			　腐った食べ物や飲料水を浄化する、初級の神術魔法。貴重な恵みを無駄にせず、飢えや乾きから救いをもたらす、慈(じ)悲(ひ)ともいえる呪文。

			　それを魔化したフィルターで下水を浄化するというアイディアに対し、アルシアは「これは、ある種の冒(ぼう)涜(とく)なのでは……」と納得いかない様子だったが、ユウトは意図的に無視をした。

			　民人が幸せになって、文句を言う神もいないだろう。

			「まあ、金があるからこそできることだけどな」

			　街の大通りを進みながら、ユウトがつぶやく。

			　道は広く、馬車鉄道用の線路が中央に走っている。道はなだらかな曲線を描いており、側(そつ)溝(こう)へと雨水が流れる仕組みになっていた。

			　また、一〇メートルほどの間隔を空けて街灯が設置されており、玻璃鉄(クリスタル・アイアン)のプロモーションにも一役買っている。

			「浄化装置だって、ただじゃない」

			「それはそうだが、生活が豊かになるのは良いことではないか。なにが不満なのだ？」

			　言葉のなかの棘(とげ)を敏感に感じ取ったヴァルトルーデが、ユウトへ問いかける。

			「いや、偉い人の思惑通りだなと思ってね」

			「ああ、最初にも言っていたな。まったく、いくら金があるからと言っても、私たちのような冒険者が、国に対して、なにかできるはずもないだろうに」

			「偉い人にはいろいろあるのさ、いろいろな」

			　貴族へ戦争を仕掛けようとしたことは棚に上げるヴァルトルーデに、ユウトが苦笑する。

			　実際――今はかなり目減りしているが――彼らが所持していた資産は、国家予算の数パーセントに匹敵する。それと英雄の武力が結びついたらどうなるか。

			　あまり想像したくはないだろう。

			　それゆえ、彼らは不自然なまでに高い地位を与えられ、領地開発を命じられた。

			　ユウトたちも、その事情まで理解した上で従った。

			　ある意味、共犯関係は成立していたと言える。

			「まあ、短期間にここまでとは思ってなかっただろうけどな」

			　二人は足早に街の南東へと移動した。この南東のブロックは商業地区に設定されており、イスタス伯爵領内外から商会の出店ラッシュが続いている。

			　しかし、目的地はそこではない。

			　さらに街の内側。

			　ファルヴの城(じよう)塞(さい)からも見える場所にある市場が二人の目的地だ。

			「ふむふむ。賑わっているではないか」

			　道の両脇を埋める露店の連なりを、興味深そうに眺めながら歩くヴァルトルーデ。市場が珍しいのではなく、ファルヴの市場が珍しいのだ。

			　そんな彼女の様子を微笑(ほほえ)ましいと眺めつつ、ユウトは露店のひとつで林(りん)檎(ご)を購入した。

			　林(りん)檎(ご)は栽培が難しいため、他の果物に比べると高価なのだが、そんな果物が並んでいること自体、ファルヴが好景気に湧いている事実を表している。

			「落ち着けよ、ヴァル子。田舎(いなか)者に見られるぞ」

			「まあ、私は実際に田舎(いなか)者だが、それよりもユウトはかなり慣れているようではないか」

			　ユウトから受け取った林(りん)檎(ご)をかじりながら、なじるようにヴァルトルーデが言う。

			　そんな仕草で。ただそれだけで、ユウトの目は釘づけになった。美人は三日で飽きると言うが、ヴァルトルーデを見たことがないからそんなことを言えるのだ。

			「美人は得だな。なにをやっても様になる」

			「なんだいきなり。美人などと……」

			　上の空だったせいで、言うつもりのなかった言葉が口をついて出た。内心で慌てつつ、ユウトはなんとか誤(ご)魔(ま)化(か)す。

			「事実だろ？　ヴァル子ほどの美人を見たことないぞ」

			「そ、そうやって誤(ご)魔(ま)化(か)すつもりだな！」

			　意外と、ストレートな押しに弱いヴァルトルーデだった。

			「そんなつもりは割とあるが、とりあえず市場には結構、来てるぞ、主にヨナと。仲直りした後なんか、かなり頻(ひん)繁(ぱん)にな」

			「砂漠まで付き合った私は、一体なんだったんだろうな……」

			　妹のような少女とユウトとの蜜月ぶりに、思わず遠くを見る目をするヴァルトルーデ。

			「それより、なぜ私も誘ってくれなかった」

			「ヨナが二人っきりのほうが良いって言うからなぁ。まあ、どうせ行くなら、好きな物を買ってくれる相手と行ったほうが、良いんだろ」

			「ユウトが甘いだけではないか」

			「そうとも言う」

			　ユウトはまったく悪びれることなく肯定した。

			「まあ、今日は俺のおごりだから機嫌を直せよ」

			「まったく。仕方がないから誤(ご)魔(ま)化(か)されてやろう」

			　笑顔を見合わせた二人は、手を取り合って市場を進んでいく。

			　人通りは――ごった返すほどではないが――はぐれないようにと言い訳して、手を繋ぐ力を強くできる程度には多い。

			　市場には、食料品を並べている店が目に付く。見れば、馬車鉄道の駅で見かけた行商人が鮮魚を並べていた。その他、生活雑貨や布を売る店があれば、珍しい香辛料を売る店もある。

			「あそこの看板と同じ物を先ほども見たな」

			「あれは、商会の看板だよ。基本的に商会は小売りをしていないが、直接取引のある露店には自分のところの看板を貸している。要するに、傘(さん)下(か)にある店ってことだな」

			「よく知っているな」

			「……むしろ、なぜ知らないのかとツッコミを受けても仕方がないレベルなわけだが」

			　なぜか？　それは、ヴァルトルーデだからである。

			　決して、蔑(ないがし)ろにしているわけではない。しているわけではないが、許容量を越えた詰め込みをしても仕方がないのだ。

			「おお、武器もあるのか。こういうところに掘り出し物があったりするんだぞ」

			「それはないだろ、さすがに」

			　ヴァルトルーデが、地面に広げた布の上に無造作に広げられた剣や槍(やり)を、嬉(うれ)しそうに手に取る。

			　このような露店も珍しくない。

			　武器や防具、それに値段からして怪しいポーションが売られているのも、ブルーワーズならではだろうか。よっぽど酷いものでなければ、取り締まられることはない。自己責任だ。

			「……とりあえず、魔道具(マジツクアイテム)の類はないみたいだな」

			「いきなり、楽しみが奪われた……」

			「どんだけ夢を見ていたんだ」

			「お。これは錆(さ)びてはいるが、なかなかの名品ではないか？」

			「いや、まあ、良いけどな」

			　そんな具合に店々を適当に冷やかしていると、芳(かぐわ)しい匂いが鼻をくすぐった。匂いの元を見れば、熊のような親父が串焼きを焼いている。

			「兄ちゃん、鳥の串焼きだよ。どうだい？」

			　視線に気づいた親父が、商機とばかりに売り込みをはかる。

			「ヴァル子、どうする？」

			「食べよう」

			　即決だった。林(りん)檎(ご)を食べたあとにもかかわらず、迷いはなかった。

			「じゃあ、二本くれ」

			「あいよ」

			　受け取った串焼きは、どちらもヴァルトルーデの胃へと消えていく。まさに、瞬(またた)く間にだ。

			「なかなかいけるな。塩……だけではないな。ハーブの香りがする」

			　その食べっぷりは、実に堂に入っていた。しかも、ちゃんと味わっている。

			「悪い、もう二本だ」

			　再び銅貨数枚を手渡し、追加のうちの一本をヴァルトルーデへと回す。それもすぐに、串だけになってしまった。

			　残るは、ユウトの手のなかにある一本のみ。物欲しげな視線を感じつつも、言うべきは言わねばならない。

			「一口ぐらいは、俺も食べたいんだけどな」

			「欲しいとは言っていないぞ？」

			「……分かった。半分こにしよう」

			　これ以上は譲れないと、ユウトが先に口に入れた。焼き鳥はたれのほうが好みだったが、塩も悪くない。もう半分を差し出すのが惜しくなるほどに。

			「せめて、大事に食べてくれ」

			「ははははは。惚(ほ)れた弱みだなぁ、兄ちゃん」

			　親父が笑いながら言う。

			「ああ。惚(ほ)れたら負けさ」

			「違いねえ」

			「違う。これは、緊張して空腹になってだな……」

			　なぜか通じ合うユウトと親父に、さすがに恥ずかしくなったらしい。ヴァルトルーデが言い訳を口にするが、その言葉は弱々しい。

			「緊張すると、むしろ食べられないような気がするんだけど」

			「ひ、人それぞれだ」

			　苦笑しながら屋台の前から移動した二人は、その後も、気づけばあれやこれやと買い物を続けた。

			「常設の市場というのが、良いな。いつでも買えると思うと余裕が持てるし、なにより便利だ」

			「俺の感覚だと当たり前なんだけど。一日も休まず、二四時間やってる店がそこかしこにあったし」

			「話を聞けば聞くほど、ユウトの故郷はおかしなところだな。いつ休むのだ。魔導人形(ゴーレム)にでも店員をやらせているのか？」

			「それについては言葉もない」

			　スローライフが唯一絶対の正義ではないが、確かに日本はなにかおかしいのだろうという気がしてくる。便利なのは疑うべくもないのだが。

			「視察はこの辺にして、そろそろどっかに入ろうか」

			　時計があるわけではないが、それなりに歩いた。休憩しても良い頃合いだろう。

			「視察だったのか？」

			「視察でなければ、デート――逢い引きだな」

			「……そうか。そうだな」

			　そこで黙られると困る……。

			　視線をさまよわせたユウトは、一軒の酒場に標的を定める。ヨナと連れだって何度か行ったことがある店だ。猥(わい)雑(ざつ)だが、煮込みが美(う)味(ま)かった。

			　石造りの建物がほとんどのファルヴだが、二人が向かった店は簡素な木造。その安っぽさが、逆にヴァルトルーデにも好評だった。　

			「久しぶりだな、こういう店も」

			　半分ほど埋まった店内のテーブルをひとつ占(せん)拠(きよ)し、小声でヴァルトルーデが言った。

			「ああ、そうだな」

			　ヴァルトルーデとは久しぶりだ。

			　ファルヴにも、もう少し高級な店もいくつかあるが、今日行く必要はない。まあ、デートでこのチョイスはどうかとも思うのだが、おしゃれなカフェなど存在しないのだ。仕方ない。

			「煮込みとエール、あとなにかつまめるようなものは……」

			「ソーセージがあるよ」

			「じゃあ、それを四人前だ」

			　うなずきを返したポニーテールのウェイトレスが、厨房の奥へ消えていく。

			　料理が運ばれてくるまでの間、ユウトがぐるりと店を見回す。

			　店内では、昼間にもかかわらず男たちが杯を重ねていた。ドワーフたちのほか、いかにも肉体労働者風の人間も多い。一方、この手の店に付き物の冒険者は、見える範囲ではいなかった。

			「はい、お待たせ」

			　ウェイトレスが器用にエールの壷と木製のジョッキ。それに、煮込みの入った深皿を並べていった。若いのに大したものだと、ヴァルトルーデが変なところで感心する。

			　それを横目で見ながら、ユウトが二人のジョッキにエールを注いだ。

			　温いエールを一口。

			　昼間からアルコール。しかも、未成年が。

			　まあ、今さらかともう一口あおる。温く苦く、しかし、美(う)味(ま)かった。

			　ヴァルトルーデは、早速煮込みにも手を出した。

			「美(う)味(ま)いではないか」

			　ありったけの野菜を刻み、豚の内臓を入れて煮込んだだけだが、意外とふんだんに使われている香辛料とハーブで臭みはなく、味に深みを感じる。

			「でしょう？　うちの店は、これで保ってるからね」

			　本気とも冗談とも知れぬ台詞(せりふ)とともに、ウェイトレスはソーセージを置いていく。

			　表面を軽く炙(あぶ)られ、皮には弾けるような弾力があって噛みしめるだけで楽しい。

			「この店にも、依頼票が貼られているのか」

			　ソーセージをフォークで突き刺しながら、ユウトが壁にかけられているボードを眺めた。その視線の先を、ヴァルトルーデも追う。

			「北の山脈のなかにあるという伝説の都市、白金の都の調査か……。依頼人は、王都セジュールにいる魔導師(ウオーロツク)のようだな」

			「そこらの街に手当たり次第、貼ってるって感じだな。まあ、よくあるパターンだけど」

			　冒険者への依頼は、このようにして酒場に張り出されていることが多い。多少名を上げてからであれば、直接依頼を受けることもあるが。

			「せっかくだ。故郷へ戻る前に、なにか依頼を受けてみるか？」

			「面白そうだけど、俺たちが現れたら依頼人がびっくりしちゃうだろう」

			「そうか？　そんなに有名人ではないと思うがな」

			「いや、やっぱりやめておこう」

			　ユウトは首を振った。

			「戻る前にって、まるで帰って来れないみたいじゃないか」

			「ユウト……」

			　酒場の喧(けん)噪(そう)のなか、ぽっかりと沈黙が場を支配する。

			　そのなかを吟(ぎん)遊(ゆう)詩(し)人(じん)の歌が流れていった。

			「世界を救いし英雄、白きヴァルト、ルーデ～」

			「ぶはっ」

			「ユウト!?」

			　エールを吹き出したユウトの口の周りを、ヴァルトルーデが甲(か)斐(い)甲(が)斐(い)しく拭いてくれるが、今はそれに感動している場合ではない。

			「なんだよ、これ……」

			「私たちの歌のようだ……な」

			　不承不承といったふうに、現実を受け入れる彼女。だが、ユウトはその態度に違和感を覚えた。

			　英雄ではあるが、英雄扱いを嫌うヴァルトルーデ。しかし、今の彼女からは、吟(ぎん)遊(ゆう)詩(し)人(じん)の歌への拒否反応がまったく感じられない。

			　そうなると、答えは絞(しぼ)られる。

			「ヴァル子、このことを知っていたな？」

			「なんのことだ？」

			　ヴァルトルーデが煮込みを一気に食べ尽くし、追加注文のためウェイトレスを呼ぶ。

			　誤(ご)魔(ま)化(か)しているつもりらしい。相変わらず、下手な嘘だ。

			「……分かった。私が悪かった。アルシアから言われて知っていた」

			「なんで俺に言わなかったんだよ」

			「絶対に嫌がるからと」

			「まあ、娯楽が少ない世界だし、嫌だけど禁止しようとまではしないぞ」

			「そうなのか？　実は、あの決闘騒ぎのことも、巷(ちまた)では吟(ぎん)遊(ゆう)詩(し)人(じん)が歌っているそうでな。だから絶対に邪魔するから黙っていろと」

			「マジで!?」

			　ユウトは、思わず頭を抱えた。

			「アルシア姐さん、いくらなんでもそれは……」

			「なんだい。うちは初めてじゃないんだろ？　それなのに、『決闘場の愛』も聞いたことがなかったのかい？」

			　ポニーテールを左右に揺らしながら注文を取りに来たウェイトレスが、二人の会話に入ってくる。ヴァルトルーデの歌も含めて、ヨナが、なんらかの手段でユウトの耳に入れないようにしていたのだろう。

			　だがそれ以上に、聞き覚えのない。それでいて不(ふ)穏(おん)なタイトルが気にかかった。

			「『決闘場の愛』？　なんだよ、それ」

			「そこからかい？　そこから説明しなくちゃいけないのかい？」

			「はい。すいません……」

			　凄まれると、高校生の地が出て、いきなり卑(ひ)屈(くつ)になる。

			　そんなユウトに、ウェイトレスは得意げに語り始めた。

			「ここの領主様は、それはそれはお綺麗な人でね、ほんとため息も忘れるほどなんだよ。そんな領主様に、どこぞの貴族が横(よこ)恋(れん)慕(ぼ)しやがったのさ。無理難題をふっかけて、領主様を手込めにしようって算段ね」

			　まあ、そういう解釈もできなくはないか？　普通、金貨一〇万枚も払うとは思わないし、まともな要求とも思われないだろう。

			　そこまでは、まだ良かった。

			「それにお怒りになったのが、魔術師(ウイザード)様さ。純粋に領主様にお気持ちを捧(ささ)げていらっしゃったんだから、当然さね。そこで三本勝負の決闘になったのよ」

			「三本勝負……？」

			「最初は呪文を使った決闘、次にどこぞの貴族の私兵どもも加わっての一戦。最後に、横(よこ)恋(れん)慕(ぼ)した貴族の野郎を、呪文を使わない一対一の決闘でやっつけるのさ！」

			　夢見る乙女のように語るウェイトレスに、ユウトは言葉を挟むことができない。理解もしたくない。

			　ただ、台風が過ぎ去るのを震えて待つ心境だ。

			「なにそれ、俺の知ってる決闘と全然違う……」

			「ん？　なにか言ったかい？」

			「いいえ」

			「あ、じゃあ、吟(ぎん)遊(ゆう)詩(し)人(じん)にリクエストしとくから、ゆっくりしてってね。ついでに、どんどん注文しておくれよ」

			　そう言うと、ウェイトレスは鼻歌を歌いながら立ち去った。

			「さ、サービスの良い店ではないか」

			　ヴァルトルーデがウェイトレスの背中を見つめながら言った。

			「これ、ヘレノニア的にありなの？」

			　ユウトは純粋に聞く。

			「英雄が英雄であることも、任務のひとつだ」

			「……飲まなきゃやってられん」

			　結局、ユウトは安物のエールをさらに追加した。

			　この年でやけ酒を飲むことになるとは。

			　人生って分からないなと、しみじみ思ってしまった。

			　

			「飲みすぎた……」

			　酒場を出たユウトは、ダウン寸前だった。悪酔いした理由も分かるが、肩を貸しているヴァルトルーデとは雲(うん)泥(でい)の差。

			　今は、鼻先をくすぐるヴァルトルーデの髪の香りを感じる余裕もない。

			「認めたくないものだな。自らの若さゆえの過ちというものを」

			「あれくらいで、だらしない」

			「いや、ヴァル子が異常なだけだからな？」

			「ほう、私の《手当て》は必要なさそうだな」

			「俺が酒に弱いだけでした。よろしくお願いします」

			　やれやれと言いたげに苦笑を浮かべたヴァルトルーデが、そっとユウトの胸を手で触れる。

			　淡く優しい《手当て》の光。

			　聖堂騎士(パラデイン)が神から賜(たまわ)った治(ち)癒(ゆ)の力が体に浸透し、すうっと気分の悪さが消えていく。

			「すげぇな。助かった」

			「まあ、本来はこういう使い方をするものではないのだが……」

			「俺のために悪いな」

			　ユウトが大きく伸びをして復調をアピールする。

			「いや、ユウトのためと言えばそうなのだが、そうではなく……ところで、私たちはどこへ向かっているのだ？」

			「ちょっと、南西の居住地区へね」

			　照れ隠し気味のヴァルトルーデにも臆(おく)することなく、ユウトは再びヴァルトルーデの手を取って進んでいった。

			「ふうむ。なにかの職人に用事でもあるのか？」

			「鋭いな」

			　この世界の工業は、家内制手工業の域を出ない。ゆえに、職人たちも商業地などではなく、居住地で仕事をしているのだ。

			　なお、ファルヴの区画では、商業地や住宅地は南に設置されている。これは、南側には未開発の土地が広がっているからでもある。

			　貴婦人川が流れる北側には神殿や行政関係が集まっているのだが、こちらは発展する必要がないからだ。

			　詳しい説明はせず、ヴァルトルーデを引っ張って歩くユウト。

			　しかし、その進路に人だかりが現れた。

			　怒号や罵(ば)倒(とう)が飛び交っているところからすると、ただの人だかりでもないようだ。

			「おお、喧嘩か」

			「喧嘩か、ではない。止めるぞ」

			「それは余計なお世話だよ」

			　今にも走り出しそうなヴァルトルーデをなだめながら、人だかりへと近づいて行くユウト。人混みをかき分け最前列に出たところで、聞き覚えのある声が聞こえてきた。

			「そこまでで、あります！」

			　その芝居がかった登場は、取っ組み合いをしていた髭面の男たちが、思わず動きを止めてしまうほど。

			　アレイナ・ノースティン。

			　ヘレノニア神殿の意向を伝えにファルヴへやって来た聖堂騎士(パラデイン)の少女は、今やこの街の治安維持の責任者となっていた。

			「ヘレノニア神の名において、騒乱の罪を取り締まるでありますよ」

			「姉ちゃん、引っ込んでな。神様なんか関係あるかよ。これは、俺たちの喧嘩だ」

			「へへ、そうだな。誰にも邪魔はさせねえ」

			　仲(ちゆう)裁(さい)に入ったアレイナだったが、二人の男は一(いつ)顧(こ)だにしない。お互いから目を離さずに、野暮はやめろと諭(さと)す始末。

			「なんだよ、この格闘マンガ空間」

			　そのユウトの声が聞こえたわけではないだろうが、アレイナを無視して一方の男がもう一方の男に殴りかかっていく。

			「いい加減にするであります」

			　同時に、アレイナも飛び出した。

			　腰に剣を吊るしてはいるが、それを抜く気配はない。

			　そのまま二人の間に割って入ると、男が突き出した右腕を取って捻り上げた。同時に足を払い体を浮かせると、もう一人の男のほうへと投げ飛ばす。

			「さあ、大人しくするでありますよ」

			「あ、あいつは悪くねえ。俺が……」

			「はいはい。お話は、分神殿で聞くであります。そっちの男も連行するでありますよ。それでは、皆様お騒がせしました」

			　喧嘩騒ぎを起こしていた二人に縄を繋いで退場していくと同時に、拍手が鳴り響く。

			　まるで、なにかのショーのようだった。

			「アレイナも、上手いことやっているのだな。感心したぞ。いや、安心か？」

			　ユウトはアレイナの背中を見つめながら言った。

			「あの喧嘩してた二人は、一体なにがあったんだ……」

			「ん？」

			　ヴァルトルーデのほうを見るユウト。

			「いや、なんでもない」

			　微妙に着眼点の違う二人だったが、アレイナへの評価が高まったのは間違いない。

			　ユウトとヴァルトルーデは、三々五々散っていく群衆に紛れて移動を始めた。

			「意外……というわけではないが、思ったよりも上手くやっているのだな」

			　妖樹の御子ニーケンララムのような巨悪を探索するためこの地にやって来たアレイナたちだったが、妖魔諸侯(デーモンロード)どころかゴブリン一匹見当たらない。必然的に、ファルヴの治安維持に尽力することとなっていた。

			「誉(ほ)めている割には寂しそうだな」

			「いや、私にもあんな未来があったのかも知れないと思ってな」

			　うらやましいのかと、ユウトはヴァルトルーデの秀(しゆう)麗(れい)な横顔を見直した。デスクワークが苦手なのか、現場が好きなのか。それとも、その両方か。

			「いやぁ、ヴァル子には無理だろ」

			「随分じゃないか」

			「手加減とか苦手だろ？　あと、ある程度融(ゆう)通(ずう)も利かせないといけないし」

			「うう、まあ、そうなんだが……」

			「それに、ヴァルが警(けい)邏(ら)の仕事なんかやってたら、俺はこの街にいないよ」

			「そうか。そうか……」

			　この一年近く、ユウトがヴァルトルーデの側にいたのは、領地経営という自分の力が必要な難題があったから。そうでなければ、想いを秘めたまま、離れていたかもしれない。

			　そんな彼の意図を正確に把(は)握(あく)した。把(は)握(あく)してしまったヴァルトルーデが、頬(ほほ)を染め、噛みしめるようにその言葉を反(はん)芻(すう)する。

			　言うのは良い。

			　言ったあとが、問題だ。

			「あー。それにしても、あれだよな。報告は受けていたけど、アレイナは結構柔軟にやってるみたいだな。初めて会ったときは、そんな雰囲気しなかったけど」

			「そ、そうだな。それは私も予想外だった。お陰で、私の出る幕がなくなってしまったな」

			　結局、ユウトは踏(ふ)み込まなかった。ヴァルトルーデもそれに同調する。

			　アルシアが見ていたら、遠慮なく舌打ちでもしていたに違いない。　

			　二人はそのまま手も繋がずにファルヴの街を移動していく。

			　大通りから外れ小道に入り、徐々に人通りが少なくなっていった。

			　いくつかの路地を抜け、数十分も歩いたところで、ユウトは立ち止まる。

			「ここが目的地だ」

			「工房か？」

			「ああ。見てもらいたいものがあるんだ。っと、《反射変装(リフレクテイブ・デイスガイズ)》の呪文は、もう必要ないな」

			　指を鳴らして、呪文を切るユウト。もっとも、彼らには効果がないので、意識としてはなにも変わらない。

			　辺りに軒を連ねる、住居と作業場が一体になった工房の建物。慣れた様子でなかに入っていくユウトを、ヴァルトルーデが追う。

			「やあ、頼んでいたものだけど」

			「できてるぞ。少し、待ってろ」

			　ユウトが声をかけると、奥からのっそりとドワーフの職人が現れた。だが、すぐに引っ込み、ユウトが注文していたらしいなにかを取りに戻る。

			　炉(ろ)には熾(おき)火(び)が残っているだけだが、工房のなかは熱がこもっており暑かった。ほこりっぽい室内には換気の必要性を感じるものの、ヴァルトルーデはなにも言わない。

			　ただ、なにを見せてくれるのかと期待に目を輝(かがや)かせている。

			「ドワーフ、鍛(か)冶(じ)職人…私に見せたいというからには……剣だな」

			「なぜ断定する。今の格好を見ても、そんなことを言えるのかよ」

			　今日のヴァルトルーデは、純白のワンピースに編み上げブーツといった活動的な格好だが、剣を振るうようには見えない。

			「うっ。では、鎧(よろい)か？」

			「よし。ヴァル子、少し黙ろうか」

			「ひどくないか、それは」

			「悪かったよ」

			「ほら、これだ」

			　小箱を持ってきたドワーフにより、二人の会話は中断させられた。中断して良かったと、どちらも思っている。

			「おお、ありがとう」

			「料金は良いのか？」

			「先払いしてある」

			　小箱を受け取ったユウトは、ヴァルトルーデを促(うなが)して工房の外へ出た。

			「なんだったのだ？」

			　見てほしい物があると言われていたのに、何事もなく退場してしまったのだ。ヴァルトルーデが、唇をとがらせて抗議するのも当然だろう。

			　その様子を見たユウトが微(び)笑(しよう)を浮かべると、周囲に誰もいないことを確認してから理術呪文の巻物(スクロール)を取り出した。

			「《飛行(フライト)》」

			　自らとヴァルトルーデに飛行能力を与える呪文をかけると、ユウトは先に浮上しヴァルトルーデを呼ぶ。

			「ヴァル」

			「ああ。いや、ちょっと待て」

			「ごめん、気づかなかった」

			　ヴァルトルーデは、スカートの裾を押さえてためらっていた。これは、完全にユウトが悪い。

			　地上に戻ったユウトが、ヴァルトルーデの膝(ひざ)の裏に腕を差し入れて横抱きに抱える。いわゆる、お姫様だっこと呼ばれる体勢だ。誰が最初に言い出したのかは知らないが。

			「うわっ。ユウト……」

			「すまん。暴れないでくれ」

			　落としたところで《飛行(フライト)》の呪文がかかっているので大事には至らないが、それでは格好がつかない。

			　大切な宝物でも抱えるかのようにユウトはヴァルトルーデの体を抱いて、そのまま空高く飛び上がっていった。

			　背の低いファルヴの建物を越え、ファルヴの城(じよう)塞(さい)も遠く小さくなったところで、ユウトは停止する。

			　眼下には、放射線状に広がるファルヴの街が広がっていた。

			「これが、今のファルヴか……」

			「ああ、俺たちが作り上げた街だよ」

			　ファルヴの人口は千を越えた程度。このブルーワーズでも、小中規模な街でしかない。

			　しかし、他の街よりも快適で、もっともっと発展する下地はすでにできている、という自負はある。世界中に、自慢をしたいぐらいだ。

			「城(じよう)塞(さい)ができた直後のことを思い出していた」

			「俺もだよ」

			　想いは同じだが、ユウトはファルヴの街だけを見てはいない。

			　腕に抱くヴァルトルーデの横顔と一緒に、皆で作り上げたファルヴの街を見ていた。ユウトにとって、そのふたつは不可分だから。

			　ヴァルトルーデが見逃したことを後悔するような優しい微(び)笑(しよう)を浮かべると、ユウトは彼女を抱く腕を解いて空中に立たせた。

			　吐(と)息(いき)がかかりそうな距離。

			　懐から、先ほど工房で受け取った小箱を取り出す。緊張で手が震え、取り落としそうになったが、意思の力を総動員してなんとかやり遂げた。

			「見て欲しいと言ったのは、これだ」

			　ユウトはヴァルトルーデに相対して木箱の蓋(ふた)を開いた。

			　なかに入っていたのは、ネックレスだ。

			　チェーンも、天使が象(かたど)られた本体も、水晶のように透明な材質で作られていた。

			　繊細で、息を飲むほど神々しい造形。反射して煌(きら)めく光が、美しさをより際立たせている。

			「これは、玻璃鉄(クリスタル・アイアン)か？」

			「ああ」

			　金銀では作り得ぬ精(せい)緻(ち)なフォルムは、美しさと強さを兼ね備えた玻璃鉄(クリスタル・アイアン)だからこそ可能とする。その分、作製の難易度は跳ね上がるが、そこは職人に努力と苦労をしてもらった。

			「ヴァルトルーデ」

			　ユウトが静かに彼女の名を呼び、後ろに回る。

			　金糸のように輝(かがや)く髪をそっとかき上げると、両手を回してネックレスをかけた。

			「うん。よく似合ってる」

			　その場でくるっとヴァルトルーデを一回転させたユウトが、満足そうにうなずいた。実際、透明に輝(かがや)く玻璃鉄(クリスタル・アイアン)の輝(かがや)きは、彼女の美しい金髪や白い肌によく映える。

			　二人にとって、これ以上に相応しい物はないだろう。

			「でも、ヴァル子はなんでも似合うからなぁ」

			「これは……」

			　夢見心地で、首にかけてもらった玻璃鉄(クリスタル・アイアン)のネックレスを手にするヴァルトルーデ。彼女が、なにかに気づいたように声を上げた。

			「ただのネックレスではないな。魔力を感じる」

			「あっさり気づかれたな。神術魔法の効果が上昇する魔化をしてあるよ」

			「それで、忙しそうにしていたのか」

			「まあ、それなら邪魔にならないだろう」

			　それに、いつも身につけてもらえるから。

			　それは言葉にせず、ユウトは正面からヴァルトルーデを見つめた。

			「ヴァル子、いや、ヴァルトルーデ」

			「ユウト……」

			　普段のユウトとは違う。真剣で真(しん)摯(し)な声と瞳(ひとみ)に、ヴァルトルーデの意識が自然とユウトへ吸い込まれる。

			　同時に、期待。具体的になにを期待しているのか分からないが、言葉の続きをじっと待つ。

			「みんなには、言った。けど、改めてヴァルトルーデだけに言いたいことがある」

			「あ、ああ……」

			　緊張。

			　期待。

			　不安。

			　歓喜。

			　いくつもの感情がない交ぜになり、ヴァルトルーデはただ真っ直ぐにユウトを見つめることしかできなかった。

			　黒髪黒瞳の大魔術師(アーク・メイジ)。

			　アルシアは幼なじみで親友だし、エグザイルもラーシアも種族は違えど頼りになる仲間だ。そして、ヨナはかわいい妹のようなもの。

			　それぞれ大事だし、大好きだ。

			　しかし、いつからだろう。

			　ユウトに対して抱く感情が、他の誰とも違うものだと気づいたのは……。

			　特別。

			　その言葉をかみしめる。

			「俺は――」

			　ユウトがゆっくりと口を開く。

			　しかし、どんな想いを告げられようとしていたのか。それを彼女が受け止める未来は、訪れなかった。

			「ユウト！　ヴァル！」

			「ヨナ？」

			「どうしてここに？」

			《テレポーテーション》のパワーを使用したのだろう。アルビノの少女が突然中空に現れ、この世界にも存在する万有引力の法則によって、ユウトの胸のなかに飛び込んだ。

			「まさか、あの鏡で覗いてたんじゃ……」

			　ヨナを抱きかかえながら、ユウトが最悪の想像を口にする。

			「その通りだけど、違うよ」

			「どういうことだ。要領を得ないぞ」

			「アルシアが、緊急事態だから戻ってこいって」

			「ヨナ、それだけでは分からないぞ。一体、なにがあったのだ？」

			「ヴァル、詳しい話は後にしよう。城(じよう)塞(さい)で良いな？」

			　ユウトの確認に、ヨナがうなずく。

			　アルシアがなにか介入するにしても、邪魔をするという方向ではないはずだ。ならば、本当に緊急事態が起こっている。それも、ユウトやヴァルトルーデの力が必要な。

			「うん。こっちで運ぶよ」

			　同意を得たヨナが素早く二人の手に触れ、《テレポーテーション》の超能力(サイオニツクパワー)を発動させる。

			　城(じよう)塞(さい)の会議室に戻ったユウトたちを迎えたのは、深刻な表情を浮かべて押し黙る仲間たちの姿だった。

		

	
		
			３・警告の神(しん)託(たく)

			　

			「一体、なにが起こったのだ」

			　先ほどまでの恋する乙女モードなど微塵も感じさせない、威(い)厳(げん)と魅力に溢れた風貌。デート用のワンピースでも、その威(い)厳(げん)を減じさせることはない。

			　邪魔をされて思うところがあるだろうが、良いところだったからこそ、そんな状況で呼び出した以上は重大な問題が起きたのだろうと判断している。

			　それも、ひとつの信頼と言えるかも知れなかった。

			「って、あれ？　アルシア姐さんは？」

			　しかし、《テレポーテーション》で飛んだ城(じよう)塞(さい)の会議室に、アルシアの姿はない。

			　ユウトの疑問には、代わりにラーシアとエグザイルが答えた。

			「神(しん)託(たく)ってのが、あったらしい」

			「今も、アルシアは確認中だよ」

			「分かった、心を整える時間をもらったと思おう」

			「お待たせ」

			　真紅の眼帯を身につけた盲目の大司教(パトリアーチ)が、仲間たちの待つ室内へと入ってきた。　

			「二人とも、悪いわね」

			　顔を親友とその恋人――アルシアのなかでは確定している――に向けてから、落ち着いた様子で椅子に腰を下ろす。

			「緊急事態だけど、一秒を争うというほどではないわ」

			　そう前置きをすることで、アルシアは二人に落ち着くよう促(うなが)す。それを受けて、ユウトとヴァルトルーデもアルシアの対面に席を取った。ヨナは、エグザイルの背中によじ登っている。

			「だが、なにか事件が起こったのは間違いないのだろう？」

			「そうね。正確には、起こりそう、だけど」

			　話を引き延ばす意味も趣味もない。

			　二人が冷静であることを確認したアルシアは、早速話を切りだした。

			「近いうち――数日中に、モンスターの襲撃があるわ」

			　厳密に言えば、そんな神(しん)託(たく)を受けたということになるが、アルシアが言うのであれば内容に疑いはない。ならば、事実として行動すべきだ。

			「規模と場所は？」

			　喫(きつ)緊(きん)の問題ではなかったという安(あん)堵(ど)を抱きつつ、パーティーの参謀役として情報を求めるユウト。しかし、アルシアの返答は芳(かんば)しくない。

			「分からないけれど、神(しん)託(たく)があった以上、小規模とは言えないでしょうね。場所は……私たちの領地のどこか、としか」

			　アルシアが定期的に行っている瞑想で得られた情報のため、確度には信頼をおけるが、精度には曖昧な部分が出てきてしまう。

			「ファルヴ、ハーデントゥルム、メインツ。それに、周辺の村々……」

			　アルシアは眉間に手を当ててつぶやく。

			「全部に兵士を置けば良いんじゃない？　お金ならあるし」

			「すぐに集められる傭(よう)兵(へい)程度で、どうにかなれば良いがな」

			　ラーシアの身も蓋(ふた)もない意見に、人道とは別のベクトルで反対意見を出すエグザイル。

			　モンスターと一口に言っても、ゴブリンのような悪の相を持つ亜人種から、巨人、魔獣、不死の怪物(アンデツド)、ドラゴンまでと幅広い。ただのゴブリンや屍生人(ゾンビ)程度であれば急募した傭(よう)兵(へい)でも対処可能だろうが、それ以上が相手では死体を増やすだけだ。

			「とりあえず、あの鏡でその辺を見張ればいいじゃん。見つけたら、テレポで飛べばいいし」

			　その背中から、ヨナが妥当な戦術を提示した。

			「ヨナのほうがマシな意見を出してるぞ。二人とも、忘(ぼう)却(きやく)の大地で勘が鈍ったんじゃないか？」

			「くっ、おかしい」

			　非常識さでは定評のあるアルビノの少女よりも役に立たないと――冗談だが――言われ、ラーシアの矜(きよう)持(じ)に傷がつく。

			「異世界でお姫様を助けて、変な万能感を抱いてるんじゃないの？」

			「ユウトが言いたい放題だー。そっちなんか、一般人相手なのにドラゴンになったくせにー」

			「ありゃ一般人じゃねえよ。なんでもありも同意済みだったし」

			　そう主張するユウトへ、ここぞとばかりにラーシアが言葉を重ねた。

			「分かった。一般人じゃなくて、人間のクズだよね」

			「なるほど」

			「エグザイルのおっさん、納得しないで。一応、建前上は人間だから」

			「それで、結局どうする？」

			　リーダーらしく、ヴァルトルーデが話を戻す。

			「基本は、ヨナの案で問題ないはずだ。あとは、各町村の代表者に神(しん)託(たく)の内容を伝達。警戒をさせて、なにかあれば《伝言(メッセージ)》で即座に、こっちへ知らせるようにしてもらう。変なパニックにならないよう、ちゃんとした説明も必要だな。あと、しばらく馬車鉄道は運休しよう」

			「大丈夫なのか？」

			　ユウトに不安そうに聞くヴァルトルーデ。

			「補償はする」

			　ユウトの案は対症療法でしかなく、後手に回ることになるが、現時点ではやむを得ない。

			「モンスターを倒した分で、むしろ黒字になりそうだね」

			「死人が出なければ、な」

			　能天気に言うヨナをたしなめるように言うユウト。

			「こちらからモンスターを探すことはできないか？」

			「できれば、相手の正体や目的も知りたいところだけど……」

			　ヴァルトルーデとアルシアの要望に、ユウトはしばし瞑(めい)目(もく)し……。最終的に首を振った。

			「なんだかんだ言って、うちの領地は広い。呪文の効果範囲に対してはな。それに、別の次元界からの攻撃の場合には、探しようがない」

			「そうか……」

			　残念そうなヴァルトルーデ。

			「それから敵の目的と言ってもなぁ。野良ドラゴンが特別なバックグラウンドもなく、唐突に現れるのがブルーワーズだし」

			「だが、私たちがここにいること。それと無関係だと思うか？」

			　ヴァルトルーデの指摘に、ユウトは苦々しい表情で答えた。

			「〝虚無の帳(ケイオス・エヴイル)〟か……」

			「だとしたら、残党ってところだね」

			　予想済みだったのか、ラーシアが言葉を引き継いだ。

			「ほとんど壊滅させたはずだけど、この一年でどうなったかは分からないよねぇ。なんか、ヤツらの兆候とかなかったの？　例の妖魔諸侯(デーモンロード)を除いて」

			「基本的には静かなものだったわよ。ニーケンララムも、厳密には残党とは言えないでしょうし」

			　アルシアの答えに、皆が一様に押し黙った。

			　事件後、黒妖の城郭の跡地は呪文で文字通り洗い流したうえに、妖樹の御子ニーケンララムを撃退するとき、派手に吹き飛んでいる。さすがに、生き残りがいるとは考えにくい。

			「もし〝虚無の帳(ケイオス・エヴイル)〟の残党だとしたら、目標は十中八九このファルヴ……いや、地下のモノリスだな」

			　とんとんと足で床を蹴(け)りながらユウトが言った。その態度にヴァルトルーデは顔をしかめるが、表だってはなにも言わない。

			　彼の発言の正しさを理解しているからだ。

			　ユウトが地球への帰還に利用できるほどの魔力が充填しているのならば、絶望の螺旋(レリウーリア)を牢(ろう)獄(ごく)から解き放つことも可能だ――と残党たちが考えてもおかしくない。

			「でも、そうならさ。構図は単純になるよね」

			「ああ、ラーシアの言う通りだ」

			　対処は逆に簡単だ。

			「どんなモンスターが、どれだけ押し寄せて来ようと、俺たちが揃っていれば負けるはずがない」

			　自信に満ちたユウトの言葉。

			　気負いもなく、壮語でもない。

			　ただの事実として、ユウトは言った。

			「まあ、オレはただ殴って殺して壊すだけだな」

			　エグザイルがユウトのほうを見て言う。そして、この場にいる仲間たちは皆、それを信じている。

			「ああ。私も、ただ剣を振るうのみだ」

			　ヴァルトルーデも……。

			「エグザイルはそれで良いけど、ヴァルトルーデには他の仕事がある」

			「なん……だと……？」

			　今にも剣の訓練に走り出しそうだったヴァルトルーデが、絶望的な表情で固まり、ユウトを見る。

			　まるで、捨てられた子犬のような表情。

			　ヴァルトルーデがそんな表情を浮かべているのだ。一瞬、許してしまいそうになる。

			「ヴァルトルーデには、今回の件をいろんなところに説明してもらわなくちゃならない」

			　だが、ユウトとしても、ここは心を鬼にするしかない。それに、ユウトが許してもアルシアが止めるはずだ。

			　方針が決まれば、後は早かった。

			　もしものときの訓練や有事にあたっての計画など、必要な項目を洗い出し、まとめ、各所へと伝えていく。

			　実務は、ユウトとアルシア。

			　伝達にはヴァルトルーデ。

			　残る三人は、待機しつつミラー・オブ・ファーフロムを使用しての警戒任務。

			　思ったよりも混乱は少なく。

			　それから、三日が過ぎ去った。

			　

			「ユウトくん、お願いね」

			「ああ。そっちは終わりですか？」

			「ええ」

			　あれ以来、皆の溜まり場になってしまったユウトの執務室に、真紅の眼帯を身につけた大司教(パトリアーチ)が姿を現した。普段通りの冷静なアルシアを見て、今が非常事態宣言の最中だと気づくのは困難だろう。

			　そんな彼女に反応したのは、書類仕事をしていたユウトだけだった。

			　ソファで向かい合ってチェスもどきをしているラーシアとヨナは視線すら動かさず、動かないという意味では部屋の隅で瞑(めい)目(もく)しているエグザイルも同様だ。

			　まあ、部屋のそこかしこに書類や計算用紙が散乱し、動くのがはばかられるという事情もあるのだが。最近はすっかり綺麗になっていた室内が、またしても混(こん)沌(とん)の権化のような状態になっていた。

			　城(じよう)塞(さい)内にはそれぞれの私室が用意されている――どころか、主人のいない部屋が大量に余っているのだ。なにもこんなところに集まらなくても良いだろうと思うのだが……。

			　仲が良いのか、それとも貧乏性で広さを持て余しているのか。ユウトには、判断がつかなかった。

			「ヴァルは部屋ですね？　じゃあ、行ってきます」

			「よろしくね」

			　アルシアに見送られ、ユウトは執務室から出てヴァルトルーデの私室へ向かう。すでにここ数日繰り返しているルーティンワークのため、からかいの声も出なかった。

			「慣れたというより、飽きただけだよな」

			　しかし、それと緊張感とはまた別だ。

			　おぼつかない足取りで飾り気のない廊下を進み、ネームプレート以外では見分けがつかないヴァルトルーデの部屋の前に到着する。

			「平常心、平常心」

			　何度か深呼吸。

			　そして、意味もなく髪を整えてから静かにノックした。

			「ヴァル、良いか？」

			「ああ、入ってくれ」

			　初めてではないが、女性の部屋に入るのだ。何回目だろうと平常心ではいられない。しかも、それがヴァルトルーデの部屋であればなおさら。

			　なにがあるわけではない。

			　ただ、呪文をかけにきただけなのに。

			　室内は、通路と同じく飾り気がないというべきか質(しつ)実(じつ)剛(ごう)健(けん)と言うべきか。どちらにしろ、ベッドも書き物机も華美からはほど遠く、唯一、クローゼットのなかにわずかな例外が眠っていた。アルシアもそうだが、ヴァルトルーデも金を使いたがらないところがある。

			　ただし、芸術品という意味では、部屋の中心に立つ少女以上の存在はない。

			　肩まで届く、黄金を溶かしたかのような金髪。胸に光る玻璃鉄(クリスタル・アイアン)のネックレスは、ヴァルトルーデが身に着けているというだけで、何倍もの価値を与えられたかのようだ。

			　蒼玉よりもなお深い碧(へき)眼(がん)が、真っ直ぐにユウトを見つめている。

			　数多の名匠がキャンバスや石像へ写し取ることを断念した美(び)貌(ぼう)は引き締まり、魔法銀(ミスラル)のフルプレートアーマーと相まって、軍神の風格すら感じられた。

			　彼女が率いるならば、羊の群でも難攻不落の都を陥(かん)落(らく)せしめるに違いない。

			　何度見ても、ため息が出る。

			　本当に触れて良いのか、躊(ちゆう)躇(ちよ)する。

			　自分だけの物にしたいと、欲望が溢れ出す。

			　そんな内心をおくびにも見せず、ユウトは呪文書を取り出した。事前に掛けておける、長時間持続する援護系の呪文を使用するのだ。

			　呪文やドラゴンのブレス攻撃など、様々な障害への抵抗性を高める《抵抗力増幅(スペリアー・レジスト)》。

			　呪文そのものを消去する《抗呪特性(アンテイ・スペル)》。ただし、《抗呪特性(アンテイ・スペル)》より前に掛けられた呪文には影響を与えず、逆に、《抗呪特性(アンテイ・スペル)》がかかってからでは味方の補助呪文も消してしまう。あまり威力を高めすぎてもいけない、扱いが難しい呪文だ。

			　盾や鎧(よろい)などの防具に魔法の防護を授ける《魔装衣(マジツク・プロテクト)》。元の強化よりも強い魔力であれば、上書きされるのだ。

			　武器の扱いやすさや切れ味を増す《魔器(マジツク・ウエポン)》は、予備武器のアダマンティン製のロングソードに。ヴァルトルーデが手にする討魔神剣(デイヴアイン・サブジユゲイター)には、強化の余地がない。

			　一部のモンスターが持つ死の視線や《即死の雲(ガスパーズ・クラウド)》の呪文など、負傷や体調を無視して死という結果を与える効果に耐性を得る《不死者の爪痕(デスズ・ウオーデツド)》。

			　火炎・冷気・雷撃・音波・強(きよう)酸(さん)への強力な防護を与える《源素円護(エレメンタル・サークル)》。

			　さらに、《耐熱・耐寒(コージネス)》や、移動速度が向上する《増速(アクセル)》など、細々した呪文を使用していく。

			　すでに、致(ち)命(めい)傷(しよう)から回復する《克死の天命(フエイト・オブ・アンデス)》や重傷を負った際に祝福を与える、《不屈の契約(フオーテイテユード)》、物理的な負傷ではなく身体能力や知能への悪影響をシャットアウトする《生命の防壁(ヴアイタル・ウオール)》などといった神術呪文は、アルシアが付与済みだ。

			　もしも《魔力感知(センス・マジツク)》でヴァルトルーデの姿を見たならば、彼女の素顔に負けず劣らず輝(かがや)く魔力光を感じ取ることができただろう。

			　だが、実のところこれはまだ一部でしかない。

			　一日中効果が保つ呪文を掛けているだけで、持続時間がそれより短い呪文に関しては、敵を捕捉してから使用する予定だ。

			　当然、エグザイルたちにも、同じような呪文を掛けている。

			　一見、過剰とも思える事前準備だが、これには理由があった。

			　魔術師(ウイザード)や司祭(プリースト)が一日に使用できる呪文の数には、限りがある。同時に、熟練するに従って使用可能回数は増えていく。

			　たった数回の戦闘では使いきれないほどに。

			　ならば、事前に使える物は使っておけばいい。戦闘行為ではなく、準備で勝利する。戦いを始める前に投了を決める。

			　それが、彼らの必勝法だった。

			「どうした？」

			「いや……」

			「気になることがあるのなら、今のうちに話してくれると助かるんだが」

			　いつもと違い沈(ちん)鬱(うつ)なヴァルトルーデへ、気遣わしげにユウトが問う。憂(ゆう)色(しよく)を浮かべるヴァルトルーデも悪くないが、それとこれとは話が別だ。

			「そう、そうだな。ならば、率直に聞くぞ」

			「ああ」

			　普段と変わらぬ様子のユウトに歯がゆさを覚えながらも、意を決してヴァルトルーデは言葉を紡(つむ)いだ。

			「なぜ、故郷――地球に帰ろうとしなかったのだ」

			　疑問か、確認か。

			　聞きたかったのか、曖昧に済ませたかったのか。

			　分からない。

			　分からないが、言葉にしてしまったからには、もう、後には引けない。

			「そのことか……」

			　神(しん)託(たく)が下り、ファルヴ地下のモノリスが敵の目的ではないかという結論が出たあと、当然、次のような話になった。

			　敵が来る前に、モノリスが蓄積した魔力を消費してしまう。それだけで、相手の目的を殺(そ)ぎ、未然に防ぐことができるのではないか。

			「でも、目的がモノリスとは限らないし、そうだったとしても敵の侵攻が中止されるとは限らない。そんな状況で俺がいなくなるのは拙(まず)い――ということになっただろ？」

			「確かにそうだな。だが、そんなことがユウトに関係あるのか？　私たちと違って、故郷が別にあるではないか」

			　ヴァルトルーデがあえて発した厳しい言葉に、ユウトの動きが止まる。

			　それは、見ないようにしていた。気づかないようにしていた可能性。

			「もう、いつでも儀式はできるのだろう？　極端なことを言えば、今、この瞬間にでも故郷に戻って安(あん)穏(のん)な生活を送ることだってできるはずだ」

			　極論だ。

			　ゆえに、正論でもある。

			　論理の鎧(よろい)を破壊され、生身となったユウトに残された道はひとつ。

			　そう。感情で語るしかない。

			「好きだからな」

			　恥ずかしい。

			　恥ずかしすぎるが、本音を言わなければ、この頑固な聖堂騎士(パラデイン)は納得しないだろう。長い付き合いだ。それくらい分かる。

			「好きだから、俺の好きなようにやるのさ」

			「好き……っと、そうだな。この街や皆が好きだから、と言うのだろう？」

			「当たり前だろ」

			　ようやく余裕を取り戻したユウトが苦笑し――すぐに表情を引き締め言った。

			「でも、ヴァルへの好きは特別だ」

			　その言葉と同時に、ユウトはヴァルトルーデをぐっと抱き寄せた。魔法銀(ミスラル)の鎧越しのため体温は感じられないが、吐(と)息(いき)と鼓動は感じる。それで充分だった。

			　奇襲を受けたヴァルトルーデは抵抗できず。いや、あらがうことなく素直にユウトへ身を任せる。
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			　胸元に輝(かがや)く玻璃鉄(クリスタル・アイアン)のネックレス。愛しい彼女への贈り物に触れながら、ユウトが言う。

			「好きな女のピンチに、なにもしないような情けない男に見えるか？」

			「見えなくもない」

			「……嘘をつけない人だー」

			「だが」

			　ヴァルトルーデが優しく微笑(ほほえ)む。

			「もっとも信頼している」

			「嬉(うれ)しいよ」

			　しばらくそのまま二人でいた。

			　世界は二人きりだった。

			　不純物のない、純粋な世界。

			　しかし、それも長くは続かない。

			「そろそろ戻るか」

			「……そう、だな」

			　名残惜しそうに離れる二人。

			「やけに時間がかかってしまったな」

			「冷やかされるのは覚悟してるよ。というか、あいつらのからかいにいちいち反応するから遊ばれるんじゃないか？」

			「うう……。私には、そんな開き直りは無理だ。恥ずかしいではないか」

			　廊下をユウトの執務室へと進みながら、そんな言葉を交わす。

			　だが、そんな未来予想図はあっさりと外れた。

			「ちょうど良いところに戻ってきたね」

			「二人とも、今、呼びに行こうとしていたところよ」

			　執務室に入ると同時に、こちらも見ずにいきなり告げられる。

			　ラーシアとアルシアの言葉を受けて、ユウトとヴァルトルーデは視線を素早く鏡へと向けた。

			　鏡に映った光景を見て二人とも言葉を失った。それは、他の仲間たちも同じ。

			　鏡面いっぱいに映し出されているのは、蜘(く)蛛(も)だ。

			　しかし、それをただの節足動物と表現するには、あまりにも巨大すぎた。

			　全長二〇メートルはあるだろうか。さらに、脚も伸ばせば同じ程度はあろう。七階建てのビルが意思を持ち、横倒しになって迫ってくるようなものだ。その迫力と嫌悪感は筆舌に尽くしがたい。

			　ごつごつとしたイボのようなものが全身を覆(おお)い、体(たい)躯(く)に比べて細い繊(せん)毛(もう)が不気味さを割り増しする。

			　自然界にありながら、同じ生物とは思えぬフォルム。

			　巨大化し、細部まで見て取ることができ、カリカチュアのようなおぞましさが眼前に突きつけられる。

			　だが、その程度でヴァルトルーデが、ユウトの仲間たちが茫(ぼう)然(ぜん)自(じ)失(しつ)となるはずがない。蜘(く)蛛(も)のモンスターであれば、人間サイズのそれと戦ったことは何度もある。サイズが違うだけで臆(おく)することはない。

			　紅く妖(あや)しく光る四対の眼。

			　全身を覆(おお)う繊(せん)毛(もう)。

			　艶消し黒の背甲。

			　細く長い八本の脚。

			　足の先端に生えている鉤(かぎ)爪(づめ)。

			　大顎と鎌状になった鋏(きよう)角(かく)は獲物を喰らい、毒を注入する。

			　ヴァルトルーデたちとユウトが知る蜘(く)蛛(も)と、違いはない。

			　では、あの蜘(く)蛛(も)はなにが違うのか。

			　はっきりと、論理的に説明できる者は皆無だろう。仮にできたとしても、健常者が理解できる内容でもないはずだ。

			　つまるところ、ファルヴ近郊に現れた超巨大な蜘(く)蛛(も)は、あまりにもおぞましく禍(まが)々(まが)しく狂気に満ちていた。

			　周囲を睥(へい)睨(げい)する複眼に見られるだけで怖気が走り、今にもキチキチと叫び声が聞こえてきそう。意外とスムースに地上を進んで来る様も不気味だ。

			　一目見ただけで全身が硬直し、わめき散らして逃げ出したくなる。ここにいる者は皆、それを意思の力で封じ込めているだけだ。

			　ヴァルトルーデは、直感的にあの存在が冒(ぼう)涜(とく)的で神に反するもの。それが許されるだけの存在であることを知った。映像の見えないアルシアでさえも、魔道具(マジツクアイテム)越しに伝わる霊気(オーラ)だけでそれを理解させられた。

			　エグザイルは本能的に彼我の力の差を感じ、期待と同時に死を意識した。死は恐ろしくない。ただ、無力ゆえに死ぬことは怖かった。

			　ラーシアとヨナの二人からは普段の陽気さがなりを潜め、表情は青ざめていた。ヨナなど、アルシアに抱きついたまま離れようとしない。

			　ユウトは根源的な恐怖に囚(とら)われていた。得体の知れない存在への恐怖。深(しん)淵(えん)を覗き込んだかのような虚無感。

			　突然の吐き気に襲われたユウトは、それをこらえるのに精一杯だった。

			「なんなのだ、あれは……」

			「……クモだよね」

			「クモだな……」

			　ヴァルトルーデのつぶやきに答えたのはラーシアとエグザイルだが、まともな言葉にはならない。当然だ、この場にいる全員の疑問なのだから。

			「イグ・ヌス＝ザド」

			　例外は、ただ一人。

			　憔(しよう)悴(すい)した顔で、それでも多元大全のページを繰っている大魔術師(アーク・メイジ)――ユウトだった。

			「巨大な蜘(く)蛛(も)の亜神。絶望の螺旋(レリウーリア)の眷属の一柱――とされている」

			「ということは、つまり……」

			「ああ、間違いない。〝虚無の帳(ケイオス・エヴイル)〟の生き残りだ」

			　ヴァルトルーデの確認に、ユウトが確信とともにうなずいた。

		

	
		
			４・凶報

			　

			「ユウト、ヴァル。見て！」

			　説明を続けようとしたユウトに、ラーシアが声を上げた。

			「黄金竜(ゴールド・ドラゴン)が」

			　ラーシアがミラー・オブ・ファーフロムを操作し、視点を引き気味にする。

			　その瞬間、レーザー照射にも似た光の吐息(レーザー・ブレス)が鏡面いっぱいに溢れ、蜘(く)蛛(も)の亜神イグ・ヌス＝ザドの全身とユウトたちの視界を灼(や)く。

			　暴(ぼう)虐(ぎやく)の赤竜(レツド・ドラゴン)、深(しん)淵(えん)の黒竜(ブラツク・ドラゴン)、沈黙の白竜(ホワイト・ドラゴン)。そして、正義の黄金竜(ゴールド・ドラゴン)。

			　イグ・ヌス＝ザドと遜(そん)色(しよく)ない二〇メートル近いその体(たい)躯(く)は、ユウトが《竜身変化(ドラゴン・チエンジ)》で転化した赤竜(レツド・ドラゴン)の倍はある。

			　竜種は年を経れば経るほど、巨大に、そして強大になる。

			　その姿からすると、老竜、あるいは古代竜と呼ばれるべき存在だろう。

			　その黄金竜(ゴールド・ドラゴン)が、邪悪の気配を感じたのか、それとも偶然か。

			　いずれにしろ、上位種と並び称される竜種のうち、善と秩(ちつ)序(じよ)の保護者にして、最強を誇る黄金竜(ゴールド・ドラゴン)が見逃すはずもない。

			　光が収まると、そこには体(たい)躯(く)の上面を灼(や)かれた亜神の姿があった。

			　無傷ではない。

			　しかし、致(ち)命(めい)傷(しよう)にも遠い。事実、傷ついた肉体は再生を始め、急速に元の姿へと戻りつつある。

			　あるいは、それも織り込み済みだったのか。

			　上空からブレスを放っていたはずの黄金竜(ゴールド・ドラゴン)は、すでに急降下を始めていた。そして、イグ・ヌス＝ザドをかすめ飛びながら、その巨大な爪を振るう。

			「惜しい！」

			　悲鳴にも似た、ラーシアの歓声。

			　黄金竜(ゴールド・ドラゴン)の鈎(かぎ)爪(つめ)は紙一重で蜘(く)蛛(も)の亜神の目の前を通過し、黄金竜(ゴールド・ドラゴン)は再び天空でホバリングする。

			「いや、あれは……」

			「そうだな……」

			　ヴァルトルーデとエグザイルの前衛二人が、渋い表情で顔を見合わせる。

			「どうしたんだよ」

			「気のせいかと思ったのだが、あの黄金竜(ゴールド・ドラゴン)は、当てられなかったのではなく、外したのだ」

			　ヴァルトルーデの言葉に、ユウトは愕(がく)然(ぜん)とする。

			「――恐怖に駆られてな」

			　星(せい)霜(そう)を経た黄金竜(ゴールド・ドラゴン)が、蜘(く)蛛(も)の怪物を恐れた。

			　にわかには信じられないが……。

			「オレも同意見だ」

			　しかし、エグザイルまで同意している。

			　執務室の空気が重たくなるなか、黄金竜(ゴールド・ドラゴン)と蜘(く)蛛(も)の亜神の戦いは続く。

			　絶望の螺旋(レリウーリア)の眷属が、突然、めくれた。

			「なんだよ、これ……」

			　それが誰の感想か、なにが起こったのか。なにも分からない。実際に対(たい)峙(じ)している黄金竜(ゴールド・ドラゴン)もそうだっただろう。

			　イグ・ヌス＝ザドの顎(あご)が大きくめくれ、体がイソギンチャクのように分かれ、その中心に瘴(しよう)気(き)が渦巻く。

			　現実として起こった光景とはいえ、あまりにも信じがたい。

			　そんな常識をあざ笑うかのように、イソギンチャクであれば口に当たる部分で、瘴(しよう)気(き)が収束していく。

			　危険を感じた黄金竜(ゴールド・ドラゴン)がさらに高度を取るが――遅かった。

			　闇よりもなお昏(くら)い瘴(しよう)気(き)の塊が、光線となって黄金竜(ゴールド・ドラゴン)を射貫(つらぬ)く。空中で旋回し、なんとか避けようとするものの、超大型サイズのドラゴンの機動性ではそれも叶(かな)わない。

			　結局、瘴(しよう)気(き)の光線によって天を覆(おお)うほどの翼を貫(つらぬ)かれ、あえなく失速してしまう。首を下にして落下していく黄金竜(ゴールド・ドラゴン)に、邪悪なる蜘(く)蛛(も)の亜神は立て直す暇を与えない。

			　いつの間に元に戻っていたのか。光の吐息(レーザー・ブレス)による負傷も完治したイグ・ヌス＝ザドが、錐(きり)揉(も)み状態で降下する黄金竜(ゴールド・ドラゴン)に向かって糸を吐く。

			　黄金竜(ゴールド・ドラゴン)も無抵抗ではない。

			　不充分な体勢ながら糸をブレスで迎撃するが――すべてをかき消すことはできない。尾を糸で捕(ほ)縛(ばく)され、地上に引きずり下ろされる。

			　大地を揺るがし、その落下音だけでミラー・オブ・ファーフロムの鏡面が揺れた。

			　もがき、傷ついた翼で飛び立とうとする黄金竜(ゴールド・ドラゴン)に、かさかさかさとイグ・ヌス＝ザドが近づいてくる。

			　超巨大な蜘(く)蛛(も)の動きに、それだけで嫌悪感が湧いてくる。

			　そんなユウトたちの感想は置き去りに、巨大な蜘(く)蛛(も)の亜神がその鋏(きよう)角(かく)で黄金竜(ゴールド・ドラゴン)に食らいつく。同時に毒を流し込み、何度も何度もその美しい肉体を蹂(じゆう)躙(りん)していった。

			　こうなっては、黄金竜(ゴールド・ドラゴン)も蜘(く)蛛(も)の巣にかかった羽虫と大差ない。

			　黄金竜(ゴールド・ドラゴン)の金色の鱗(うろこ)がドス黒く染まり、徐々に抵抗も弱まっていく。

			「えげつな……」

			　ラーシアが、ようやく感想をひねり出すが快活さは皆無。さすがに、誰も目を背けることはなかったものの、気味の悪さは否定できない。

			「俺たちが手を出す暇もなかったな」

			　ユウトがつぶやいた。だが、情報は得られた――と思うしかない。

			　鏡の向こうのイグ・ヌス＝ザドは、行軍を開始した。目指す先はこのファルヴに違いない。《悪相排斥の防壁(ウオール・オブ・ヴアーチユー)》で侵入を防げるだろうか？　よしんば防げたとして、あの糸は？　瘴(しよう)気(き)の光線は？

			　とても検証したいとは思えなかった。

			　鏡面の向こうで進む蜘(く)蛛(も)の亜神は、巨大としか言い表せない体(たい)躯(く)にもかかわらず、その移動速度はかなり速い。全速で飛ばした馬車の倍以上は、出ているだろう。

			　二〇メートルを超える蜘(く)蛛(も)が猛スピードで移動している。それだけでまた、背筋を怖気が走ってしまう。

			「それで、ユウト。率直に言って、勝てそうなのか？」

			「もちろん。俺たちは、あの邪悪なる炎の精霊皇子――イル・カンジュアルを倒したんだぜ……と言いたいところだが」

			　ユウトはうつむき加減で首を振る。

			「やってみなけりゃ、分からない」

			　大魔術師(アーク・メイジ)の率直すぎる言葉に、しかし、それで重苦しい空気が一気に晴れた。

			「いつも通りのことだな」

			「そうだね」

			　岩巨人(ジヤールート)が低く重たい声で賛同するのに、草原の種族(マグナー)が追随する。今までだってそうだ。可能な限り準備はしても、必ず勝てる保証などなかった。

			「それに……」

			　映像の見えないアルシアが、ためらいがちに正論を口にする。

			「勝てそうにないとしても、逃げるわけにはいきません」

			「蜘(く)蛛(も)もブレスで傷ついてたし、ヴァルとエグザイルのおっさんが殴れば、死ぬんじゃないかな」

			「負けられない」

			　そんな彼女をフォローするわけではないが、ユウトとヨナが口々に楽観的な見通しを示した。

			　好き勝手に言う皆の言葉をまとめ、リーダーのヴァルトルーデが決断を下す。

			「迎え撃とう。みんな、準備を」

			　絶望的な状況にもかかわらず、ユウトが異世界で出会った仲間たちは、揃いも揃って――

			「――バカばっかりだな」

			　俺も含めてだけど。

			　これから激戦が待ち受けているというのに、ユウトの心は晴れやかだった。むしろ、高揚している。最高のコンディションで、サッカーの試合に臨んだときのよう。

			「さあ、作戦会議をしながら呪文をかけていくぞ」

			　先ほどの戦闘を思い返しながら、話すべき事項を整理していく。時間がないわけではないが、放置しても被害は広がるだけだ。

			　再び多元大全をめくり始めるユウト。

			　そこへ《伝言(メッセージ)》の呪文によるメッセージが届いた。

			「ハーデントゥルムから？」

			「あれ？　他にもいっぱい来たね」

			　緊急連絡用に、ハーデントゥルムやメインツ、領内の村々に配っていた《伝言(メッセージ)》が一斉に到着したようだ。訝(いぶか)しさで、眉(まゆ)をひそめる。

			　彼らは知る。

			　イグ・ヌス＝ザドの出現は、最大の凶報であった事を。

			　そして最大ということは、他に多数の凶報が存在していなくてはならないという事実を。

		

	
		
			５・決断

			　

			「は？　海から、水竜(ウオーター・ドラゴン)とサハギンたちが侵攻してきた？」

			「うげ、巨人と錆を喰らう怪物(ラステイ・ビースト)がやってきたって!?」

			「村に配ったという《伝言(メッセージ)》には、オーガに率いられたゴブリンやコボルドどもが攻めてきたとあるぞ」

			　ユウト、ラーシア、エグザイルが口々に凶報を伝える。それを聞いたヴァルトルーデは、反射的に叫んでいた。

			「ヨナ！」

			「もうやってる！」

			　ヨナがミラー・オブ・ファーフロムに手をかざし、《念視(リモート・サイト)》をコントロールする。

			　そして、最悪なことに、すべて誤報ではないことが確認できてしまった。

			　

			　ハーデントゥルムの港。復旧が終わったばかりのそこへ、魚人たちが迫っていた。トライデントを装備し、続々と陸を目指している。さらにその沖には、鱗(うろこ)に覆(おお)われた竜の姿が見えた。

			　存在するだけで死をまき散らす巨人、タナトス。上位巨人(テイタン)の一種である死巨人がマウンテン・ジャイアントを引き連れて、ドワーフの鉱山街へと、ゆっくりとだが大きな歩みを進めていた。

			　だが、ドワーフたちは巨人の相手をすることはできない。なぜならば、玻璃鉄(クリスタル・アイアン)の鉱山を目指す錆を喰らう怪物(ラステイ・ビースト)への対処で精一杯だからだ。一匹でも侵入を許せば、街の死を意味する。

			　凶悪で醜(しゆう)悪(あく)な亜人たちが、村々に攻め寄せていた。堀と城壁によりまだ村への侵入は阻まれているが、このままでは時間の問題だろう。なにしろ、その軍勢はユウトたちが想定していた規模を遙かに越えている。

			　どこも、戦争だった。

			　しかも、存亡の危機を感じさせるほどの。

			「まさか、標的が全部だとはな」

			　想定以上だと、ユウトが苦笑を浮かべる。

			　笑っている場合ではない。

			　だが、笑うしかない状況だった。

			「……どうする？」

			　こちらを窺(うかが)うように、ラーシアが問う。

			　さすがに、いつもの微(び)笑(しよう)は消え、声も重苦しい。

			　いや、ラーシアだけではない。エグザイルやヨナはもとより、ヴァルトルーデやアルシアも、全員がユウトに注目していた。

			　この絶体絶命の窮地を脱出するためのアイディアを、期待されている。

			　四人の瞳(ひとみ)と眼帯越しのひとつの視線を受けて、その身勝手な期待に、ユウトはキレ――たりはしなかった。

			　少しは自分で考えろとも、俺はこの世界の住人じゃないんだから関係ない――などとも思わない。

			　むしろ、その期待が嬉(うれ)しい。仲間との絆すら感じる。

			　問題は、その期待に応えられるかどうか。

			　しかも迅(じん)速(そく)に。

			（できるかも知れない……けど）

			　アイディアというのも図々しいアイディアはあるが、実行可能かも分からない。ギャンブルよりも酷いアイディアだ。

			　ギャンブルなら、少なくとも賭ける前に倍率は分かるはずなのだから。

			「とりあえず、状況を整理しよう」

			「そうね。でも、整理と言っても……」

			　ユウトの言葉にアルシアが真っ先にうなずくが、歯切れが悪い。

			「モンスターがそこかしこに現れて、さあ大変だからねぇ」

			　ラーシアの言う通り、状況はシンプルだ。とても手が回らないということを除けば。

			「まあ、オレは殴るだけだがな」

			　エグザイルが言う。

			「私も、他になにもできぬ」

			　ヴァルトルーデも用意するようにうなずく。

			「頼りになる前衛だなぁ」

			　呆れたように言うユウト。

			「せっかく《テレポーテーション》で移動できるんだし、戦力を分ける？」

			　エグザイルとヴァルトルーデの存在は脇に置き、アルシアがヨナのアイディアを検討する。

			「そうね。戦力を半分に分けて、ファルヴ防衛組と他の街や村の敵を殲(せん)滅(めつ)する組に――」

			「いや、それじゃ押し切られる」

			　ユウトは首を振って、その作戦を否定した。それこそ、相手の思うつぼだ。

			「私も戦力の分散には反対だ。このファルヴ――地下のモノリスだけは絶対に〝虚無の帳(ケイオス・エヴイル)〟の手に渡すわけにはいかない」

			　ヴァルトルーデが、ユウトの意見を追認した。いっそ、非道ともいえる声音で。

			「じゃあ、他は見捨てる？」

			「それこそまさかだ。私が、そんなことを認めるはずがないだろう」

			　平然と矛盾した台詞(せりふ)を口にしたヴァルトルーデの視線は、まっすぐにユウトへと向かっていた。

			　領民を救わなくてはならない。

			　世界も守らなくてはならない。

			　思い浮かんだのは、両親の顔。それから、幼なじみと友達。高校は別になったが、今でも交流のあるサッカー部のチームメイト。

			　地球、日本、自分の家、自分の部屋、学校。行きつけのコンビニ、良く行ったラーメン屋。好きだったテレビやマンガ。

			　次に脳裏をよぎったのは、ヴァルトルーデと巡ったファルヴのこと。発展途上で活気のある街、屋台の熊のようなおやじ、話し好きなウェイトレス、任務に忠実な門衛。クロードを筆頭に、妙に謹厳実直で有能な官僚団。

			　メインツのドワーフたち。最初は絶望していた彼ら、玻璃鉄(クリスタル・アイアン)や馬車鉄道を与えられて、新しいおもちゃではしゃいでいる子供のような彼ら。

			　ハーデントゥルムの商人たち。めざといが、いつもユウトやヨナに驚かされていた。評議会との連絡役を務め、時折相談にも乗ってもらっているレジーナ。

			　カイエ村をはじめとした、村々も巡った。農作業や自警団の訓練に励む村人、楽しそうに遊ぶ子供、新しい命も生まれた。収穫祭にも参加した。

			　――ユウトは決めた。

			　多少帰るのが遅くなるぐらい、どうってことはない。少なくとも、そう思いこんだ。

			　

			『一年後、大きな決断に迫られることになるだろう。その選択が、実り多きものであることを我も望む』

			　約一年前。夢のなかで、知識の神ゼラスから最後に伝えられた言葉が、唐突に蘇(よみがえ)ってきた。

			（ちょっと、待てよ）

			　その可能性に気づいた瞬間、ユウトの顔から血の気が引いた。

			　知識の神ゼラスであれば、この状況でユウトがなにを選択するか、分からないはずもない。それなのに、なぜわざわざ、知識神はこんな言葉を贈ったのか。

			（そういうこと、なのか……？）

			　確証はない。

			　しかし、気づいてしまった可能性を否定もできない。

			「……そう、だな」

			　だが、ユウトはあっさりと迷いを捨てた。

			　その可能性は、一度傾いた天(てん)秤(びん)を逆にするほどの重みはなかった。いや、あったとしても後悔だけはしたくなかった。

			　まさに、実り多い選択だ。

			「止めても無駄なようなので、ユウトくんにだけは伝えておきます」

			　その決意を感じ取ったのか、アルシアは立ち上がりユウトの耳元に唇を寄せる。

			　他意はないと分かっていても、冷静ではいられないヴァルトルーデを横目で見つつ、耳元でささやかれたその告白を聞いて、ユウトの瞳(ひとみ)がいっぱいに見開かれた。

			「……ありがとうございます、アルシア姐さん。使わせてもらいます」

			　確かに、他の仲間――特にヴァルトルーデ――に聞かれたら、一(ひと)悶(もん)着(ちやく)ありそうな内容だった。

			　同時に、ユウトの賭けを確実にしてくれる手札でもある。

			「作戦は決まった。俺とアルシア姐さんは、先に地下空洞に行く。みんなは、悪いけど普通のルートで来てくれ」

			「一緒に行っては駄目なのか？」

			「というか、なんで地下なのさ」

			　当然の質問だが、ユウトはヴァルトルーデとラーシアに対して首を振る。

			「悪いが、反論も質問もなしだ」

			「……分かった、信じるぞ」

			　ユウトが発案し、ヴァルトルーデが承認した。

			　これで動く理由には充分。

			　ユウトはアルシアの手を取って、ミラー・オブ・ファーフロムの機能を転移門に切り替えた。

			　そして、そのまま鏡をくぐって地下のモノリス前へと移動する。

			　その表情は――誰にも見えなかったが――悩みから解放されたかのように晴れやかだった。

		

	
		
			６・前(ぜん)哨(しよう)

			　

			　まだ、絶望は訪れていなかった。

			　しかし、早晩そうなるだろうことは、男にもよく分かっていた。

			　グレン・ミュラー。

			　今はイスタス伯爵領に属するカイエ村で生まれ育ち、故郷を捨てて冒険者となり、また戻ってきた男である。

			　彼は、自警団の長として前線に立って村人たちを鼓(こ)舞(ぶ)し、同時に最大戦力としてゴブリンたちに痛撃を与えていた。

			　ゴブリンやオーガたちの不快な叫び声を聞きながら、冷静に弓に矢をつがえては次々と放っていく。

			　家(か)宰(さい)である大魔術師(アーク・メイジ)が一日どころか数時間で作り上げた石壁は今のところゴブリンたちの侵攻を阻み、逆に、その上から自警団が飛び道具による反撃を容易(たやす)くしていた。

			　自警団にも負傷者はそれなりに出ていたが、死者はいない。士気も、申し分ない。

			　しかし、それもいつまで保つことか。

			　この規模の襲撃など想定していない。せいぜいが、盗賊団との戦闘程度だろう。空堀なども、ほんの少し前までは過剰だとも思っていた。

			　常識で考えれば、数十にも及ぶ悪の相を持つ亜人どもの襲撃など、そうそうあることではないのだ。

			　それに、領主へ《伝言(メッセージ)》を送っても援軍が来ないことを考え合わせれば、なんらかの異常事態が発生しているだろうことは間違いなかった。

			　冒険者時代なら、そろそろ撤退を考えているところだ。

			　しかし、彼はそんな考えを即座に振り払った。

			　生まれたばかりの子供を思う。

			　冒険者仲間だった妻と、十数年ぶりに和解した父親。村の仲間たち。

			　彼らのことを思えば、絶望するなどあり得ないことだった。

			　前を見据えたまま叫ぶグレンの肩に、どこからか放たれた矢が深々と突き刺さった。

			「矢を頼む！」

			　致(ち)命(めい)傷(しよう)には、ほど遠い。

			　それなのに、目が霞(かす)む。

			「毒か……」

			　グレンの負傷に、自警団の手が止まる。

			　空(くう)隙(げき)。

			　圧力が弱まったその瞬間、数体のオーガが携帯用破(は)城(じよう)槌(つい)を構えて正門に殺到した。

			　あんな丸太のような打撃武器が押し寄せては、ひとたまりもない。いや、あの人数ならオーガが突っ込んでくるだけでも終わりだ。

			　その後の大惨事は、言葉にするまでもない。

			「止めろーー！」

			　あらん限りの絶叫。

			　しかし、それが叶(かな)わないことを知っていた。

			　彼の妻、この村唯一の魔術師(ウイザード)は裏門を守っている。他に、あのオーガを止められる人間などいない。

			　結果は分かっていても、最後まで抗うしかない。

			　素早く決断を下したグレンは、荒々しく矢を引き抜こうとし――手をかけたところで、思わず動きを止めてしまった。

			「光が……」

			　そうつぶやくのが精一杯だった。他の村人たちは、目前の光景に言葉も出ない。

			　村に押し寄せるモンスターどもが光に包まれる。

			　それがヤツらにとっても想定外の事態であったことは、慌てふためく様子からも見て取れた。

			　お互い、動くこともできない。

			　戦場で戦いを忘れ、突然、光が大きくなった。

			　網膜に直接光が灼(や)き付けられる。

			　数秒、いや、数分か。

			　勇気を振り絞(しぼ)ってまぶたを開くと、生きた妖魔(デーモン)の姿は消え去っていた。

			　すべてが死体になったわけではない。それでは数が合わない。

			　いきなりかき消えた。

			　そう表現するより他にない。

			「助かった……のか……？」

			　それが確信に変わるまで、それほどの時間は必要としなかった。

			　爆発のような歓声が、そこかしこから噴出する。

			　奇跡を神に感謝する祈り、生き残ったことを喜び合う声、ただ感情を炸(さく)裂(れつ)させた涙。

			　感情表現は人それぞれだったが、根底にあるのはただひとつ。

			　それは、領主であるヴァルトルーデ・イスタスと彼女の仲間たち――つまり、英雄が自分たちを救ってくれたのだという確信だった。

			　

			　黄金竜(ゴールド・ドラゴン)を退けたイグ・ヌス＝ザド。

			　その背に、仮面の男が降り立った。

			　エレクティオ。

			　〝虚無の帳(ケイオス・エヴイル)〟を受け継ぐ人造の指導者。世界を無へ導くもの。

			　幽(ゆう)鬼(き)のように佇むエレクティオは、漆(しつ)黒(こく)の短剣を手にしながら徐々に大きくなるファルヴの街を無感動に眺めていた。

			　そこに用などない。

			　もうしばらくすれば、この世界そのものが終(しゆう)焉(えん)を迎えるのだ。街のひとつやふたつを気にしたところで意味はない。そもそも、この世界にも命にも意味などないのだが。

			　計画の成就を確信しながらも、油断や慢心とはほど遠い精神状態にあった。

			　そんな人間らしい精神の働きとは、無縁であるがゆえに。

			　今から数十年も前。

			　大いなる絶望の螺旋(レリウーリア)の心に触れて以来、ずっと。

			　その接触自体、彼が望んだのか。それとも、向こうが彼を無作為に選んだ結果なのか。それすらも、すでに分からなくなって久しい。

			　単に破滅したいわけではない。自殺志願者でもない。

			　主たる絶望の螺旋(レリウーリア)を牢(ろう)獄(ごく)より解き放ち、物質界に招(しよう)請(せい)する。それこそが宿願。ただただ、この胸のなかにある狂おしいほどの感情だけが真実。

			　たとえ、彼自身は予備でしかなく、その先に滅びが待っているとしても。

			　そのために、この一年を準備に費やした。

			　最後の資金を惜しみなく投下し、魔術も、それによらない手段も用い、ゴブリンやオーガを揃え、サハギンの集落を支配下に置き、巨人たちを手懐けた。

			　このイグ・ヌス＝ザドは、絶望の螺旋(レリウーリア)を解き放つための試行錯誤の産物だ。〝虚無の帳(ケイオス・エヴイル)〟の資産と言っても良いだろう。

			　それを休眠状態にして今まで前面に出さなかったのは、単純に使いどころがなかったためだ。

			　この蜘(く)蛛(も)の亜神を押し立てて活動をすれば、善の諸勢力が黙っていないだろう。そうなれば、秘密裏に計画を遂行することができなくなる。

			　それゆえ、表に出す必要がなかった。

			　しかし、それももう終わり。

			　どれだけ目立とうと構わない。気づいたときには、すべてが手遅れだ。

			　憎き冒険者どもを粉砕し、モノリスの魔力を用いて、今度こそ絶望の螺旋(レリウーリア)を顕(けん)現(げん)させる。

			　それで、文字通りすべてが終わる。

			　改めて決意を固め、彼はもうひとつの切り札である、漆(しつ)黒(こく)の短剣を持つ手に力を込めた。

			　陰泉の短剣(シヤドウ・ウエル)と名付けられたそれは、一見、ただの魔法の武器にしか見えない。

			　しかし、内包する力は、秘宝具と遜(そん)色(しよく)ない。万が一敗れるようなことがあれば、この身を捨ててでも、ためらいなく使用するつもりだった。

			　陰泉の短剣(シヤドウ・ウエル)を懐に仕舞おうとしたそのとき、強力な魔力の波動で動きが止まった。ファルヴ――否、その地下から放たれた力の奔(ほん)流(りゆう)に、ある予感が、心に大きな影を落とす。

			　しかし、予感の正体を追求する暇は与えられなかった。

			　イグ・ヌス＝ザドと彼自身が、黄金の光を発しているのだから。

			　いや、光をまとっているが正解だろうか。

			「何事か……」

			　答える者は誰もいない。

			　答えを期待していたわけでもない。

			　それでも叫ばずにはいられなかったのだ。

			　瞬間、酩(めい)酊(てい)感に襲われる。とっくに感じる機能など失われたはずの吐き気。心を蝕(むしば)む不快感。得体の知れぬ、絶望感。

			　ここで、意識が瞬断した。

			　

			「トラス＝シンクの加護を、奇跡を、今ここに顕(けん)現(げん)せしめん」

			「我らは望む、悪きものよ在れ――《強制転移(ジヨウンター)》」

			　ファルヴの城(じよう)塞(さい)の地下。

			　漆(しつ)黒(こく)のモノリスを正面に見据え、ユウトとアルシアは二人で手を繋ぎ、儀式を完成させた。

			　モノリスが光に包まれ、まだ現出までには時間がかかるだろうが、二人は儀式の成功を確信した。

			「悪きものよ在れとは、微妙な言い回しですが……成功ですか？」

			「たぶんね」

			　広大な地下空間で、モノリスを前にしたユウトは疲労をにじませながらも、会心の笑みを浮かべていた。

			「でも、ユウトくん。これは……」

			「まあ、分かってましたし」

			　次いで、モノリスを見て苦笑を浮かべるユウト。さばさばとした口調で現実を受け入れ、アルシアから手を離した。

			　嫌なわけではないが、ヴァルトルーデに見られたくもない。

			　巻物(スクロール)入れから《完全幻影(ミラージユ・フアクト)》の巻物(スクロール)を取り出し、淡々と偽装工作を行った。

			「私も自信はありましたが……実際にできるとは……。この無茶苦茶さには呆れるしかありませんね」

			　どんな幻覚を使ったのかアルシアに見えはしないが、予測は付いているのだろう。しかし、彼女はそれに触れることはない。

			「ああ、みんな来たみたいだ」

			　頭上を見上げたユウトが、話を打ち切るように言った。

			　ヴァルトルーデは飛行の軍靴(ブーツ・オブ・ウイングス)で、ラーシアとエグザイルはヨナの《フライト》のパワーに便乗して、地下へと降り立つ。

			「ユウト、みんなには巻物(スクロール)で《擬似視覚(ソナー・サイト)》をかけといたよ」

			「助かった、ラーシア」

			「そんなことより、二人はなにをやったのだ？」

			　信頼してはいたが、さすがに「戦闘準備をして地下へ来い」、だけでは納得がいかないのだろう。駆け寄ってきたヴァルトルーデが、ユウトとアルシアに説明を求める。

			「いろんなところを攻められて対処できないのであれば、一カ所に集めればいい」

			　回答は単純明快。こともなげに暴論を放ったユウトが、説明を続けた。

			「普通は、こんなこと絶対にできない。俺を地球から引っ張ってこられるほどの力を持つモノリスと、アルシア姐さんが残してくれておいた奇跡のお陰だよ」

			　アルシアがユウトに耳打ちをした情報が、これだった。

			　ヴァルトルーデが城(じよう)塞(さい)を願い、ユウトがこの地へと呼ばれた理由を問うた神々からの報(ほう)酬(しゆう)。それを、アルシアは保留にしていたのだ。

			　いずれ、神の助力が必要になるかも知れないからと。

			「あれ？　それって……？」

			「さあ、話は後だ」

			　ヨナが感づきそうだったため、ユウトが強引に話を打ち切った。

			　実際、話をしている場合ではない。

			　ユウトたちはモノリスを背に、前方に広がる広大な地下空間へ向き直る。

			「そろそろかな」

			　金色に近い白の魔力光。

			　次々と、まるで蛍(ほたる)のような光が出現した。

			「凄いな、これは……」

			　光が消え去ったあとの光景を見て、さすがのヴァルトルーデたちも言葉が出ない。

			　ゴブリンがいた。

			　オーガがいた。

			　錆を喰らう怪物(ラステイ・ビースト)がいた。

			　サハギンが。

			　水竜(ウオーター・ドラゴン)が。

			　巨人たちもいた。

			　そして、冒(ぼう)涜(とく)的な邪悪なる蜘(く)蛛(も)の亜神、イグ・ヌス＝ザドも。

			　各地に雲(うん)霞(か)のごとく押し寄せていたモンスターが地下空間に集結し、ひしめいていた。誰も彼も敵も味方も、なぜこんな状況になったのか、理由を把(は)握(あく)できずにいたが。

			　事情が分かっているのは、首謀者であるユウトとアルシア。

			　――そして、エレクティオその人だった。

			「貴様、使ったな。モノリスの魔力を使ったのだな」

			「その通りだ。そいつを触(しよく)媒(ばい)に、死と魔術の神トラス＝シンクの奇跡を上乗せした、特別な《瞬間移動(テレポート)》で集めさせてもらった」

			　亜神級呪文(イモータリイ・スペル)でも再現不可能な、まさに奇跡。

			　そんな鬼札(ジヨーカー)を誰が予想できるというのか。

			「否、まだ終わりではない。ここで貴様等を鏖(みなごろし)にし、魔力が戻るまで待てば良いだけの話」

			「はっ、そうかよ」

			　ユウトは自(じ)嘲(ちよう)気味に鼻で笑った。

			「こっちこそ、ここで手を引くのなら見逃してやる――なんてことは言わないぜ。この場で、完全に決着をつけてやる」

			　白い大魔術師(アーク・メイジ)のローブ。

			　その懐から呪文書を取り出したユウトが、宣言する。

			「ここからは、俺たちのターンだ！」

		

	
		
			７・決戦

			　

			　その宣言と同時に自動的に呪文書のページがめくられ、九ページが切り離される。

			　そのまま全身を覆(おお)うようにページがなびくのを確認してから、ユウトは短く呪文を唱えた。

			「《時間停止(クロノス・アイズ)》」

			　周囲の刻(とき)を止める、第九階(かい)梯(てい)の大呪文。

			　ユウトの視界からすべての色が失われ、音は止み、あらゆる動きが消え去った。彼だけが意識を保ち、行動を許された絶対の時間。

			　しかし、刻(とき)を止めることそのものの価値は低い。

			　なぜならば、術者以外のすべては停止状態となるため、あらゆる干(かん)渉(しよう)を受け付けることもなくなるのだ。

			　では、なぜそんな呪文を使用したのか。

			「《差分爆裂(デイフアレンス・ブラスト)》」

			　今度は呪文書から八ページが解き放たれ、一抱えほどもあるような巨大な火球と化す。

			　ユウトは続けて、停止した時間のなかで《差分爆裂(デイフアレンス・ブラスト)》を都合四回発動した。

			　ひしめき集められたゴブリンやサハギン、巨人、水竜(ウオーター・ドラゴン)たちの頭上に設置された《差分爆裂(デイフアレンス・ブラスト)》は、魔術師(ウイザード)の代名詞とも言える《火球(フアイアボール)》と同じく、着弾点で炸(さく)裂(れつ)し、炎と破壊をまき散らす第八階(かい)梯(てい)の呪文だ。その《火球(フアイアボール)》に比べ、威力も倍以上違う。

			　もちろん、それだけではない。

			　最大の特徴は、発動した直後に爆裂するのではなく、時間差があること。

			　それが四発。しかも、同時に解き放たれれば、どうなるか。

			「解除(リリース)」

			　結果は、すぐに出た。

			　ユウトが刻(とき)を動かした瞬間、轟(ごう)音(おん)というのも生ぬるい爆音が地下空洞に轟(とどろ)き渡る。知識がなくとも、音が空気の振動だと気づかざるを得ない圧倒的な暴力。

			　効果範囲の外にいるはずのヴァルトルーデたちすら、その圧力で瞬間的に意識が飛び、次いで襲ってきた熱波で無理矢理に覚醒させられた。

			　では、その中心部では？

			　そこに、生物は存在していなかった。

			　存在しているのは、あまりの高温にガラス化した地面と、生き物だったモノだけだ。

			　皮と言わず肉と言わず骨と言わず。

			　すべてが焼けて溶けて灰となり、悪の亜人たちが身に着けていた革鎧と癒(ゆ)着(ちやく)し、手にしていた武器も、溶(よう)鉱(こう)炉(ろ)のなかにあった状態へ戻っていた。

			　外縁部には、わずかながら生き残りもいた。

			　全身が焼け焦げた水竜(ウオーター・ドラゴン)が苦しそうな咆(ほう)哮(こう)を上げ、死巨人がそれでも前進しようとする。

			「残念でした――《狙撃手の宴(スナイパーズ・レイヴ)》」

			　そのモンスターに対し、子供と見紛うばかりのラーシアが矢をつがえ、射った。

			　瞬時に使用した理術呪文の補助により感覚が研ぎ澄まされ、狙いが一層精密になる。狙いを過(あやま)たず死巨人の眉間と目と喉と心臓に突き立った。

			　漆(しつ)黒(こく)の甲(かつ)冑(ちゆう)など、まるで紙切れに等しい。

			　まるで糸が切れた人形のように、死巨人がどうと地響きを立てて崩れ落ちた。

			　続けて草原の種族(マグナー)は二の矢、三の矢を準備し、今度は水竜(ウオーター・ドラゴン)の命を奪う。

			「ああ、急所があるって良いなぁ」

			　そんな人に聞かせられない感想を漏(も)らす友から視線を外し、ユウトはイグ・ヌス＝ザドを見据える。

			「やっぱ、火属性じゃ効かないか」

			《差分爆裂(デイフアレンス・ブラスト)》の効果範囲を一部蜘(く)蛛(も)の亜神に重ねていたが、繊(せん)毛(もう)ひとつ焦がせていない。呪文による強化が為されているのではなく、もともと完全な耐性を備えているのだろう。

			「さすがは亜神ってところか」

			「うっわ。ユウトが、本気でぶちギレてるよ」

			　ラーシアがユウトの顔を面白そうに見る。

			「かっこいい……」

			　ラーシアの活躍などなかったかのように、ヨナの危険な発言でユウトは我に返った。

			「ヤバイ。教育上、今のは非常にマズかった」

			「今さら、そこを気にするのですか？」

			　アルシアが呆れた顔で言ったそのとき。

			「我が魂を喰らえ、陰泉の短剣(シヤドウ・ウエル)」

			　逡巡も躊(ちゆう)躇(ちよ)もなく。エレクティオは、漆(しつ)黒(こく)の短剣を己の心臓に突き立てた。

			　異常な力の気配に、ヴァルトルーデが身構える。

			「ユウト、アルシア。ヤツは、一体なにをしている？」

			　正気とは思えない――もともと狂信者だが――行動に、ヴァルトルーデが仲間に問う。

			　だが、エレクティオのなかでは首尾一貫した行動だ。

			　そもそも、相手がただの軍隊なら、蹂(じゆう)躙(りん)して終わりだっただろう。

			　敵がただの英雄だったならば、やはり苦もなく打倒していたはずだ。

			　しかし、仇敵は冒険者だった。

			　用意周到で、抜け目のない。勝利のために準備を怠らぬ、忌(いま)々(いま)しき存在。

			　雲(うん)霞(か)の如く押し寄せ、イスタス伯爵領を滅亡の際に立たせた魔物の軍勢は、今の一瞬で壊滅。

			　黄金竜(ゴールド・ドラゴン)すら恐怖したイグ・ヌス＝ザドの異相は《擬似視覚(ソナー・サイト)》の呪文により通用せず、毒も恐らく無効化されるはずだ。

			　このままでは勝てない。

			　ならば――簡単な話。

			　掛け金を上げ、さらなる鬼札(ジヨーカー)を切る。それだけだ。

			「あれは秘宝具か!?」

			「邪悪な気配を感じます。自らの命を代償に、なにかを召喚したのでは？」

			　ユウトとアルシアの推測は、半分だけ正解だった。

			　発動した陰泉の短剣(シヤドウ・ウエル)は、エレクティオの命を吸い上げ黒煙にも似た瘴(しよう)気(き)を吹き上げ始める。それは影となって、細身で巨大な異形を象(かたど)った。

			「たぶん……。アンブラル・デーモンだが……」

			　その姿を見て、ユウトが敵の識別に成功する。

			　下方次元、冥府に住まう悪の相を持つ妖魔(デーモン)。悪神によって創造された魔物たちは、やはり悪を奉じる神官や魔術師(ウイザード)の求めに応じて、ブルーワーズなどの物質界に現れることがある。

			　アンブラル・デーモンの属性は、混(こん)沌(とん)、影、悪、闇。

			　実体を持たず、闇のなかに潜んでは、あらゆる生物を狩りたてる残忍な狩人。

			　だが、今のユウトたちにとって脅(きよう)威(い)を感じるような相手ではない。

			　つまり、それが一番の問題だ。

			　なぜ、そんな妖魔(デーモン)を命を捨ててまで召喚したのか。

			「創生せよ」

			　召喚されたアンブラル・デーモンがイグ・ヌス＝ザドと徐々に一体化を始める。

			　不死の怪物(アンデツド)のみならず、物質界の生物に憑(ひよう)依(い)をし、意のままに操る妖魔(デーモン)もいる。

			　キマイラのように、異なる生き物を融合する技術もある。

			　しかし、これはそのいずれでもない。

			　イグ・ヌス＝ザドを完全に覆(おお)い尽くした影。

			　光を通さぬそのなかで、イグ・ヌス＝ザドは生まれ変わろうとしていた。

			　あのイグ・ヌス＝ザドは、絶望の螺旋(レリウーリア)の眷属は、アンブラル・デーモンとの間に生まれたハイブリッドであると。そう、秘宝具の力により、因果が書き換えられている。

			「グルオオオォンンンッッ」

			　産声が轟(とどろ)いた。

			　影が晴れ、その中心により深い闇が蠢(うごめ)いている。

			　紅く妖(あや)しく光る四対の眼。全身を覆(おお)う繊(せん)毛(もう)。艶消し黒の背甲。細く長い八本の脚。足の先端に生えている鉤(かぎ)爪(づめ)。大顎と鎌状になった鋏(きよう)角(かく)。

			　確かに、巨大な蜘(く)蛛(も)の亜神の特徴を残している。しかし、曖昧な輪郭は、まるで影絵のように朧(おぼろ)気(げ)。

			　それでいながら、漏(も)れ伝わる邪悪の気配は周囲を圧倒する。擬似的な視覚に切り替えていても、その存在だけで膝(ひざ)を屈し、あるいは恐(きよう)慌(こう)状態に陥りかける。

			「だが、殴れば死ぬのだろう？」

			　しかし、エグザイルは前に出た。

			　妖魔(デーモン)にも、不死の怪物(アンデツド)にも勝利した経験がある。

			　確かに実体を持たぬクリーチャーには、体感で半分程度しか手応えがなかった。

			「下がれ、おっさん」

			「心配するな、二倍殴る」

			　そうだ。死ぬまで殴れば死ぬ。

			　信念を乗せて、エグザイルがスパイク・フレイルを振り回す。狙う必要はない。ただ全力で、殴り抜ける！

			「邪魔だ。だが、どけとは言わぬ。一人ずつ殺す。魂を捕らえ、蘇(そ)生(せい)呪文も使えぬようにする」

			　エレクティオの冷たく静かで不気味な言葉。

			　それは闇影の蜘(く)蛛(も)の口――すでに生物的な意味は持っていないだろうが――から、低く響いた。

			「順番に、丁寧に、確実に、殺してくれる」

			　初めての感情がこもった言葉は、皮肉にもイグ・ヌス＝ザドと同化してからのものだった。

			　それでも構わず、エグザイルはスパイク・フレイルを振るい続ける。

			「オ、オオオオッッ」

			　雄叫びとともに、エグザイルは一歩も引かず殴り続ける。

			　影の蜘(く)蛛(も)神は、足下であがき続ける岩巨人(ジヤールート)を一(いち)瞥(べつ)し、曖(あい)昧(まい)模(も)糊(こ)としながらも堅(けん)牢(ろう)無(む)比(ひ)な鈎(かぎ)爪(つめ)を無慈悲に振り下ろした。

			　しかし、エグザイルは意に介さない。無謀に思えるが、狂乱状態の彼にも、勝算があった。

			　妖魔(デーモン)にも、不死の怪物(アンデツド)にも、勝利した経験がある。もちろん、その攻撃を身に受けたことも。

			　霊体を持つ不死の怪物(アンデツド)の攻撃は、強固な鎧(よろい)も魔法的な防御をも貫(つらぬ)く。しかし、その分、物理的な攻撃をすることはできない。精力を吸い取り、肉体を衰弱させる。

			　血は流れなくとも致(ち)命(めい)的(てき)な事態は起こりえるが――その攻撃は、アルシアが事前に付与した《生命の防壁(ヴアイタル・ウオール)》で防ぎきれるはずだ。

			　巨大な鈎(かぎ)爪(つめ)の攻撃は当たるに任せ、実際、影の爪はエグザイルの盾を鎧(よろい)を透過し――岩巨人(ジヤールート)の肉体に触れる寸前で実体を取り戻した。

			　エグザイルの開き直り。そのスタイルは、単純であるがゆえに強い。

			　だが、同時に脆い――より強い力の前には。

			「ぐぬぅ」

			　エグザイルの胸にイグ・ヌス＝ザド：アンブラルの巨大な爪が突き刺さり、抉(えぐ)り、刺し貫(つらぬ)く。いかに頑(がん)丈(じよう)な岩巨人(ジヤールート)でも、これではひとたまりもない。

			　しかし、エグザイルが崩れ落ち膝(ひざ)をつきかけると同時に、その体がまばゆい光に包まれる。

			　トラス＝シンク神の聖印がエグザイルの体に浮かび上がり、《不屈の契約(フオーテイテユード)》の呪文が発動。エグザイルは意識を取り戻す。

			　だが、更に闇影の蜘(く)蛛(も)は長大で、強大な鋏(きよう)角(かく)をエグザイルへ向けていた。

			　それに抗する術はない。

			　すべての防御をすり抜け、影が串刺しにした。瞬間、岩巨人(ジヤールート)の心臓から鼓動が失われる。

			　死。

			　その寸前、神の加護が窮地を救う。再度、エグザイルの体が光に包まれた。

			　今度は死亡した瞬間に蘇(そ)生(せい)させる《克死の天命(フエイト・オブ・アンデス)》が自動起動して瞬時にエグザイルを蘇(そ)生(せい)させるものの、これで事前にかけておいた支援は品切れだ。

			　まだ、イグ・ヌス＝ザド：アンブラルの攻撃はまだ終わらない。宣言通り丁寧に確実に殺そうとしているのか、影の鋏(きよう)角(かく)を引き抜くと同時に再び鈎(かぎ)爪(つめ)の一撃を見舞う。

			　淡々とした作業のような、攻撃。

			「神よ、其を障害より救いたまえ、《不(ふ)撓(とう)不(ふ)屈(くつ)》」

			　致(ち)命(めい)傷(しよう)となるその寸前。

			　アルシアがエグザイルの前面に神術魔法による障壁を張って、なんとか最小限のダメージで猛攻を切り抜ける。

			　だが、紙一重だった。衝撃までは殺しきれず、不沈艦のような頼もしさを誇ったエグザイルは地面に倒れ伏し、スパイク・フレイルもその手から離れてしまう。

			「おっさん！」

			　この戦闘が始まってから、初めてユウトは焦りを感じた。

			「これ以上はやらせないよ！」

			　そこに、ラーシアが割って入る。

			　弓矢では効果が薄いと、魔法の短杖(マジツクワンド)を取り出し――いつの間に使用していたのか《完全透明化(インコグニシヨン)》により姿は見えないが――イグ・ヌス＝ザド：アンブラルに向けて振り下ろした。

			「《理力の弾丸(フオース・ミサイル)》」

			　幾条もの魔力の矢が影の巨獣の背後から放たれ、一斉に殺到する。

			　魔力が力場を形成した矢であれば、非実体の対象に有効打を与えることができるだろう。

			　というよりも、火炎や冷気など一般的な属性などに比べ、ニュートラルで耐性を持つクリーチャーは存在しない、と言ったほうが正しい。

			　それが冒険者の常識。

			　ゆえに、例外があるなどと想像もしていなかった。

			「我らが主、絶望の螺旋(レリウーリア)は力場を司(つかさど)る。それを以て抗しようなど、笑止」

			　巨大にして邪悪なる蜘(く)蛛(も)の亜神から放たれる、低く不吉な言葉。

			　その輪郭が歪(ゆが)み、渦を巻き、ラーシアの魔法の短杖(マジツクワンド)から放たれた力場の矢を掴んだ。

			　力場歪曲。

			　直進していた力場の矢は一転。発射地点――ラーシアへと反転していく。

			「うおおっう？　なにこれ、ありえないんだけど!?」

			　なにもない空間からラーシアの悲鳴が上がり、地下空間に木(こ)霊(だま)する。しかし、それもすぐに着弾の衝撃にかき消された。

			「生きてる！　大丈夫！　だけど……」

			　身軽なラーシアのことだ。直撃はしていないだろうとは思っていたが、その声にユウトたちが安(あん)堵(ど)する。

			　しかし、これでラーシアは有効な攻撃手段を喪失してしまった。

			　現実が、重くのしかかる。

			〝虚無の帳(ケイオス・エヴイル)〟と戦っていたときに、こんな力を使ってきた相手は、絶望の螺旋(レリウーリア)の司祭(プリースト)やモンスターを含め誰もいなかった。となれば、言うほど簡単ではないのだろう。なんらかの制限があり絶対とは言えないかも知れないが……。

			「試す気にはなれねえな」

			　そう吐き捨て、ユウトは敵を正面から見据える。

			　完全に、流れを持って行かれた。立て直す必要がある。それには、時間が必要だ。

			「《理力の棺(フオース・コフイン)》」

			　ユウトの呪文書から八ページ分が切り離され、イグ・ヌス＝ザド：アンブラルを取り囲む。制止すると同時にそれぞれが光で結ばれ立方体の頂点となった。

			　この第八階(かい)梯(てい)に分類される理術呪文は、純粋な魔力で作られた檻(おり)で対象の周囲を取り囲み行動を制限する。

			　物理的な手段では破壊することはできず、一部を除いて呪文すら寄せ付けない。対処方法を持たぬ相手には、これだけで〝詰み〟となる場合もあるのだが……。

			　あれを相手にして、そんな甘い見通しは持っていない。

			　欲しいのは時間だ。

			　案外あっさりと捕まえられたことを不審に思いつつも、ユウトは次の呪文を用意する。

			「《時間停止(クロノス・アイズ)》」

			　第九階(かい)梯(てい)の呪文を完成させたユウトは、再び刻(とき)が停止した空間の住人となっていた。

			　念のためもう一回分準備していたのだが、無駄にならずに済んで良かった。

			　色を失ったこの世界で、ユウトは呪文を使う素振りも見せず思考に没頭する。

			「まず、状況は悪くない」

			　なんだかんだと一対六だ。圧倒的な数の不利を覆(くつがえ)したのだから、状況が悪いはずがない。

			　問題は、そのうちの二人には戦力外通告をせざるを得ないことだろうか。

			　厄(やつ)介(かい)なのが、あの非実体化だ。

			　呪文書へ書き写した手持ちの呪文に、攻撃呪文はいくつかあるが……。

			「あれくらいのレベルになると、呪文も抵抗される可能性が高いからなぁ。かといって、ヨナだけに頼るわけにも……。となると殴るしかないんだが、非実体なのが……」

			　そして、思考がループする。

			「だいたい、あんな巨体で不死の怪物(アンデツド)みたいに霊体とか、ありえねえだろ。どんなチートだ……って、不死の怪物(アンデツド)か。可能性はあるな」

			　偶然気づいた他の危険について頭にメモし、アルシアに任せようと決めた。

			　思考を再びイグ・ヌス＝ザド：アンブラル対策へと向ける。

			「探せばあるかも知れないが、あれを封印するような手札はない。交渉なんてありえない。撃退で済ますことも、逃がすこともできない」

			　思いつくまま、取りうる手段を上げては却下していく。

			「そして、この場で絶望の螺旋の復活がありえない以上、神々の助力や介入も起こらない」

			　背後のモノリスを意味ありげに見上げながら、ユウトはつぶやく。

			　こうなると、結論はひとつだ。

			「最後は、ヴァルトルーデか」

			　もう有効打を放ちうるのは彼女しかいない。というよりは、ヴァルトルーデしかない。

			「じゃあ、やるべきことはひとつだな」

			　ヴァルトルーデが、英雄が、愛する彼女が。

			　全力で剣を振るえるように支える、場面を整える。

			「それが、俺のやるべきことだ」

			　すっきりとした笑顔を浮かべ、ユウトは《時間停止(クロノス・アイズ)》を解除した。

			　世界に色と音が戻ると同時に、矢継ぎ早に指示を出す。

			「おっさんとラーシアは距離を取って待機。ヨナは、ヴァルに合わせて援護をしてくれ」

			「うん。ボクらは余計なことをしないよ。死なないのが仕事だね」

			「……やむを得んな」

			「悪いな。それから、アルシア姐さんは、この場の死者の浄化を。エレクティオに死体を使われる可能性がある」

			「……そうね。任せてちょうだい」

			　アルシアが胸に下げた聖印を握り、死と魔術の女神に祈りを捧(ささ)げる。

			「ヴァルトルーデ、俺が必ず届ける。だから、後はすべて任せるぞ」

			「分かった！」

			　ユウトの指示を聞くが早いか、ヴァルトルーデが妖魔(デーモン)と同化した蜘(く)蛛(も)の亜神へと進撃を始める。

			　だが、イグ・ヌス＝ザド：アンブラルの意識は、アルシアへと向けられていた。

			　影そのもののような体がわずかに揺れる。人間で言えば、憐(れん)憫(びん)と侮(ぶ)蔑(じよく)に近い感情の動きだ。

			　ユウトがアルシアへ伝えた懸念は、まさに正(せい)鵠(こく)を射ていた。

			　わざわざ《理力の棺(フオース・コフイン)》に囚(とら)われたままであった理由。それが、死者を再利用する大呪文の準備を妨げられぬためだった――などと説明をする必要はないだろう。堅固な牢(ろう)獄(ごく)は、外からの脅(きよう)威(い)からも囚人を守るなどとも。

			「今頃気づいても、遅い」

			「いいえ、遅いことなどない」

			　絶望の螺旋(レリウーリア)と、トラス＝シンクと。異なる神に仕える使徒の視線がぶつかり合う。

			「《不死者の軍勢(アンデス・レギオン)よ、起て》」

			　呪文が完成したのは、エレクティオが先だった。

			　取り囲む《理力の棺(フオース・コフイン)》を闇が埋め尽くし、浸食し、継ぎ目も隙間もないはずの純粋魔力の檻(おり)を影が浸透し、周囲にわだかまる。

			　充満する死の気配。

			　いや、ここはもともと死に満ちていたのだ。

			　ゴブリンの、コボルドの、サハギンの、オーガの巨人の水竜(ウオーター・ドラゴン)の。その朽ちた肉体が、怨(えん)嗟(さ)に満ちた魂が。影のなかで一体また一体と立ち上がる。

			　軍団を結成し、蹂(じゆう)躙(りん)し、復讐を夢見ながら。

			「死と魔術の女神、詠(えい)唱(しよう)者の女王、紅(こう)髄(ずい)の大烏。死者の安寧の保護者よ。そこに横たわるは悪しき者なれど、慈(じ)悲(ひ)深き御方の手により、安寧を与えられんことを――《奇跡(テウルギイ)》」

			　祈りの完成は遅かった。

			　しかし、確かに届いた。女神は、愛(まな)娘(むすめ)に応えた。

			　光の射さぬ地下空洞に、暫(ざん)時(じ)、太陽が出現した。

			　暖かな日の光ではない。凍てつく寒さのなか、それでも天にあって人々を照らす苛烈だが優しい陽光。

			　それを受けて怨念が浄化され、不死者は浄化され死者へと戻り、死体そのものが光の粒子となって消えてゆく。

			　神性を降ろし、神の行い――奇跡を顕(けん)現(げん)する。第九階(かい)梯(てい)に分類される神術呪文に、不可能はない。

			「構わぬ」

			　目の前の光景に、エレクティオはなんら心を動かされた様子はない。忌(いま)々(いま)しいとも思っていないかも知れない。

			　ただ目的を遂行するため、影の触手を伸ばして《理力の棺(フオース・コフイン)》を解除していく。

			　まるで糸を解くように、するすると。

			「ああ、イヤになるぜ。《魔力解体(アイソレーシヨン)》クラスじゃねえと解除(リリース)されねえのに」

			　あり得ない光景を見せられて、ユウトがぼやいた。そうしながらも、自らに《飛行(フライト)》呪文をかけてヴァルトルーデの後ろに移動する。

			　射程距離の問題で、近づかなければならないのだ。

			　肉体的にもっとも貧弱な自分が近づくのに勇気は必要だったが、勝利のためにも、また必要なのだ。

			「だが、身を捨ててこそ、浮かぶ瀬もあれ――だ」

			「どういう意味だ？」

			「自らの命すら犠牲にする覚悟があってこそ、窮地を脱して成功を掴めるって意味だ」

			「良い言葉だな」

			　いつもながら前向きなヴァルトルーデから勇気を与えられ、ユウトは笑った。そして、こんな状況でも笑っている自分に驚き、また笑った。

			　ああ、そうか。だから、俺は簡単にあんな選択を下したのか。

			　後で怒られるだろうなと思うが、今は、それで、充分だ。

			「イル・カンジュアルを滅ぼしたのは、貴様か、聖堂騎士(パラデイン)」

			「ヴァルトルーデ・イスタス。そして、貴様を滅ぼす者でもある」

			　目前に迫ったヴァルトルーデに対し、エレクティオがイグ・ヌス＝ザド：アンブラルの口で呼びかける。ほとんど、確認のようなものだったが。

			　語る言葉などない。

			　語る必要もない。

			　決して相容れない存在同士、道が交わったからには、相争う他にない。

			「そうか。だが、確実に殺すと言ったはずだ」

			　重低音の殺意。

			　エグザイルに対してそうしたように、巨大な影の爪が、鋏(きよう)角(かく)がヴァルトルーデへと殺到する。さらに、影の糸が束になって覆(おお)い被さってくる。

			　突撃体勢に入ったままのヴァルトルーデに、その攻撃への対処は不可能だ。

			　――ヴァルトルーデには。

			「《次元扉(デイメンジヨン・ポータル)》」

			　飛行状態のユウトが、そこに割り入って呪文を発動する。

			　次元門の簡易版とも言える、第三階(かい)梯(てい)の理術呪文。

			　ヴァルトルーデと霊体化した蜘(く)蛛(も)の亜神との間に、白い扉が現れた。なんの脈略もなく、突然に。

			　それに、ヴァルトルーデは躊(ちゆう)躇(ちよ)なく飛び込み、相手の猛攻は《次元扉(デイメンジヨン・ポータル)》を破壊したのみで虚しく空を切る。

			　彼女の姿を求め、闇影の蜘(く)蛛(も)が周囲に知覚を広げる。

			　けれど、それはより大きな衝撃により打ち消された。

			「《エレメンタル・ミサイル》――エンハンサー！」

			　深い精神集中を行いながらタイミングを計っていたヨナの眼前に、無数の氷の矢が現れる。

			　ありったけの精神力をつぎ込んだ氷の矢。いや、槍(やり)が、イグ・ヌス＝ザド：アンブラルへと突き刺さる。

			　だが、まだ終わらない。

			　ヨナの赤い瞳(ひとみ)が妖(あや)しく輝(かがや)き、白髪のなかに赤い房が現れた。

			「《セレリティ》」

			　時の流れに干(かん)渉(しよう)し、瞬時に精神集中を終え、即時に行動するパワー。

			　精神力を振り絞(しぼ)ってそれを発動させたヨナの前に、先ほどと同じく無数の氷の槍(やり)が出現する。

			「《エレメンタル・ミサイル》――エンハンサー、二発目！」

			　一斉射撃。

			　これはもはや爆撃に等しい。

			「ウォオオオオオッッッ」

			　巨体が、わずかに。だが、確実に傾いだ。

			　それは一時的なものであろうが――その一瞬を作り出すために、全力を傾けているのだ。

			　さらに、スパイク・フレイルが霧のようなわだかまりへと巻き付き、長い鎖(くさり)でイグ・ヌス＝ザドをその場に縛り付ける。

			「へへ……。とっておきを使っちゃった」

			　見れば、エグザイルのスパイク・フレイルがぼんやりと青い光を放っていた。

			「霊体接触(ゴーストタツチ)の霊薬(エリクサー)か。ラーシア、最高だぜ！」

			　ヴァルトルーデにも伝わるよう、ユウトは声に出して言った。

			　打つ手がなくなったラーシアは密かに機会をうかがい、最高のタイミングでエグザイルにもっとも効果的なアシストを行ったのだ。

			「ラ、ァアアアアッッ」

			　全力で。

			　筋繊維をフル稼働させ、全開で鎖(くさり)を引く。

			　相手が強大すぎるゆえにか、数分は保つはずの霊薬(エリクサー)は瞬(またた)く間に蒸発してしまった。ほんの数秒で戒めが解かれ、スパイク・フレイルは地に落ち、蜘(く)蛛(も)の亜神が自由を取り戻す。

			　一〇秒、いや、五秒もあっただろうか。

			　だがそれは、致(ち)命(めい)的(てき)な空(くう)隙(げき)。

			　仲間たちのその尽力で、イグ・ヌス＝ザド：アンブラルはヴァルトルーデの姿を見失う。

			「行け！」

			　ユウトは叫んだ。

			　冷静に考えたならば、なにか呪文で支援ができたかも知れない。

			　だが、そんなことは考えつかず。

			「ヴァルトルーデ！！」

			　ユウトはただ、愛しい人の名を叫んだ。

			「私の《破邪撃滅》は、ただの《破邪撃滅》ではないぞ」

			　ヴァルトルーデは、正面にいた。

			　神々しい、神の化身にも劣らぬ聖堂騎士(パラデイン)。

			　次元の扉を抜け、イグ・ヌス＝ザド：アンブラルの真っ正面へ瞬間移動したヴァルトルーデが飛行の軍靴(ブーツ・オブ・ウイングス)で中空に留まりながら、討魔神剣(デイヴアイン・サブジユゲイター)を高々と掲げる。

			　神が、自らの聖堂騎士(パラデイン)に授ける《破邪撃滅》という特殊な力。

			　それは、千差万別とは言わないが、使用者の力量により変化する。威力や一日の使用回数は当然、ある聖堂騎士(パラデイン)の《破邪撃滅》は衝撃により敵を地に伏させ、またある者の《破邪撃滅》は装甲を紙のように切り裂く力を持つ。

			　そして、ヴァルトルーデの《破邪撃滅》は、決して悪を逃さない。

			　火の精霊皇子であろうと、妖魔諸侯(デーモンロード)であろうと、実体を持たぬイグ・ヌス＝ザド：アンブラルであろうと。回避を許さぬのが、ヴァルトルーデの《破邪撃滅》だ。

			「聖撃連舞――陸式」

			　真っ正面から縦にイグ・ヌス＝ザド：アンブラルの頭部を十字に切り裂く。

			　次いで足に斬りつけ、再び飛び上がって鋏(きよう)角(かく)を折り、その余勢を駆って中空で宙返りをして首の付け根に刃を突き立てた。

			　悲鳴も断末魔の絶叫も上げる暇も与えぬ連撃。

			　その一撃ごとに、イグ・ヌス＝ザド：アンブラルの影の体は丸められたかのように縮小し、影が闇が晴れていく。

			　最後には、ただの塊となった。

			　いや、塊としての形も保てぬ、拳大の小さなわだかまり。

			「せめて、神の御許にて魂の救済を」

			　すれ違い様に一閃。

			　振り返ることなく、ヴァルトルーデは討魔神剣(デイヴアイン・サブジユゲイター)を鞘(さや)に収める。

			《破邪撃滅》は今、悪を逃さぬ一撃となった。

		

	
		
			８・終わり、そして新たなる始まり

			　

			「ヴァル！」

			　ユウトは、絶望の螺旋(レリウーリア)の眷属を討ち滅ぼしたヴァルトルーデへ飛びついた。力の限り抱きしめ、そのまま抱え上げようとし――挫折した。

			　さすがに、全身鎧(よろい)相手には無理がある。サッカーでゴールを決めた選手を祝福するようにはいかない。

			「あ、ああ……」

			　しかし、ユウトに抱きつかれているというのに、ヴァルトルーデは浮かぬ顔だった。

			「まだ、息絶えぬのか……」

			　その視線の先を見れば、闇の残(ざん)滓(し)が地面でまだ蠢(うごめ)いていた。

			　ヴァルトルーデの《破邪撃滅》により、エレクティオとアンブラル・デーモンは祓(はら)われたものの、核となったイグ・ヌス＝ザドの部分は、まだ残っているのだ。

			「これ、どうにかなるの？」

			「ラーシア。気配で分かるが、透明化したまま近づくのはどうかと思うぞ」

			「分かるんだ、気配。そういうのも遮断する呪文のはずなんだけど……」

			　呆れたように声を出すラーシアの《完全透明化(インコグニシヨン)》は、ユウトが《対呪抗魔(カウンター・デイスペル)》で解除する。

			「ああ、ありがと。んで、どうするの？」

			「殴ればいいか？」

			　ラーシアだけでなく、アルシアの治療を受けながらエグザイルもやってくる。

			「まだ、《ディスインテグレータ》一発ぐらいならいける」

			　ヨナが、物(ぶつ)騒(そう)なことを言いながらやってきた。

			「いえ、それではたぶん無理でしょう。亜神は、通常の手段では滅ぼせないと聞いたことがあります」

			「通常の手段では？　アルシア、それはなにかのたとえか？」

			　ヴァルトルーデがアルシアのほうを向く。

			「いや、文字通りの意味でだよ」

			　ヴァルトルーデから離れながら、ユウトがアルシアの知識に補足する。

			　イグ・ヌス＝ザドに死は存在しない。

			　致(ち)命(めい)傷(しよう)を負ってもただ休眠状態となり、ゆっくりと傷を癒(い)やし、数十年後には復活するのだ。

			「まあ、それは最初から分かってたよ」

			　だが、ユウトが、大魔術師(アーク・メイジ)がそれを許すはずがない。

			「俺が決着をつける」

			　準備を怠るはずもない。

			「《大願(アンリミテツド)》」

			　やや小振りな宝石を数十個。どこからともなく取り出したユウトが、それを宙に撒く。

			　数多の宝石が無数の粒子へと変わり、地下空洞に光の雨が降り注ぐ。

			「絶望の螺旋(レリウーリア)の眷属たる蜘(く)蛛(も)の亜神に真なる死を。邪悪なる使徒に永劫の眠りを」

			　魔力の雨が、イグ・ヌス＝ザドの残(ざん)滓(し)を洗い流していく。

			　魔術の本質たる現実改変。

			　その神(しん)髄(ずい)とも言える第九階(かい)梯(てい)の呪文、《大願(アンリミテツド)》によって今度こそ、イグ・ヌス＝ザドはこの地上から消滅した。

			「ふう……」

			　ようやく、片が付いたという安(あん)堵(ど)。それに大呪文を使用した疲労が重なり、いつかの様にユウトが地面にへたりこむ。

			　気が抜けたのだろう。

			　だが、それで呪文の維持を忘れてしまったのは失敗だった。

			「ユウ……ト……？」

			　最初に気づいたのはヴァルトルーデだった。

			　今にも地面に倒れ込んでしまいそうなユウトの姿を見て微(び)笑(しよう)を浮かべていたが、神の手を持つ造形師が作り上げたかのような美(び)貌(ぼう)を凍り付かせる。

			「モノリスが……」

			　皆が、一斉に振り向きモノリスに注目する。

			　事情を知っていたアルシアは、皆の雰囲気でユウトの失敗に気づいた。当事者のユウトは、隠しきれるものじゃないしと、密かに覚悟を決めた。

			「どういうことだ、ユウト。モノリスが、あんな――」

			　力を蓄え、魔力をまとっていたはずのモノリス。

			　それが今や完全に沈黙し、ただのモニュメントと化していた。

			　半ばから折れ、無惨な姿を晒(さら)して。

			「タイトルを付けるなら、栄(えい)枯(こ)盛(せい)衰(すい)ってところかな」

			　立ち上がりながら、シニカルな表情でユウトが言った。

			「今回、だいぶ無茶をしたみたいでさ、壊れちまった。でも、それをエレクティオに知られるわけにはいかないから、《完全幻影(ミラージユ・フアクト)》で隠(いん)蔽(ぺい)したんだよ。あそこで逃げられたら逆に困ったことに――」

			「そんなことは、どうでもいい！」

			　ヴァルトルーデが激(げつ)昂(こう)する。温厚な彼女が、ここまで怒りを露わにするのは珍しい。ヨナなど、自分が怒られているわけではないのに、首をすくめていた。

			「美人は、怒っても美人だな」

			「それもどうでも良い！　これでは、ユウトが帰れないではないか……」

			「ああ……。そうだな、他に帰る当てもなくってさ」　　

			　今にも泣き出しそうな彼女を、どうにかしたくて。

			「ヴァル子、今のでへそくりまで使い切ったうえに無職になっちまった」

			　疲労した頭をフル回転させて、気の利いた台詞(せりふ)を捻り出そうとする。

			「雇ってくれるところ、知らないか？」

			「バカものが……」

			　呆れ果てたヴァルトルーデが抱きついてきた。倒れそうになるが、そこは男の意地で耐える。

			「もう、絶対に手放さんからな。覚えていろよ」

			「ああ……」

			　分かったから泣きやんで欲しい。

			　髪を撫(な)でても、抱き寄せても、ヴァルトルーデは一向に泣きやんではくれない。

			　だからユウトは、桜色の唇を自らのそれで塞ぐことにした。

		

	
		
			Interlude

			　激戦から、一晩が経った。

			　王都セジュールへの報告や領民への説明はアルシアたちに任せ、ユウトとヴァルトルーデは再び城(じよう)塞(さい)の地下――あのモノリスの下へやってきた。

			　目的は状況の確認。

			　つまり、まだモノリスが使い物になるのか、最終的な確認をしなければならない。

			「どうだ？」

			　恐る恐る、だが、聞かなくてはならないとヴァルトルーデが問いかける。

			　果たして、肯定と否定のどちらを求めているのか。それすら、分からないまま。

			「う～ん」

			　だが、ユウトの返事は気の抜けたものだった。

			　思わず暴力衝動に駆られるが……それはなんとかユウトには向かわず、周囲に転がっている石ころを蹴(け)飛ばして解消した。

			「どうなのだ」

			　もう一度、非難にならないよう気をつけながら、ヴァルトルーデが問いかける。

			「ダメっぽいな」

			　呪具を懐に仕舞いながら、あっさりとユウトは言った。《魔力解析(アナライズ)》で鑑定した結果だ。まず、間違いはない。

			　つまり、地球へ帰還する道が絶たれたのと同意。

			　その割にさばさばした様子なのは、これを使うと決めた瞬間に、覚悟を決めていたからに違いない。

			　まあ、エグザイルあたりには、半分に折れてるんだから使えないのは当たり前、などと言われそうではあるが。

			「そう……か」

			　その言葉を聞いて、ヴァルトルーデの心に得体の知れない感情が宿る。今までに経験のない、昏(くら)い歓喜。今の彼女には、それが悪しきものであることしか分からない。

			「まあ、他にも似たようなのがあるかも知れないし、別の手段――例えば、呪文を開発するとか、そういうのだってあるしな」

			　だから、ヴァルトルーデが責任を感じる必要はない。

			　彼はそう言っているのだが、彼女のなかの昏(くら)い歓喜を理性と正義感が咎(とが)め続ける。

			「ユウト、私は卑怯な人間だ。ヘレノニア神から聖堂騎士(パラデイン)の資格を剥(はく)奪(だつ)されてもおかしくない。いや、されるべきだ」

			「いきなり、なんの話だよ」

			　実際、聖堂騎士(パラデイン)としての力を失った、道を外れた者がいないわけではない。その末路は、たいてい振り子が逆に振れるように悪へ進むか、酒にでも溺れて自(じ)堕(だ)落(らく)な生活を営むようになるかだ。

			「ヴァルが破門されるようなことがあったら、この世界に聖堂騎士(パラデイン)が存在しなくなるぞ」

			「私は、そんなに高尚な人間ではない！」

			　初めての感情を持て余し、処理しきれないまま、行き場のないフラストレーションを爆発させるヴァルトルーデ。

			「私は、喜んでしまったのだ。ユウトが帰れないと分かって。私は……」

			「ああ……。そんなことか」

			「そんなこととはなんだ！　私は、私は……」

			　激高するヴァルトルーデを優しく抱き留め、ユウトはさらさらと手触りの良い髪を優しく撫(な)でる。

			「絶対に手放さないって言われて、俺は嬉(うれ)しかったけどな」

			「それは……。しかし……」

			「帰れないかも知れないとか、そんな心配は俺がするから。だから、ヴァルは、少なくともヴァルだけでも、二人が一緒にいられるって喜んでくれよ」

			「しかし、それでは……」

			「良いんだよ。それが、愛なんだ」

			「あ、愛などと……」

			「違うのか？」

			「違わない……が」

			　はっきり言われると照れる、などというものではない。

			　しばし見つめ合う二人。

			　ヴァルトルーデの胸元で、ユウトが贈った玻璃鉄(クリスタル・アイアン)のネックレスが瞬(またた)く。

			　不意に、その瞬(またた)きがより強くなった。

			　だが、ネックレスが発光しているわけではない。

			　反射しているのだ。モノリスより発せられる、より大きな光を。

			「なにが起こった？　力を失ったわけではないのか」

			「分からねえ。だけど、さっきまでは――」

			　事態を把(は)握(あく)していないながらも、ユウトがヴァルトルーデの前に立ちふさがる。

			　能力的なことを言えば、ヴァルトルーデがそうすべきなのだが、ここは男の意地だ。

			　数秒。

			　いや、数十秒か。

			　始まりと同じく、唐突に光が収まった。

			　体に不調も怪(け)我(が)もないこと。ヴァルトルーデも同じであることを確認してから、モノリスへと目を向ける。

			　もう、なんの魔力も感じられないが――半分になったその根本に、人影が現れていた。

			　地面に倒れ伏す、細い肢(し)体(たい)。

			　ヴァルトルーデにとっては、初めて見る奇妙な服を着ていた。

			　ユウトにとっては、見慣れた制服だった。

			　脳が理解するやいなや、ユウトは脇目も振らずに走り出し彼女――そう、女性だ――を抱え上げた。

			　体温と呼吸と。

			　つまり、気を失っているだけで生きていることを確認し、次いで彼女の顔を見た瞬間、ユウトは呼吸を忘れ、血の気を引く音を聞いた。

			「朱(あか)音(ね)……？」

			　ただ、それだけしか言えない。

			　二年前に別れた幼なじみの名前を呼ぶだけで、精一杯だった。

			「ゆう……と……？」

			　再会の驚きと、疑問と、哀しみと。

			　一瞬でそのすべての感情に襲われた朱(あか)音(ね)は、しかし優しい微(び)笑(しよう)ですべてを包み込んだ。

			「やだ。本物……」

			　ユウトの、彼女の幼なじみである天(あま)草(くさ)勇(ゆう)人(と)の、今まで見たなかでもっとも儚(はかな)く透明で魅力的な微笑(ほほえ)み。
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			「その……。久しぶりだな」

			「みんな捜してたのよ、どこ行ってたのよ」

			「ちょっと、異世界まで」

			　約二年振りにしては冴(さ)えない、再会の言葉。

			　それを聞いて、まるですべての役目を終えたかのように。

			　残り半分になったモノリスが砂となって、さらさらと崩れ落ちた。

		

	
		
			外伝・妖樹の御子の後始末

			　

			　レジーナ・ニエベスがハーデントゥルムからファルヴへと居を移して、しばしの時間が経過した。ユウトとともに《瞬間移動(テレポート)》でメインツに滞在したのは、少し前の話。

			　交易都市であるハーデントゥルムを治める評議会。そのもっとも新しい評議員である彼女は、ある意味で評議会を代表し、イスタス伯爵家との連絡役という役割を担っていた。

			　もちろん、彼女が故郷を離れたのはそれがすべてではない。様々な事情があるのだが、ではどれが一番の理由なのかと問われても、誰も答えられないのだが。

			「こちらにいらっしゃいます」

			「あ、ありがとうございます」

			　書記官のクロード・レイカーに案内され、レジーナはユウトの工房を訪れようとしていた。

			　だが、その彼は、扉の前まで彼女を連れてくると目礼して立ち去ってしまう。

			　気を遣っているのか、何度もの訪問で信頼を得ているのか。できれば、後者のほうが嬉(うれ)しい。

			　そう考えつつ、レジーナは手(て)櫛(ぐし)で豪(ごう)奢(しや)な金髪を整える。出かける前にもきちんと確認しているのだから、問題はないはずだ。それでも、気を抜いてはならない。

			　これは私的な訪問ではなく、ハーデントゥルムの評議会からの通達を受け、とある問題への助力をお願いしようとしているのだ。

			　いわば、街ひとつを代表しての訪問である。そこで、マイナスの印象など与えられようか。初めて会ったときにも、慌てて身だしなみを確認しようとしていた――などという思い出話は、ビジネスには関係ない。

			「失礼いたします」

			　深呼吸をしてから扉をノック。声がうわずってしまったが、今さら取り消すことはできない。できるのは、平然と当たり前のように行動することだけ。

			「ああ、どうぞ」

			　中央の作業台にいたユウトは、長い材木のようなものを前に、悩んでいる様子だった。知り合ったときよりも伸びた前髪が目を隠しており、細かい表情までは分からない。

			　少なくとも、レジーナの訪問を不愉快には思っていないはず。

			　その確信に後押しされ、鮮やかな緑の生地に植物の刺(し)繍(しゆう)が施されたワンピースの裾を引っかけないように注意しながら、ユウトの下へと近づいていく。

			「なにか作業中でしたか？　お邪魔でしたら出直しますが」

			「いえ。ちょうど煮詰まってたところなので。レジーナさんにも、相談したいなと思っていました」

			　自分で言い出しておきながら勝手だが、拒絶されなくてほっとしていた。さらに、なにか相談事があるらしい。

			　やや日に焼けた肌に赤みが差すのを自覚し、澄ました表情からは想像もできないほどわたわたと動揺してしまう。

			「それよりも、汚い部屋で申し訳ありません」

			　工房と呼んでいるだけあって、部屋のなかは雑然としていた。かなり広い部屋だが、いくつもの作業台が置かれ、無造作に魔化途中の武具が置かれている。

			　税金代わりに王家へ進呈する予定の品々だと知ったら、驚いてワンピースにほつれを作る結果になっていたかもしれない。

			「いえ。とんでもありません」

			　確かに部屋のなかを見たときには驚いたが、物は考えようだ。そんなプライベートに近い場所へ招かれたということは、気が置けない関係に近づいているともいえるはずだ。

			　ただ、今のレジーナからは、執務室も決して整然としているとはいえないことは、すっかり抜け落ちている。

			「それはなんなのか、聞いても」

			「これは……あっ」

			　迂(う)闊(かつ)だったと、ユウトが頭を抱える。

			　実際、気配りが足りなかった。周りには気にする人間がいなかったから――というのは、言い訳にもならないだろう。

			「ごめんなさい。配慮が足りなかった」

			「その材木になにかあるのですか？」

			　見た目は、なんの変哲もない角材でしかない。ユウトが扱っているということは魔法が関係しているのかも知れないとも思ったが、彼女には判断のできない問題だ。

			「説明しないことには話が先に進めないので、ごめんなさい」

			　いきなり頭を下げ、謝罪を始めるユウト。

			　悩んだ末に巻き込むことを決めたようだが、レジーナはそれを理不尽とは思わない。むしろ、いつも謝るときは率直だと、変な感心すらしていた。

			「これは、妖樹の御子ニーケンララムの残骸です」

			「…………」

			　レジーナは息を飲み、二度と聞くことがなかったはずの名に全身を強ばらせる。

			　原型をとどめないほど破壊されてはいるものの、あの妖魔諸侯(デーモンロード)を再び目にするとは思わなかった。

			　けれど、その感情は恐怖ではなく驚きだ。

			「……死んでいるのですよね？」

			「妖魔諸侯(デーモンロード)にとっての死を定義するのは難しいですが――さっきも言った通り残骸です。風化して消え去るかと思っていたら、一定のところで残ってしまって……」

			　計算違いだったのは、人工湖の水が源素界から召喚した清(せい)冽(れつ)なもので、なおかつ聖なる結界と一緒に吹き飛ばしたこと。

			　それでどうも形質に変化が起こったらしく、風化するどころか聖別されてしまったのだ。

			「悪いものどころか、なんか善の性質まで帯びているって、アルシア姐さんからお墨(すみ)付(つ)きをもらっちゃうし」

			　半分は独り言だったのだろう。なぜか、憎々しげに作業台の上の角材をぱしぱしと叩く。

			　実際、建材としても一級品だと、木工が得意なドワーフの職人から太鼓判を押されてもいた。大司教(パトリアーチ)とドワーフの二重保証だ。品質は折り紙付きと言えるだろう。

			「先ほどは驚きましたが、それだけです。あまりにも予想外でしたから」

			　拳を握って元気だとアピールするレジーナ。そんな彼女を目の当たりにして、ユウトはほっと息を吐いて緊張を解いた。

			　ここで精神的外傷(トラウマ)を刺激されたから責任を取って下さい――などと言い出さないところが彼女らしい。ハーデントゥルムで商会を切り盛りしているセスク老人などは、歯がゆいところだろうが。

			「しかし、これは……」

			「やっぱり、そうですか」

			　商売人の顔になってそろばんを弾いたレジーナのはっきりとしない口調に、緊張から解放されたユウトは落胆する。

			「売れないですよね？」

			「買い手は山ほどいるでしょうが、どんな結果になるか想像したくはありません」

			　争奪戦、投機的値上がり、諸権力の介入。

			　御しきれないとは言わないが、面倒くさいことになるのは確実だ。

			「ちなみに、どれほどあるのでしょう？」

			「山のように」

			「それは……」

			　今度は、偽物が現れてきそうだ。多くても少なくても、やはり面倒だった。

			「仕方ない。もったいないけど、馬車鉄道の枕木と線路にしよう」

			　線路といえば鉄。

			　日本人であるユウトにとっては確認するまでもない常識だが、鉄のように頑(がん)丈(じよう)な木材であれば、代用は可能だろう。

			　最悪、アダマンティン製の鋸(のこぎり)でも鉋(かんな)でも用意してやればいい。

			　だが、残念なのはレジーナも同じだった。いや、より深刻かも知れない。

			「実は、評議会から通達があってご相談に来たのですが、木材の不足が表面化しそうになっています」

			「そいつは皮肉な……」

			　台風により破損した港の建築資材というのもあるし、好景気に沸くハーデントゥルムでは、船の建造など様々な分野で需要が高まっている。

			　同時に、ファルヴの建設ラッシュも当面続く。ドワーフが手がけたファルヴは石造りの建物が多い街だが、木材を使用しないということはあり得ない。

			　また、領内の村々が無税になったことで、こちらも様々な需要が増えることが確実。

			「余所から買えば良い……って話じゃないんですよね？」

			「はい。すでに、値上がり待ちの売り渋りなどの兆候が出ています」

			　そんな連中は強権を用いて断罪することもできるが、商取引を締め付けすぎるのは良くない。それは、政治の失敗を転嫁することへと繋がってしまう。

			　ユウトが、顎(あご)に指を当て考え込む。

			　次に、無意識なのだろう、雑然とした室内をぐるぐると歩き始めた。器用なことに、足を引っかけたりはしない。

			　そんな様子をぼーっと眺めていたレジーナだったが、突然こちらに振り返ったユウトに飛び上がるほど驚いてしまった。先ほどのニーケンララムの比ではない。

			「レジーナさん」

			「な、にゃ、なんでしょう」

			　また声がうわずっている。なんで私はいつもこうなの……と落ち込む隙をユウトは与えなかった。

			「ちょっと、付き合ってもらえませんか？」

			「はい、もちろん」

			　元気よく肯定してから、なにを言われたのか気づく。

			　分かっている。他意はないことぐらい。　

			　それでも、夢を見るのは自由なはずだ。

			「良かった良かった」

			　レジーナの困惑など、ユウトは気づかない。

			　早速、これから行こうと外出の準備を始める彼を、レジーナは呆然と見つめることしかできないでいた。

			　

			「まさか、ケラの森へご一緒することになるとは思いませんでした」

			「不足しているのであれば、供給元へ行くのが一番でしょう」

			　切り株の上にハンカチを敷いてレジーナへ勧めながら、ユウトは簡潔に目的を語る。伐採の割当量を増やしてもらうため、自然崇拝者(ドルイド)の代表者と交渉を行う。急な訪問になったが、そこは許してもらうしかない。

			　ケラの森は、イスタス伯爵領の三割ほどを占める広大な森林地帯だ。古くから自然崇拝者(ドルイド)やエルフたちによる自治が認められており、それはヴァルトルーデがこの地に封じられてからも同じだ。

			「しかし、自然崇拝者(ドルイド)の方々が応じてくれるでしょうか」

			「そのための交渉ですよ」

			「それはそうですが……」

			　ケラの森を管理している自然崇拝者(ドルイド)たちを商売相手と考えると、良く言えば誠実。普通の感覚で言えば融(ゆう)通(ずう)が利かない。

			　外の人間が森の恵みを得られる地域は、毎年、自然崇拝者(ドルイド)たちから言い渡されている。もちろん、彼らもすべてを管理できているわけではないが、だからといって怒りを買うのは愚(ぐ)者(しや)の行いだ。

			　結果、木材などの供給量も厳密に定められている。ハーデントゥルムの評議会が木材価格に敏感なのには、このような背景がある。

			　それを知っているにもかかわらず、ユウトはのんびりとひなたぼっこをして交渉相手が来るのを待っている。

			　木々の間からこぼれる日差しが快い。森も、もちろん全域ではないだろうが、しっかりと間伐や植林を行っているのだろう。

			　自然に任せるだけなら、管理を委ねる必要はない。

			　少なくとも、その点は合格のようだ。

			（それにしても、レジーナさんからは敬語やめろって言われてるんだけど、どうしても口調が変えられないな……）

			　年上には丁寧に接すべしと父親から叩き込まれたせいなのだろうが、アルシアのように時間が解決してくれるのだろうか。

			（まあ、その時間もあんまり残ってないけどな……）

			　なにを考えているかまでは分からないが、久々に日光を浴びて気持ちよさそうに目を細めるユウトを見ていたからだろう。

			　こちらへ近づいてくる自然崇拝者(ドルイド)に気づいたのは、レジーナが先だった。

			「そのままで、よいよい」

			　しわくちゃの顔をさらにしわだらけにして、樫木の杖(つえ)をついた老人がかくしゃくとした歩みで切り株に座るユウトたちとの距離を詰める。

			　若草色の長衣を引きずるように歩く老人だったが、必要以上に下生えを踏(ふ)まず、誤って昆虫なども踏(ふ)まぬように気をつけていた。

			　それは、その背後に従う二人の若者も同じ。

			　双子なのだろうか。禿頭で厳つい顔をした彼らは、装備まで同じ。硬質な革鎧で分厚い筋肉を覆(おお)い、拳には修業のあとが残っている。

			（修道僧(モンク)か）

			　それも、清貧の道を行くもっとも源流に近い一派だろう。

			　だが、ユウトは関心を失ったかのように、視線を自然崇拝者(ドルイド)の老人へと戻す。

			「年を取ると、体のあちこちが痛むようになる。だが、いずれそれすら当たり前のこととなる。すべては自然よ」

			「長老のように、それを諾々と受け入れる強さはなかなか持てないでしょう」

			　向かい側の切り株に腰掛けた自然崇拝者(ドルイド)の長老が、挨(あい)拶(さつ)もなしにひ孫のような年齢のユウトへ話しかける。

			「そうかの？　一喜一憂しすぎなのではあるまいか。どれだけ大騒ぎしても、天地万物に揺るぎはあるまい」

			「痛みに喚く、痛みを取り去ろうとする。それもまた、自然な行いでは？」

			「かかか。一理あるかもしれんのう」

			「俺の故郷には、盗人にも三分の理ってことわざがありますよ」

			「良き哉(かな)良き哉(かな)」

			　いきなり始まった雑談。しかし、老人の背後に油断せずに立つ護(ご)衛(えい)の双子は、苦虫をかみつぶしたような表情を浮かべている。

			　レジーナは、その反応を見てようやく交渉が始まっていることに気づいた。

			　長老は、「いずれ収束する高(こう)騰(とう)のために、木々を切り出す必要が本当にあるのか」と問うている。一方ユウトは、「対症療法でも意味はある」と主張した。

			　思わず、レジーナは立ち上がっていた。

			「今のこのイスタス伯爵領は、以前までの状態とはまったく異なります」

			　そして、わき上がる感情を言葉にして吐き出し始める。こんなことをするつもりはなかったと言っても、信じてもらえないだろう。

			「このユウトさんのお陰で、少なくとも数年間は好況が約束されている状況です。木材だけではありませんが、需要は増えこそしても、減ることはありません。なのに、最初から木材価格が高(こう)騰(とう)しては……」

			「好況が約束されておるのでは、なかったんかいの」

			「それは……」

			「すまんすまん。揚げ足を取るつもりはなかったんじゃがな。しかし、だからといって、森を破壊するわけにはあいかん」

			　自然崇拝者(ドルイド)の長老は、好(こう)々(こう)爺(や)然としながら、頑として要求を受け入れようとしない。

			　余計なことをしてしまったと、レジーナが顔を青くする。

			「つまり、壊さなきゃいいんですね？」

			　ユウトはおもむろに立ち上がり、そんな彼女の肩をぽんと叩く。心配はない。それどころか、感謝してもいいぐらいだ。

			「ふむ。乗せられたかの」

			「それもまた、自然な流れってことで」

			「《植物生長(グロウ・プランツ)》」

			　自然崇拝者(ドルイド)が使用する自然魔法(ネイチヤーマジツク)。それをいきなり使用した長老が、しわだらけのまぶたでウィンクをする。

			　それがきっかけというわけではないだろうが、先ほどまで二人が座っていた切り株が鳴動し、いきなり天高く伸びた。ユウトが敷いたハンカチが、一緒に伸びた下生えの草に落ちる。

			「《反復詠唱(リピーテイング・キヤスト)》」

			　呪文書から九ページ切り裂いて長老の向こうへと投射。双子の修道僧(モンク)がいきり立つが、気にも止めない。

			　呪文書のページが光の粒子になって、植林されたばかりの一帯に吸収される。時を同じくして、先ほどと同じように猛烈な勢いで木が生長した。

			《反復詠唱(リピーテイング・キヤスト)》は、直前に使用された呪文をやまびこのように繰り返す第九階(かい)梯(てい)の理術呪文。その呪文を術者が使用できようとできまいと関係ない。

			「う～ん。さすがに効率が悪いか。かといって、《小さな願い(マイナー・ウイツシユ)》じゃコストパフォーマンスがなぁ……」

			　なんでもないことのように自然崇拝者(ドルイド)しか使えないはずの呪文をコピーしておいて、ユウトは不満気だ。

			　それも無理はない。

			　ユウトでも、第九階(かい)梯(てい)の呪文は一日に数回しか使用できない。他の仕事もあるのだから、砂漠に水を撒くようなものに思えてくる。

			「まあ、足りない分は手伝えるってことで」

			「それでも足りない分は、ワシらがなんとかせいと言われておるようじゃの」

			「というか、多少伐採量を増やしたところで、すぐに森が枯れるわけでもないと思いますけど」

			「言わせておけば！」

			　双子の片割れが前に踏(ふ)み出すが、長老が切り株に腰掛けたまま杖(つえ)を上げて制す。

			「まあ、それもまた自然のうち……ということにしようかの」

			「それじゃ……」

			「ただし、条件がひとつ」

			　さらにしわを深くし、不毛地帯となった頭を撫(な)でながら自然崇拝者(ドルイド)の長老が付け加える。

			「妖樹の御子の根がこの辺りまで伸びてきおってなぁ。変なモンスターが湧くようになりおって。それで、こやつらもピリピリしておるんじゃよ」

			「それは、適任者がいるので派遣します」

			　ユウトはアルビノの少女の顔を思い浮かべて、あっさりと請け負った。喜んで、駆除に励んでくれることだろう。

			　やりすぎる可能性に関しては、目を背ける。

			「では、細かい話はあとで決めるとするかの」

			「こちらも、希望の量を計算しておきます」

			　肩に手を置いたままだったことに気づき、慌てて距離を取ってからレジーナへ目配せする。彼女も、頬(ほほ)を染めつつうなずいた。

			　仕事は、きっちりやらねばならない。

			「ケラの森からの伐採量が増えるとアナウンスすれば、高(こう)騰(とう)も抑(おさ)えられますかね？」

			「たぶん。いえ、抑(おさ)えます」

			「それはよかった」

			　集落へと戻る自然崇拝者(ドルイド)たちの背中を見送りながら、二人は一息ついた。評議会も、まさか一日かからず問題解決の目(め)処(ど)が立つとは思っていなかっただろう。

			　安心したレジーナが食事でも一緒にと誘おうと口を開きかけ――しかし、機先を制するようにユウトが発した言葉に沈黙を余儀なくされた。

			「しかし、あの長老は厄(やつ)介(かい)だなぁ。俺が帰ったあと、ヴァルには頑張ってもらわないと」

			「帰る……」

			　噂(うわさ)としては、聞いていた。

			　彼が、あと数ヶ月で故郷へ帰るのだと。そのあと、戻ってくるかどうかは分からないのだと。

			　ハーデントゥルムとの連絡役が、期間限定になっているのも、そのせいなのだろう。

			　だが、それでも。

			　本人から聞かされると、重みが違った。

			　なにも言えない。言うべきではない。

			　彼に嫌われても構わないから、想いを伝える。そうすべきところだったのだろうが、できなかった。

			　それからも何度もユウトとは顔を合わせたが、なにも言えずに時間だけが過ぎていく。

			　諦める、べきなのだろう。

			　もともと、身分も立場も違う。そもそも、彼には相手がいる。そっと想いを胸に秘め、忘れるのが一番だ。

			　無理でも、やらなければならない。

			　だから、想いがぐちゃぐちゃになって、彼に会うときも挙動不審になってしまうことがあった。

			　それでもなんとか、最後は笑顔で別れたいと決心をしたのも束の間。

			　

			「いやぁ。やっぱり、帰れなくなっちゃいました」

			　イスタス伯爵領の各地をモンスターが襲撃した大事件が解決したあと、彼がはにかみながら「これからもよろしく」と握手を求めてきて。

			　レジーナは、笑うべきなのか、喜ぶべきなのか、泣くべきなのか、怒るべきなのか。なにがなんだか分からないまま、その手を握った。

			　

			〈『レベル99冒険者によるはじめての領地経営』③へ続く〉

		

	
		
			藤崎（ふじさき）

			神奈川県在住。職業：ＴＲＰＧゲーマー。月に二回のＴＲＰＧと、そのあとのブルーレイ鑑賞会が生きる糧です。（二〇一五年三月現在）

			　

			イラストレーション

			くろかわ

			栃木育ちの田舎好きです。ファンタジー色の強いイラストを主に描いています。たまに挿絵、漫画を描かせていただいています。（二〇一五年三月現在）

		

	
		
			レベル99冒険者(ぼうけんしや)によるはじめての領地経営(りようちけいえい)②

			発行日：２０１５年３月31日

			著　者：藤崎(ふじさき)

			発行人：赤坂了生
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